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銹フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開

―

国
際
裁
判
管
轄
―

川

口

美

貴

は
じ
め
に

第

一
節
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
際
労
働
契
約
裁
判
管
轄
規
則
の
展
開

は
じ
め
に

一　

国
際
裁
判
管
轄
の

一
般
原
則

１
　
国
際
裁
判
管
轄
規
則
の
枠
組
み

（Ａ
）
土
地
管
轄
規
定

（Ｂ
）
フ
ラ
ン
ス
国
籍
者
の
裁
判
管
轄
特
権

２
　
論
点

（Ａ
）
国
際
裁
判
管
轄
と
適
用
法

フ
ラ
ン
ス
ｏ
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―
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（Ｂ
）
労
働
法
典
Ｒ
．
五
七

一
―

一
条
の
適
用

一
一　
当
事
者
自
治

１
　
管
轄
指
定
条
項

（Ａ
）

一
九
七
四
年
の
破
毀
院
混
合
部
判
決

（Ｂ
）
新
た
な
判
例
理
論
の
展
開

２
　
仲
裁

（Ａ
）
仲
裁
条
項

（Ｂ
）
仲
裁
契
約

〓
一　
小
括

第
二
節
　
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
契
約
裁
判
管
轄
規
則
の
統

一

は
じ
め
に

一　
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約

１
　
適
用
範
囲
と
条
約
の
解
釈

（Ａ
）
適
用
範
囲

（Ｂ
）
条
約
の
解
釈

２
　
国
際
労
働
契
約
の
裁
判
管
轄

（Ａ
）
国
際
裁
判
管
轄
の

一
般
原
則

（Ｂ
）
合
意
管
轄

三
六
〇



一
一　
ル
ガ
ー
ノ
条
約

１
　
適
用
範
囲
と
条
約
の
解
釈

（Ａ
）
適
用
範
囲

（Ｂ
）
条
約
の
解
釈

２
　
国
際
労
働
契
約
の
裁
判
管
轄

（Ａ
）
国
際
裁
判
管
轄
の
一
般
原
則

（Ｂ
）
合
意
管
轄

〓
一　
小
括

結
び
に
か
え
て

は
じ
め
に

労
働
関
係
の

「国
際
化
」、
す
な
わ
ち
、
労
働
者
の
国
籍
、
使
用
者
の
国
籍

（法
人
で
あ
れ
ば
本
社
所
在
地
）
、
労
務
給
付
地
、
契
約
締

結
地
、
労
働
者
の
居
住
地
等
、
労
働
関
係
に
関
わ
る
要
素
が

一
つ
の
国
に
集
中
せ
ず
、
複
数
の
国
に
関
連
す
る
と
い
う
労
働
関
係
の
展
開

は
、
労
働
法
の
領
域
に
お
い
て
、
実
質
法
の
み
な
ら
ず
抵
触
法
の
分
野
に
お
い
て
も
、
多
く
の
新
た
な
法
的
課
題
を
提
起
す
る
。

一
方
で
は
、
国
際
労
働
関
係
を
め
ぐ
る
紛
争
が
発
生
し
た
場
合
、
第

一
に
、
当
該
国
際
労
働
事
件
の
裁
判
管
轄
国
は
ど
こ
で
あ
る
の
か
、

第
二
に
、
当
該
国
際
労
働
関
係
を
規
整
す
る
た
め
に
適
用
さ
れ
る
法
は
ど
の
法
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
、
国
際
労
働
事
件
の
裁
判
管
轄
お

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―
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一二
六
二
　
・

よ
び
国
際
労
働
関
係
の
適
用
法
決
定
の
問
題
が
生
じ
る
。
国
内
労
働
関
係
で
あ
れ
ば
、
当
然
、
当
該
国
が
裁
判
管
轄
を
有
し
、
当
該
国
の

国
内
法
に
基
づ
い
て
紛
争
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
国
際
労
働
関
係
の
場
合
は
、
複
数
の
国
が
関
連
を
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
裁

判
管
轄
お
よ
び
適
用
法
の
競
合
の
可
能
性
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
国
際
労
働
事
件
を
取
り
扱
う
統

一
的
司
法
機
関
お
よ
び
国
際
労
働
関

係
を
規
整
す
る
統

一
的
労
働
法
が
存
在
し
な
い
現
状
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
か
の
国
の
裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
し
、
い
ず
れ
か
の
国
の

法
を
適
用
し
て
紛
争
を
解
決
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

ど
の
国
の
法
に
よ
っ
て
当
該
労
働
関
係
が
規
整
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
か
と
い
う
、
適
用
法
決
定
の
問
題
は
、
各
国
の
労
働
実
質
法
の
内

容
が
異
な
る
以
上
、
実
質
法
そ
の
も
の
と
同
様
、
労
働
者
の
権
利
保
障
の
点
で
重
要
な
意
義
を
有
す
る
。

ま
た
、
国
際
裁
判
管
轄
の
問
題
は
、
第

一
に
、
適
用
法
は
裁
判
管
轄
国
の
適
用
法
決
定
規
則
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
の
で
、
当
該
事

件
の
裁
判
管
轄
国
の
決
定
が
適
用
法
の
決
定
に
連
動
す
る
と
い
う
、
適
用
法
決
定
の
観
点
か
ら
、
第
二
に
、
訴
訟
当
事
者
に
と
っ
て
、
ど

の
裁
判
所
で
裁
判
が
行
わ
れ
る
か
は
、
訴
訟
遂
行
上
の
労
力
と
の
関
係
で
重
要
で
あ
る
と
い
う
、
当
事
者
の
訴
訟
遂
行
に
あ
た
っ
て
の
便

宜
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
や
は
り
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

他
方
、
国
際
裁
判
管
轄
規
則
お
よ
び
適
用
法
決
定
規
則
は
、
そ
れ
自
体
国
内
法
で
あ
り
、
各
国
に
よ
り
そ
の
規
則
の
内
容
は
異
な
る
。

同

一
の
事
件
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
国
際
裁
判
管
轄
規
則
に
よ
り
、
裁
判
管
轄
国
は
異
な
り
う
る
し
、
そ
の
適
用
法
決
定
規
則
に
よ
り
、
適

用
法
も
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
不
都
合
さ
を
回
避
す
る
た
め
、
各
国
そ
れ
ぞ
れ
国
内
法
と
し
て
展
開
す
る

こ
れ
ら
の
国
際
裁
判
管
轄
規
則
お
よ
び
適
用
法
決
定
規
則
を
、
条
約
の
締
結
等
に
よ
る
国
際
的
規
範
の
設
定
に
よ
り
統

一
化
す
る
こ
と
が

要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
℃

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
日
本
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
の
増
加
、
日
本
人
労
働
者
の
海
外
派
遣
、
そ
し
て
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出
と

現
地
で
の
労
働
者
の
雇
用
等
、
労
働
関
係
の
国
際
化
は
、
か
な
り
以
前
か
ら
進
展
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
労
働
関
係



の
国
際
化
が
提
起
す
る
法
的
課
題
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
議
論
が
十
分
に
展
開
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
さ

ら
に
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
国
際
的
労
働
関
係
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
関
わ
る
訴
訟
の
国
際
裁
判
管
轄
、
お
よ
び
、
当
該
労
働
関
係
を
規
整
す

る
適
用
法
の
決
定
ル
ー
ル
を
、
労
働
者
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
理
論
的
に
体
系
化
す
る
こ
と
が
、
現
在
の
重
要
な
課
題
と
し
て
要
請
さ
れ

て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
す
で
に
別
驚

ぼ
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
国
際
的
個
別
的
労
働
関
係
に
お
け
る
、
①
国
際
労
働
契
約

（８
●
言
”
一
０
」
町
賀
ユ

】。三
①ヨ
”
Ｌ
ｏ●
ュ
）
事
件
の
国
際
裁
判
管
轄
、
お
よ
び
、
②
国
際
労
働
契
約
の
適
用
法
決
定
は
、
③
国
際
的
集
団
的
労

使
関
係
の
法
規
整
、
と
と
も
に
、
「国
際
労
働
関
係
法

（彎
２
一
Ｏ
ｃ
町
ミ
』

ヨ
一①ヨ
”けいｏ●
ュ
ご

と
し
て
労
働
法
に
お
け
る

一
つ
の
重
要
な

法
領
域
と
し
て
そ
の
体
系
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
呵
）し

た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
考
察
・
検
討
は
、
わ
が
国

に
お
い
て
、
国
際
的
労
働
関
係
を
め
ぐ
る
問
題
に
対
応
す
る
に
あ
た
り
、
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
に
つ
い
て
、
国
際
労
働
契
約
の
適
用
法
を
検
討
と
し
た
前
秘
ぼ
引
き
続

き
、
国
際
労
働
契
約
に
関
わ
る
事
件
の
裁
判
管
轄
を
考
察
対
象
と
す
る
。
国
際
的
集
団
的
労
使
関
係
の
法
規
整
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め

て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
・

と
こ
ろ
で
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
国
際
労
働
契
約
事
件
の
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
、
労
働
法
典
お
よ
び
民
法
典
の
諸
規
定
等
の
国
内

的
法
源
お
よ
び
判
例
理
論
に
基
づ
く
独
自
の
法
理
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
同
裁
判
管
轄
ル
ー
ル
は
、
第

一
に
、
労
働
者
保
護
の
理
念
に
基

づ
い
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
管
轄
を
広
く
認
め
て
い
る
こ
と
を
そ
の
特
徴
と
す
る
。

他
方
、
欧
州
に
お
い
て
は
、
各
国
の
国
際
裁
判
管
轄
規
則
を
統

一
す
る
も
の
と
し
て
、
現
在
の
欧
州
連
合
構
成
国
の
国
際
裁
判
管
轄
の

統

一
規
則
で
あ
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
が

一
九
六
八
年
九
月
二
七
日
に
調
印
さ
れ
て
い
る
。
同
条
約
は
、
一
九
七
三
年
二
月

一
日
に
発
効

し
、
数
度
に
わ
た
り
改
正
さ
れ
て
お
り
、
最
新
の
改
正
は
、
一
九
八
九
年
五
月
二
六
日
の
サ
ン

・
セ
バ
ス
チ
ア
ン
条
約
に
よ
る
も
の
で
あ

フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―

一二
二ハ
〓
一
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一一一六
四

る
。
ま
た
、
統

一
規
則
の
適
用
範
囲
を
拡
大
す
る
た
め
、
欧
州
連
合
と
欧
州
自
由
貿
易
連
合
と
の
間
で
、
一
九
八
八
年
九
月

一
六
日
に
、
ル

ガ
ー
ノ
条
約
が
調
印
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
ブ
リ

ュ
ツ
セ
ル
条
約
お
よ
び
ル
ガ
ー
ノ
条
約
の
締
約
国
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
条
約
を

そ
の
最
も
重
要
な
国
際
「

ヽ
法
源
と
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
国
際
裁
判
管
轄
に
関
す
る
国
際
条
約
は
、
契
約
準
拠
法
に
関
す
る

一
九
八
〇
年
六
月

一
九
日
の
Ｅ
Ｅ
Ｃ

ロ
ー
マ
条
約
と
は
異
な
り
、
締
約
国
の
国
内
法
に
全
面
的
に
代
替
す
る
も
の
で
は
な
く
、
被
告
が
締
約
国
の
領
土
に
居
住
し
て
い
る
場
合

に
限
り
、
当
該
条
約
に
基
づ
き
裁
判
管
轄
を
決
定
す
る
こ
と
を
締
約
国
の
裁
判
所
に
義
務
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン

ス
国
内
法
は
、
他
の
締
約
国
の
国
内
法
と
同
様
、
条
約
発
効
後
も
、
国
際
裁
判
管
轄
規
則
と
し
て
こ
れ
ら
の
条
約
と
並
存
す
る
。
そ
し
て

フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
は
、
こ
れ
ら
の
条
約
の
適
用
の
な
い
場
合
、
他
の
二
国
間
条
約
等
国
際
的
法
源
の
適
用
の
な
い
限
り
、
フ
ラ
ン
ス
国
内

法
に
基
づ
き
当
該
国
際
労
働
契
約
事
件
の
裁
判
管
轄
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
は
、
ま
ず
第

一
に
、
国
際
条
約
等
国
際
的
法
源
の
適
用
の
な
い
場
合
に
お
け
る
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
法
に
基
づ

く
、
国
際
労
働
契
約
事
件
の
国
際
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
検
討
す
る
（第

一
節
）
。
そ
し
て
第
二
に
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
に
お
け
る
国
際
裁
判
管
轄

の
主
要
な
国
際
的
法
源
と
し
て
、
欧
州
連
合
に
お
け
る
国
際
裁
判
管
轄
の
国
際
的
統

一
規
範
で
あ
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
、
お
よ
び
、
欧

州
連
合
と
欧
州
自
由
貿
易
連
合
と
の
間
で
調
印
さ
れ
た
ル
ガ
ー
ノ
条
約
に
つ
い
て
、
そ
の
裁
判
管
轄
規
則
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い

（７
）

（第

二
節
）
．

（１
）
労
働
関
係
の
国
際
化
は
、
労
働
法
の
領
域
の
み
な
ら
ず
、
社
会
保
障
法
の
領
域
に
お
い
て
も
、
国
際
関
係
に
お
け
る
国
内
社
会
保
障
法
の
対
応
、
国
際
規
範

の
設
定
に
よ
る
各
国
社
会
保
障
法
の
連
携

。
調
整
等
、
多
く
の
課
題
を
提
起
す
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
す
る
、
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
」
（静
岡
大
学
法
経
研
究
第
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
五
年
）



二
六

一
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（２
）
近
年
の
特
に
国
際
労
働
契
約
の
適
用
法
に
関
す
る
論
稿
と
し
て
、
山
川
隆

一
「国
際
的
労
働
関
係
と
労
働
基
準
法
」
季
刊
労
働
法

一
七
三
号

（
一
九
九
四
年
）

六
四
頁
、
同

「国
際
的
労
働
関
係
の
法
律
問
題
」
労
働
法
学
会
誌
八
五
号

（
一
九
九
五
年
）
五
頁
、
陳

一

「国
際
私
法
学
か
ら
見
た
国
際
的
労
働
関
係
」
同
上

五
九
頁
、
荒
木
尚
志

「国
内
に
お
け
る
国
際
的
労
働
関
係
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
」
同
上
八

一
頁
、
野
川
忍

「国
外
に
お
け
る
国
際
的
労
働
関
係
を
め
ぐ
る
法
的
諸

問
題
」
同
上

一
一
五
頁
等
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
労
働
契
約
準
拠
法
に
つ
い
て
、
米
津
孝
司

「ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
お
け
る
労
働
契
約
準
拠
法
―

一
九
八
六
年
改
正
国
際
私
法

（民
事
執
行
法
第

一
編
第
二
章
）
を
中
心
に
―
」
立
命
館
法
学

一
九
九
〇
年
二
号
二
七
八
頁
、
同

「ヨ
ー
ロ
ツ
パ
に
お
け
る
国
際
労

働
法
―
ド
イ
ツ
に
お
け
る
労
働
準
拠
法
―
」
労
働
法
学
会
誌
八
五
号

（
一
九
九
五
年
）
三
五
頁
、
同

「ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
際
労
働
契
約
法
上
の
個
別
問
題
」
立

命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
六
三
号

（
一
九
九
五
年
）
六
五
頁
。
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
際
民
事
訴
訟
法
に
つ
い
て
、
矢
澤
昇
治

『
フ
ラ
ン
ス
国
際
民
事
訴

訟
法
の
研
究
』
（創
文
社
、
一
九
九
五
年
）
。

（３
）
拙
稿

「
フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
」
静
岡
大
学
法
政
研
究
第

一
巻
第

一
号

（
一
九
九
六
年
）

一
五
三
頁
。

（４
）
こ
れ
に
対
し
て
、
実
質
法
で
あ
る
各
国
国
内
労
働
法
の
統

一
。
近
接
化
を
は
か
る
国
際
規
範
は
、
「労
働
国
際
法

（針
ｏ
い一
ヨ
↑の
日
”
一】ｏ
い
Ｌ
ａ
Ｃ
一営
”
じ
」
と
し

て
区
別
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
各
国
社
会
保
障
法
の
統

一
。
近
接
化
を
は
か
る
国
際
規
範
は
、
「社
会
保
障
国
際
法

（針
ｏ
い一
３
一①
〓
”
一いｏ
５
』
計

Ｆ
よ
８
ユ
一

∽８
いＬ
ｅ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（５
）
前
掲
拙
稿

「
フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
」
。

（６
）
契
約
準
拠
法
に
関
す
る

一
九
八
〇
年
六
月

一
九
日
の
Ｅ
Ｅ
Ｃ
ロ
ー
マ
条
約
は
、
一
九
九

一
年
四
月

一
日
の
同
条
約
発
効
以
降
に
締
結
さ
れ
た
契
約
の
適
用
法
決

定
に
つ
き
、
締
約
国
を
拘
束
し
、
同
条
約
に
基
づ
く
規
則
が
各
国
国
内
法
に
代
替
す
る
こ
と
に
な
る
。

（７
）
な
お
、
こ
れ
ら
の
考
察
を
ふ
ま
え
、
わ
が
国
に
お
い
て
国
際
労
働
契
約
の
裁
判
管
轄
規
則
を
ど
の
よ
う
に
展
開
す
べ
き
か
は
、
今
後
の
課
題
と
す
る
こ
と
に

フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一一六
五



法
政
研
究

一
巻
二
豊
τ
四
号

（
一
九
九
七
年
）

し
た
い
。

第

一
節
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
際
労
働
契
約
裁
判
管
轄
規
則
の
展
開

は
じ
め
に

１
　
法
源

国
際
労
働
契
約
の
裁
判
管
轄
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
国
内
法
の
主
た
る
法
源
は
、
一
一つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
る
。
第

一
は
、
労
働
裁

判
所

（ｏ
ｏ
５
一＆

一
８
■
●
一
．す
ｏ日
ヨ
Φ
し
の
土
地
管
轄
、
合
意
管
轄
、
お
よ
び
、
仲
裁
条
項
に
関
す
る
、
労
働
法
典
の
諸
規
定
、
す
な
わ
ち
、

Ｒ
．五

一
七
卜

一
条
、
Ｌ

一
二

一
―
三
条
、
」
．
五

一
一
―

一
条
の
規
定
、
お
よ
び
、
民
事
訴
訟
の
裁
判
管
轄
の

一
般
規
則
を
定
め
る
新
民
事

訴
訟
法
典
の
諸
規
定
で
あ
る
。
第
二
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
籍
者
の
原
告
お
よ
び
被
告
に
付
与
さ
れ
る
国
際
裁
判
管
轄
特
権
に
関
す
る
民
法
典

第

一
四
条
お
よ
び
第

一
五
条
の
諸
規
定
で
あ
る
。

２
　
国
際
的
法
源
と
フ
ラ
ン
ス
国
内
法
の
関
係

他
方
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
は
、
国
際
裁
判
管
轄
に
関
し
、
一
九
六
八
年
七
月
二
七
日
の
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
、
一
九
八
八
年
九
月

一
六
日
の
ル
ガ
ー
ノ
条
約
、
そ
の
他
二
国
間
条
約
等
、
数
多
く
の
国
際
的
法
源
が
存
在
す
る
。

一二
エハ
ニハ



国
内
法
と
国
際
的
法
源
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
国
際
的
法
源
が
国
内
法
に
優
位
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
っ
）し

た
が
っ
て
、
国
際
条

約
等
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
に
限
り
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
法
に
基
づ
い
て
裁
判
管
轄
国
が
決
定
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
法
に
お
け
る
国
際
裁
判
管
轄
は
、
労
働
契
約
上
、
管
轄
合
意

（Ｐ
ｏ
８
鴇
［いｏ●
Ｏ
①
８
８
づ
０
一８
８
）、
す
な

わ
ち
、
法
律
の
規
定
に
よ
れ
ば
管
轄
を
有
し
な
い
裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
し
て
選
択
す
る
契
約
当
事
者
の
合
意
が
存
在
す
る
場
合
と
存

在
し
な
い
場
合
と
で
、
そ
の
決
定
枠
組
み
を
異
に
す
る
。
そ
こ
で
、
本
節
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
国
際
労
働
契
約
事
件
の

裁
判
管
轄
に
つ
い
て
、
管
轄
合
意
の
存
在
し
な
い
場
合
に
お
け
る
国
際
裁
判
管
轄
（
こ
、
お
よ
び
、
管
轄
合
意
の
存
在
す
る
場
合
の
国
際

（３
）

裁
判
管
轄

（
二
）

の
順
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

（１
）
労
働
裁
判
所

６
ｏ●
∽①巨】
計
の
「
ｃ
ａ
．ｒ
ｏ日
ヨ
①３
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
第

一
審
裁
判
所
の
一
つ
で
あ
り
、
労
働
契
約
の
締
結
、
履
行
、
解
除
に
関
し
、
使
用
者
と

労
働
者
の
間
の
全
て
の
個
別
的
紛
争
を
管
轄
す
る
。
労
働
裁
判
所
は
、
現
在
二
八
二
あ
り
、
各
裁
判
所
は
産
業
部
門
に
よ
り
区
分
さ
れ
る
五
つ
の
部

♂
８
一いｏじ

を
有
し
、
各
部
は
そ
れ
ぞ
れ
、
和
解
部

θ
目
８
●
計

８
●
ｏいＦ
”
一いＯじ

と
判
決
部

θ
日
８
ｃ
８
言
鳴
ヨ
８
し
を
有
し
て
い
る
。
労
働
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
労

働
者
代
表
裁
判
官

（８
認
①】．】】のあ
邸
中”Ｌ
Φ、し

と
使
用
者
代
表
裁
判
官

（８
鷹
①い【【①覇
①ヨ
「
【ε
①日
じ

の
二
者
代
表
の
非
職
業
裁
判
官
で
あ
る
。
な
お
、
フ
ラ
ン

ス
の
労
働
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、
≧
”ヨ
∽
Ｃ
コ
〇
メ
ｒ
８
官
二
０
いｏ一】ｏ調
ａ
ｃ
一【営
”い中
ョ
↓
８
いま
お

彎
０一↑
ａ
ｃ
一【ミ
艶
・日
ｏヨ
①
冒
゛
∪
”】】Ｒ
こ
Ｒ
ｏ
ｃ
８
≦
ｒ
ｒ
口
”
”
ｃ
Ｚ

Φ
一
Ｏ
Ｃ
く
‐
”
”
一
〓
Ｏ
Φ

Ｏ
Ｃ
口
日
＞
Ｚ
↓

）
ｒ
①
∽
』．ｃ
口
．０
い
ｏ
一い
〇
●
∽
ａ
Ｃ

言
”
く

，
■

①
●

口
Ｃ
【
ｏ
「
ｐ

ｒ
・〇
・∪
』

こ

【
Φ
Φ
Ю

・
Ｕ
。〇
〇

〇
一

，

た
〒
参
議
州
。

（
２

）

の
”
口

・ｏ
，

日

，

お

・
Ｎ
Ｏ

日

巴

ぃ
ｏ
Ｎ
Ｐ

Ｕ
』
Φ
ヽ
Ｐ

卜
ｏ
メ

（３
）
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
際
労
働
事
件
の
裁
判
管
轄
規
則
に
つ
い
て
は
、
の
い
【，
ａ

り
δ
ｚ
あ
＞
口
ｚ
２
≧
Ｄ
一ｏ
日
■
疑
ｏ
ｚ
あ
＞
口
´

∪
８
い３
８
い巴
Ｆ
お
ヨ
”
一いｏ
目
Ｌ

Φ
一
〇
Ｃ
【Ｏ
づ
い
①
い
・
日
）μ
目
Ｏ
Ｎ
・
∞
０
い
０
こ
】０
０
ω
】轟
・ω
∞
・跳
ω
０
〇
一
∽二
の
い
晏
巴
Ｒ
】
ｒ
く
の
導
一人
り
＞
ロ
ワ
Ｆ
Ｆ
の∽
『①】”
〓
０
５
∽
Ｏ
①
け『”
く”
■
】●
一ｏ
コ
ｐｐ
二
０
コ
”
中①
∽・
日
Ｑ
いＬ
ｏ
●
∽
ｒ
い”
一∽ｏ
●
【Ｏ
Ｏ
い
。「
・〇
ド
・

魂

い
の
Ｎ

ｏ
一
Ｐ
〕
＞
す
いう

∽
Ｃ

「
】
〇
↓

・
Ｆ
Φ
∽
』。」
〓
０
ぃ
０
一い
ｏ
口
∽
ａ
Ｃ

町
”
く

，
■

い
●

↓
［
”
【
¨
Φ、
Ｏ
①

Ｑ
【
２

一
ａ
Ｃ

言
”
く
”
いＦ

弓
９
３
①

【
Ｘ

・
∪
Ｌ

】ｏ
が

「
あ

９
Ｐ

魂

ω
ｏ
Ｏ

①
一
ｒ
¨
「
”
暉
ｒ
〓

ｏ
●
目
．

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一一六
七
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法
政
研
究

一
巻
二
芸
τ
四
号

（
一
九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一一六
八

＞
Ｚ
↓
Ｏ
Ｚ
蜜
【＞
↓
弓
口
Ｆ

の
ｏ
い
い
い一∽
鮎
Φ
』
Ｃ
〓
ら
いｏ
Ｌ
ｏ
目
∽
①
●

０
『
Ｏ
Ｆ

ａ
Ｃ

胃
”
栞
二
Ｆ
↓
【
”
く
”
■

月
『
”
い一Φ、
「
”
の
９
０
心
‐Ю
ｏ

い
０
り
心
・
魂

い
ｏ
一

，
一
「
い０
【
【
①
”
Ｏ
Ｕ
Ｈ
口
”
口

・
Ｏ
ｏ
●
”
片
∽
Ｑ
①

』
嘔
Ｌ
Ｏ
いの
〓
ｏ
●
∽
０
●

Ｑ
【
Ｏ
〓

２
Ｃ

一】
，

く
”
いＦ

日
【
”
葉
二
【
弓
】
”
い一０
「

，
∽

，
０
●
‐Ｎ
ｏ

］
ｏ
∞
ｏ

・
Ｌ

い
①
一
９
一
〓
い
一ｏ′
い
ｏ
Ｏ
＞
Ｃ
∪
口
〓

国
日
‐日
＞
ｒ
ｒ
０
２

・
ｏ
９
ヨ
「
ｏ、
一０
●
０
〇
一●
一①
【
●
”
一い〇
い

，
Ｆ

”
①
り
０
【一９
日
〕
Ｏ
①
”
『ｏ
ｏ
０
０
」
「０
０
オ
】げ
・
い
０
∞
Ｎ
一
”
Φ
】”
巴
己
＞
Ｃ
Ｕ
Ｈ弓
Ｌ
ｒ
あ
ｏ
ｏ
●
ｐ
一お
Ｏ
①
』暉
議
０
いｏ
一い０
●
∽
①
●
●
“
一ＨΦ́
【①
Ｑ
①
Ｑ
『ｏ
片
Ｏ
Ｃ
言
”
く
”
いＦ
の
Ｌ
Ｆ
ヽ
”
①
●
霞
』
０
∞
Ｏ
Ｓ
・
０
い
∞

０
一
の
。“
』
０

，
す
‐
で
一
”
『
ｏ

”
口
”
ゝ
角
「
口

・
ｒ
ｏ

嗜
ｏ
ｏ
Ｏ
ｃ
『
∽
』
Ｃ
【
い
０
い
ｏ
一
い
〇
●
い
０
中
∽

一
”
口
∽
一
ｏ
∽

【
”
づ
「
Ｏ
【
一
∽

Ｏ
①

一
【
”
く

，
■

い
●
一
①
【
●
”
二
〇
●
”
Ｃ
Ｘ
・
∪
可
・∽
０
０
・
］
④
∞
ヽ

¨
づ
・ｕ
〕
⑬

Ｏ
一
∽
∴

＞
い
一
ｏ
い
●
①

」
日
＞
〓

〓

＞

Ｃ

∪

Ｌ
″
も

り
ｏ
詳

Ｏ
①

菫
”
鷹

巳

】う
一
９
３

”
一
ご

●
』

Φ
一
ｏ
ｏ
ヨ

「
い
一
Φ
●
Ｏ
①

づ
澤

邑

．ｒ
Ｏ
ヨ

出

ｐ

∪
【
・∽
ｏ

，

】
Φ
∞
ｐ

り
ヽ

Ｎ
Φ

Φ
一
∽
・一
『
①
”
●

Ｕ

口
”
”
口
Ｎ

。
”
２

”
一
ざ

い

い
ｏ
一
の
】
い
”
一
い
Ｏ
●
ュ

①

２
〇

一
］
”
く

，
■

０
一
〇
０
日

Ｕ
①、
一
①
●
Ｏ
①
』．Ｃ
〓
０
ぃ
ｏ
Ｌ
ｏ
●
●
０
〓
Φ
¨
』
Ｃ
Ｌ
Ｆ
Ｕ
【
〓
Ｏ
①
●
０
０

』
げ
”
い
ｏ
”
い
●
０

〇
一
〇
〇
●
目
目
Ｃ
●

，
Ｃ
一

，
い
【
①
）
”
』ヽ
。∽
・
〕
０
∞
Φ

】
づ
。い
ω
０

〇
一
∽
二

”
①
一”
Ｌ
ｏ
コ

い
●
一
Φ
【
●
”
Ｌ
Ｏ
”
”
】
Φ

Ｏ
①

一
【
”
く
聾
〓

①
一
〇
０
日日
「
ぃ
一
０
●
０
０
』
Ｃ
Ｌ
Ｏ
静
０
●
ｏ
●
う
ｏ
中【
０

２
，

●
∽
］
①
∽
Ｏ
①
【
い
い
①
【
∽
一
０
く
①
一
〇
「
り
９
Ｂ
①
●
一
∽
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∽
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国
際
裁
判
管
轄
の

一
般
原
則

本
項
に
お
い
て
は
、
管
轄
合
意
の
存
在
し
な
い
場
合
の
国
際
労
働
契
約
事
件
の
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
、
そ
の
枠
組
み

（１
）
を
考
察
し
、

次
に
、
そ
の
論
点

（２
）
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

１

国
際
裁
判
管
轄
規
則
の
枠
組
み

国
際
労
働
契
約
に
関
す
る
事
件
の
管
轄
裁
判
所
は
、
第

一
に
、

規
定

（お
よ
び
、
場
合
に
よ
り
新
民
事
訴
訟
法
典
の
諸
規
定
）
、

フ
ラ
ン
ス
国
内
の
労
働
裁
判
所
の
土
地
管
轄
を
定
め
た
労
働
法
典
の
諸

第
二
に
、
フ
ラ
ン
ス
国
籍
者
の
裁
判
管
轄
上
の
特
権

（「
〓
お
器

Ｏ
Φ



言
Ｌ
Ｏ
いｏ一い８
）
に
関
す
る
民
法
典
の
規
定
と
い
う
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
規
定
を
援
用
、
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。

こ
の
国
際
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
、
第

一
に
、
裁
判
所
の
国
内
土
地
管
轄
規
定
を
、
国
際
裁
判
管
轄
規
則
、
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス

の
裁
判
所
が
管
轄
権
を
有
す
る
か
否
か
の
決
定
規
則
と
し
て
援
用
し
う
る
か
ど
う
か
、
第
二
に
、
労
働
法
典
お
よ
び
新
民
事
訴
訟
法
典
の

国
内
土
地
管
轄
規
定
と
フ
ラ
ン
ス
国
籍
者
の
裁
判
管
轄
特
権
に
関
す
る
規
定
の
両
者
の
関
係
、
が
問
題
と
な
る
。

第

一
の
点
に
つ
い
て
は
、
破
毀
院
民
事
部
は
、
一
般
に
、
国
内
土
地
管
轄
規
定
を
国
際
裁
判
管
轄
規
則
と
し
て
援
用
す
る
こ
と
を
肯
定

し
、
破
毀
院
社
会
部
も
労
働
裁
判
所
の
土
地
管
轄
規
定
を
国
際
労
働
契
約
の
国
際
裁
判
管
轄
規
則
と
し
て
援
用
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

（
２
）

て
い
る
。

第
二
の
点
に
つ
い
て
は
、
破
毀
院
は
、
民
法
典
の
フ
ラ
ン
ス
国
籍
者
の
裁
判
管
轄
特
権
に
関
す
る
規
定
は
、
い
か
な
る
土
地
管
轄
規
定

に
よ
っ
て
も
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
が
管
轄
を
有
し
な
い
場
合
に
の
み
、
当
事
者
の
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
理
由
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
の
管

轄
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
、
同
規
定
の
補
充
的
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
裁
判
所
が
当
該
国
際
労
働
契
約
の
管
轄
権
を
有
す
る
か
否
か
は
、
第

一
に
、
労
働
法
典
の
規
定
す
る

労
働
裁
判
所
の
土
地
管
轄
規
定
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
リ
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
裁
判
所
が
管
轄
を
有
し
な
い
場
合
は
、
新
民
事

訴
訟
法
典
の
土
地
管
轄
規
定
を
参
照
し
、
さ
ら
に
こ
れ
に
よ
っ
て
も
管
轄
を
有
し
な
い
場
合
は
、
第
二
に
、
民
法
典
の
フ
ラ
ン
ス
国
籍
者

の
裁
判
管
轄
特
権
に
関
す
る
規
定
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
は
、
第

一
に
、
労
働
裁
判
所
の
土
地
管
轄

（Ａ
）、
第
二
に
フ
ラ
ン
ス
国
籍
者
の
裁
判
管
轄
特
権

（Ｂ
）
に
関

す
る
規
定
を
順
に
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

（Ａ
）
土
地
管
轄
規
定

フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―

三
六
九
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（
４
）

労
働
裁
判
所
の
土
地
管
轄
を
定
め
て
い
る
の
は
、
労
働
法
典
Ｒ
．五

一
七
―

一
条
で
あ
る
。

同
管
轄
に
関
し
て
は
、
伝
統
的
な
裁
判
籍
、
す
な
わ
ち
、
土
地
管
轄
発
生
の
原
因
で
あ
る
被
告
の
住
所
地
は
退
け
ら
れ
、
労
務
給
付
地

が
基
本
的
な
管
轄
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
主
な
理
由
は
、
第

一
に
、
裁
判
の
円
滑
な
機
能
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
場
合
に
よ
り

適
用
さ
れ
う
る
労
務
給
付
地
の
慣
習
等
を
最
も
よ
く
理
解
し
て
い
る
の
は
、
当
該
地
の
労
働
裁
判
所
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
、
社

会
的
正
義
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
大
多
数
の
場
合
、
原
告
と
な
る
の
は
労
働
者
で
あ
り
、
強
者
の
立
場
に
あ
る
使
用
者
の
住
所
地
の

（
Ｄ̈
）

裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
す
る
こ
と
は
、
労
働
者
に
訴
訟
遂
行
上
大
き
な
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
、
で
あ
る
。

同
規
定
に
よ
る
管
轄
裁
判
所
の
決
定
は
、
労
働
者
が
、
同
条
三
項
に
基
づ
く
管
轄
裁
判
所
の
指
定
を
行
う
か
否
か
に
よ
り
区
別
し
て
検

討
さ
れ
る
。

（１
）
労
働
者
が
労
働
法
典
Ｒ
．五

一
七
―

一
条
第
二
項
に
基
づ
く
管
轄
裁
判
所
指
定
を
行
わ
な
い
場
合

労
働
者
が
、
労
働
法
典
Ｒ
．五

一
七
―

一
条
三
項
に
基
づ
く
管
轄
裁
判
所
指
定
を
行
わ
な
い
場
合
、
管
轄
裁
判
所
は
、
労
務
給
付
が
事
業

所
の
中
で
行
わ
れ
る
か
否
か
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
労
務
給
付
が

一
つ
の
事
業
所
の
中
で
行
わ
れ
る
場
合
、

・当
該
事
業
所
の
所
在
地
の
労
働
裁
判
所
が
管
轄
裁
判
所

で
あ
り
（労
働
法
典
Ｒ
．
五

一
七
―

一
条
第

一
項
）、
第
二
に
、
労
務
給
付
が
事
業
所
の
外
あ
る
い
は
自
宅
で
行
わ
れ
る
場
合
は
、
労
働
者
の

住
所
所
在
地
の
労
働
裁
判
所
が
管
轄
裁
判
所
と
な
る

（労
働
法
典
Ｒ
．
五

一
七
―

一
条
第
二
項
）
。

し
た
が
っ
て
、
国
際
労
働
契
約
の
場
合
、
第

一
に
、
労
務
給
付
が

一
つ
の
事
業
所
の
中
で
行
わ
れ
る
と
き
は
、
当
該
事
業
所
が
フ
ラ
ン



ス
に
あ
る
場
合
、
第
二
に
、
労
務
給
付
が
事
業
所
の
外
あ
る
い
は
自
宅
で
行
わ
れ
る
と
き
は
、
労
働
者
の
住
所
が
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
場
合
、

フ
ラ
ン
ス
の
当
該
地
の
労
働
裁
判
所
が
管
轄
権
を
有
す
る
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
上
記
の
要
件
を
充
足
し
な
い
場
合
は
、
た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
人
労
働
者
が
フ
ラ
ン
ス
企
業
の
外
国
事
業
所
に
お
い
て
労

務
を
給
付
し
て
い
る
場
合
の
よ
う
に
、
労
働
契
約
に
関
す
る
要
素
が
フ
ラ
ン
ス
と

一
定
の
関
連
を
有
し
て
い
る
場
合
に
も
、
フ
ラ
ン
ス
労

働
裁
判
所
は
管
轄
を
有
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
き
、
破
毀
院
は
、
労
働
契
約
に
関
す
る
要
素
が
フ
ラ
ン
ス
と

一
定
の
関
連
を
有
し
て
い
る
が
労
働
法
典
Ｒ
．
五

一
七
―

一
条

を
援
用
し
て
フ
ラ
ン
ス
労
働
裁
判
所
の
管
轄
を
肯
定
で
き
な
い
場
合
、
新
民
事
訴
訟
法
典
第
四
二
条
を
補
充
的
に
援
用
し
う
る
こ
と
を
認

め
た
。
新
民
事
訴
訟
法
典
第
四
二
条
は
、
「異
な
る
定
め
の
な
い
限
り
、
裁
判
管
轄
を
有
す
る
の
は
被
告
の
住
所
地
の
裁
判
所
で
あ
り
、
原

告
は
、
被
告
が
住
所
を
持
た
な
い
と
き
、
ま
た
は
、
そ
の
住
所
が
知
ら
れ
ざ
る
と
き
の
み
、
原
告
の
住
所
地
の
裁
判
所
に
提
訴
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
い
う
規
定
で
あ
る
。
破
毀
院
社
会
部
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
に
本
社
を
有
す
る
企
業
が
被
告
、

そ
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
事
業
所
に
お
い
て
労
務
給
付
を
行
っ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
人
労
働
者
が
原
告
で
あ
り
、
労
働
法
典
Ｒ
．五

一
七
―

一
条
第

一
項
お
よ
び
第
二
項
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
労
働
裁
判
所
の
管
轄
を
肯
定
で
き
な
い
事
案
に
お
い
て
、
新
民
事
訴
訟
法
典
第
四
二
条
の
援
用
に

（６
）

よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
企
業
本
社
所
在
地
の
労
働
裁
判
所
の
管
轄
を
認
め
た
。

し
た
が
っ
て
、
労
働
者
が
労
働
法
典
Ｒ
．
五

一
七
―

一
条
第
三
項
に
基
づ
く
管
轄
裁
判
所
指
定
を
行
わ
な
い
場
合
、
第

一
に
、
労
働
法
典

Ｒ
．
五

一
七
―

一
条
第

一
項
お
よ
び
第
二
項
が
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
の
管
轄
の
有
無
の
基
準
と
な
り
、
第
二
に
、
労
働
法
典
Ｒ
．
五

一
七
―

一
条

第

一
項
お
よ
び
第
二
項
に
よ
リ
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
の
管
轄
が
肯
定
で
き
な
い
場
合
は
、
新
民
事
訴
訟
法
典
第
四
二
条
の
援
用
に
よ
る
フ
ラ

ン
ス
裁
判
所
の
管
轄
の
有
無
が
問
題
と
な
る
。

フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―

三
七

一
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（２
）
労
働
者
が
労
働
法
典
Ｒ
．
五

一
七
―

一
条
第
二
項
に
基
づ
く
管
轄
裁
判
所
選
択
を
行
う
場
合

三
七
二

他
方
、
労
働
法
典
Ｒ
．
五

一
七
―

一
条
第
三
項
は
、
労
働
者
は
、
常
に
、
契
約
締
結
地
ま
た
は
企
業
所
在
地

含
い①ｃ
ｏ
”
Ｆ
日
づ
中妥
①日

８
一

摯
３
じ

の
労
働
裁
判
所
に
提
訴
し
う
る
と
定
め
、
労
働
者
が
原
告
で
あ
る
場
合
、
一
つ
の
事
業
所
で
労
務
を
提
供
し
て
い
る
か
事
業
所
の

外
で
労
務
を
提
供
し
て
い
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
い
ず
れ
か
の
地
の
裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
し
て
選
択
す
る
権
利
を
認
め
て
い
る
。
そ

（７
）

の
選
択
権
を
行
使
す
る
か
否
か
は
、
労
働
者
の
任
意
に
委
ね
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
労
働
者
は
、
常
に
、
そ
の
選
択
権
の
行
使
に
よ
り
、
契
約
締
結
地
ま
た
は
企
業
所
在
地
が
フ
ラ
ン
ス
で
あ
れ
ば
、
フ
ラ

ン
ス
の
そ
の
地
の
労
働
裁
判
所
に
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
同
規
定
に
よ
り
、
管
轄
裁
判
所
選
択
の
点
で
使
用
者
と
比
べ
て

明
ら
か
に
有
利
な
地
位
を
保
障
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

以
上
要
約
す
れ
ば
、
土
地
管
轄
規
定
の
採
用
に
よ
り
、
原
告
が
労
働
者
で
あ
る
場
合
、
労
務
提
供
事
業
所
所
在
地

（事
業
所
の
外
ま
た

は
自
宅
で
の
労
務
提
供
の
場
合
は
労
働
者
の
住
所
地
）、
使
用
者
の
住
所
地
、
契
約
締
結
地
、
企
業
所
在
地
の
い
ず
れ
か
が
フ
ラ
ン
ス
で
あ

る
場
合
、
そ
の
地
の
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
裁
判
所
に
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

原
告
が
使
用
者
で
あ
る
場
合
は
、
労
務
提
供
事
業
所
所
在
地
（事
業
所
の
外
ま
た
は
自
宅
で
の
労
務
提
供
の
場
合
は
労
働
者
の
住
所
地
）

ま
た
は
労
働
者
の
住
所
地
が
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
場
合
、
そ
の
地
の
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
裁
判
所
に
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

（Ｂ
）
フ
ラ
ン
ス
国
籍
者
の
裁
判
管
轄
特
権

他
方
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
第

一
四
条
お
よ
び
第

一
五
条
は
、　
フ
ラ
ン
ス
国
籍
者
の
裁
判
管
轄
特
権
を
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第



一
四
条
は
、
外
国
人
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
住
所
を
有
し
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
人
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
契
約
の
債
務
履

行
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
に
訴
え
ら
れ
う
る
と
規
定
し
、
原
告
の
み
が
フ
ラ
ン
ス
国
籍
で
あ
る
場
合
の
管
轄
特
権
を
定
め
、
第

一
五
条
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
外
国
に
お
い
て
締
結
さ
れ
た
契
約
の
義
務
に
つ
い
て
、
た
と
え
外
国
人
を
相
手
方
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て

も
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
に
訴
え
ら
れ
う
る
、
と
規
定
し
、
被
告
が
フ
ラ
ン
ス
国
籍
で
あ
る
場
合
の
裁
判
管
轄
特
権
を
定
め
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
国
籍
者
は
、
そ
の
国
籍
の
み
に
基
づ
い
て
、
第

一
に
、
当
該
人
が
原
告
で
あ
る
場
合
、
外
国
人
を
被
告
と
し
て
フ

ラ
ン
ス
裁
判
所
に
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
、
第
二
に
、
当
該
人
自
身
が
被
告
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
に
提
訴
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
。

（
８
）

こ
れ
ら
の
条
文
は
、
一
般
的
な
射
程
距
離
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
際
労
働
関
係
に
お
い
て
も
適
用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ｔ

た
が
っ
て
、
第

一
四
条
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
人
労
働
者
は
、
労
務
給
付
地
、
契
約
締
結
地
、
住
所
地
等
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
い
か
な
る
連
結

的
要
素
も
存
在
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
フ
ラ
ン
ス
国
籍
の
み
に
基
づ
い
て
、
外
国
人
使
用
者
ま
た
は
外
国
籍
企
業
を
フ
ラ
ン
ス

裁
判
所
に
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
使
用
者
も
、
外
国
人
労
働
者
に
対
し
て
同
様
の
権
利
を
享
受
し
う
る
。
ま

た
、
第

一
五
条
に
よ
り
、
外
国
人
ま
た
は
フ
ラ
ン
ス
人
労
働
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
使
用
者
ま
た
は
フ
ラ
ン
ス
籍
企
業
を
、
そ
の
フ
ラ
ン
ス

国
籍
の
み
に
基
づ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
に
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
に
、
外
国
人
も
し
く
は
フ
ラ
ン
ス
人
使
用
者
ま
た
は

外
国
籍
も
し
く
は
フ
ラ
ン
ス
籍
企
業
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
労
働
者
に
対
し
て
、
同
様
の
権
利
を
享
受
し
う
る
こ
と
に
な
る
．

し
た
が
っ
て
、
結
局
、
フ
ラ
ン
ス
労
働
裁
判
所
は
、
民
法
典
第

一
四
条
お
よ
び
第

一
五
条
に
よ
り
、
国
際
労
働
契
約
当
事
者
の
い
ず
れ

か
が
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
有
し
て
い
る
場
合
、
管
轄
を
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
労
働
者
お
よ
び
使
用
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
籍
で
あ
れ
ば
、
い

か
な
る
場
合
で
も
フ
ラ
ン
ス
労
働
裁
判
所
に
提
訴
し
う
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
裁
判
所
に
広
い
管
轄
、
す
な

わ
ち
、
過
剰
管
轄

ａ
ｏ
ヨ
づ
いけ①●
８

輿
ｏじ
い一営
一３
を
認
め
る
点
が
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
法
に
お
け
る
国
際
裁
判
管
轄
の
特
徴
で
あ
る
と
指
摘

し
う
る
で
あ
ろ
う
。

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
七
三
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そ
れ
で
は
、
契
約
当
事
者
の
国
籍
の
み
に
基
づ
い
て
フ
ラ
ン
ス
労
働
裁
判
所
が
管
轄
を
有
す
る
場
合
、
ど
の
地
の
労
働
裁
判
所
が
管
轄

裁
判
所
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
場
合
、
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
裁
判
所
が
管
轄
を
有
す
る
こ
と
の
み
が
確
定
さ
れ
、
ど

の
地
の
労
働
裁
判
所
が
管
轄
Ч
有
す
る
の
か
、
具
体
的
管
轄
裁
判
所
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
破
毀
院
は
、
裁
判
の
円
滑
な
機
能
の
要
請
に
応
え
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
原
告
が
管
轄
裁
判
所
を
指
定
す
る
こ
と
が

（９
）

で
き
る
と
判
断
し
て
い
る
。

〇
”
∽
∽
為
マ

こ

Ｈ
ｏ

ｏ
ｏ

，
い
０
い
０
■
肖
】
０
一
”
ヽ
ｐ
∽
∽

，
，

７
ψメ
ｏ
Ｌ

，
∪
Ｈ
「

い
Ｏ
ｏ
ｐ

「
』

い
ｐ

●
ｏ
¨
①
く
ｌ
ｒ
・
＞
∪
∪
口

）
∪
■
ｏ
Ｏ
ｏ

）
「
あ
ヽ

）
“
ｏ
一
〇

〇
・〓
Ｏ
Ｆ
Ｆ
口
＞
Ｃ
Ｘ

・

，た

，
）
え
ば
い
、　

０
”
の
の
あ
０
９

・
Ｎ
ｏ

ｏ
ｏ

，
い
０
∞
ω

“
」
∪
Ｈ
【
０
∞
心

。
「
お
ω
Ｎ

・
５
ｏ
一
①

”
・”
〇
∪
Ｈ
門
”
”

・

０
，

∽
，

中
Φ
】
Ｑ
く
こ

い
０

●
ｏ
メ

【
ｏ
∞
ｕ

・
２
目
ｏ
一
∽
ｏ
ｏ
一
ω
い
い
の
０
ヽ
い
ｏ
ｏ
∽

，
お
、

”
↓
０
ぶ
ヽ
お

ゝ
‘
§
・
「
↓
ｐ
お
０

，

”
０
メ
ｏ
Ｌ

，
∪
Ｈ
”

【
０
∞
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「
』

く
ｐ

）
づ
ｏ
一
①
く
・Ｆ
口
Ｏ
Ｃ

口
日
↓
口

¨
〕
∪
Ｈ
い
０
∞
ｐ

り
ヽ
】
ｐ

●
ｏ
一ｏ
＞
・工
Ｃ
日
↓

・
∪
』
０
∞
ρ

いい
い
【
”
づ
も
ｂ
∞
ｐ

ｏ
σ
”
”
・＞
Ｃ
∪
】↓

。
」
の
「

い
０
∞
メ

ｏ、
，

０
・目
・
ｐ
ｏ
∞
中
ｐ

●
０
一①
フ
〇
〇
Ｃ
”
”
日
・

（４
）
労
働
裁
判
所
の
土
地
管
轄
に
つ
い
て
は
、
特
に
、
と
”
ヨ
∽
Ｃ
口
ｏ
メ

ε
Ｏ
Ｆ
甲
ω
心
口
９
ｒ

（５
）
」‘
餞
椰
∽
Ｃ
「
ＨＯ
↓

，
ｏ
「
お
〓
〓
Ｕ
“
心
９

（
６

）

０
お

，

８

ｏ
‘
］
ｏ
ヨ
賀

∽
］
Φ
∞
ｐ

”
Ｌ
】・ｏ
●

メ

跳

ｐ
ｐ
メ

∪
】
・８

ｏ
・８

∞
ｐ

甲
Ｎ
ω
”

同

判

決

に

つ

い

て

は

、

＞
二

ｏ
ざ

①
粕
澤

〓
〓
＞
Ｃ
Ｐ

ｃ
Ｏ
・ｏ
Ｆ

・
Ｔ
Ｎ
ω
Ｈ
８

，

参

照

。

（
ウ′
）

の
，

∽
Ｐ

∽
ｏ
Ｏ
〓
】
〇
【“
”
『
∽
【
Ｏ
∞
Φ

・
”
匡
■
・Ｑ
て
・く
・
Ｌ

ｐ
ｐ
「
・
∪

，
∽
ｏ
ｏ
』
０
∞
Φ
い
０
・、
∞
∞
・

含
Ｘ
↓
　
０
”
∽
∽
・
ｏ
いく
・【
①
Ｆ

］
〇
』
口
い●

い
Φ
い
０

・
日
ｙ
【
Φ
い
０

・
「
・ω
『
Ｎ
・
Ｎ
①′
い
∽
「
‘
い
Ｎ
●
０
く
・
中
０
∞
い

・
”
Ｃ
〓
０̈
いく
」

¨
Ｌ

ω
心
【
・

（
９

）

０
”
∽

，

∽
ｏ
９

，
ｐ
ヨ
”
『
∽
い
ｏ
ｏ
ｐ

∪
』
Ｏ
ｏ
ｐ

∽
ｏ
日

、
ｐ

【
∞
ｏ
ｏ

，

】
ｏ
ｏ
メ

”
ｏ
メ
０
目
．Ｆ
Ｕ
Ｈ
「

い
ｏ
Ｏ
Ｐ

づ
ヽ
ｏ
ｐ

●
ｏ
一①
〓
・〇
＞
Ｃ
∪
日
〓

日
日
‐日
＞
ｒ
ｒ
Ｏ
Ｚ
・

２
　
論

点

3   2   1



１
で
述
べ
た
よ
う
な
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
法
に
お
け
る
国
際
労
働
契
約
事
件
の
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
、
第

一
に
、
国
際
裁
判
管
轄
と
適

用
法
と
の
関
係

（
Ａ
）
、
第
二
に
、
労
働
法
典
Ｒ
．
五
七

一
―

一
条
の
適
用
に
あ
た
り
確
定
す
べ
き
概
念
の
解
釈

（Ｂ
）
が
論
点
と
し
て
提
示

さ
れ
て
い
る
。

（Ａ
）
国
際
裁
判
管
轄
と
適
用
法

第

一
に
論
点
と
な
る
の
は
、
国
際
裁
判
管
轄
と
適
用
法
と
の
関
係
、
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
法
以
外
の
外
国
法
が
適
用
法
と
な
る
場
合

も
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
が
裁
判
管
轄
を
有
す
る
か
否
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

（１
）

こ
の
点
に
つ
き
、
労
働
裁
判
所
は
、
当
該
国
際
労
働
契
約
の
適
用
法
が
外
国
法
で
あ
る
場
合
、
労
務
給
付
地
が
外
国
で
あ
る
場
合
の
み

な
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
そ
の
管
轄
を
肯
定
す
る
こ
と
に
た
め
ら
い
を
見
せ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
破
毀
院
社
会
部
は
、
こ
こ
二
〇
年
来
、
国
際
裁
判
管
轄
と
適
用
法
は
直
接
連
動
せ
ず
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
、
紛

争
解
決
の
た
め
に
適
用
さ
れ
る
実
質
法
が
ど
の
国
の
法
で
あ
れ
、
管
轄
裁
判
所
は
、
適
用
法
と
は
独
立
に
、
土
地
管
轄
規
定
と
民
法
第

（
３
）

一
四
条
、
第

一
五
条
の
援
用
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
と
い
う
態
度
を
と
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
適
用
法
が
外
国
法
で
、
か
つ
、
両
当
事
者
が
外
国
人
で
あ
る
場
合
も
、
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
は
、
管
轄
を
有
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
点
に
つ
き
、
破
毀
院
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
の
管
轄
を
認
め
た
が
、
そ
れ
は
、
労
務
給
付
地
が
フ
ラ
ン
ス
で
あ
っ
た
事
案

に
お
い
て
で
あ
っ
た
て

し
た
が
つ
て
ヽ
少
な
く
と
も
、
労
務
を
提
供
す
る
事
業
所
が
フ
ラ
ン
ス
に
あ
れ
ば
、
労
働
契
約
の
当
時
者
が
外
国

人
で
あ
り
、
そ
の
労
働
関
係
に
適
用
さ
れ
る
法
が
外
国
法
で
あ
っ
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
は
管
轄
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
七
五
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る
。

（Ｂ
）
労
働
法
典
ＲＢ
五
七

一
―

一
条
の
適
用

三
七
六

第
二
に
問
題
と
な
る
の
は
、
労
働
法
典
Ｒ
．五
七

一
―

一
条
を
適
用
す
る
に
あ
た
り
確
定
す
べ
き
概
念
の
解
釈
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に

つ
い
て
は
、
国
内
労
働
契
約
に
関
わ
る
訴
訟
の
管
轄
裁
判
所
に
つ
い
て
の
議
論
が
援
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
同
条
第

二
項
に
基
づ
く
原
告
労
働
者
の
管
轄
指
定
の
な
い
場
合
の
土
地
管
轄

（１
）
、
お
よ
び
、
第
二
項
に
よ
る
管
轄
指
定

（２
）
、
に
つ
い
て
、

（５
）

順
に
、
論
点
と
な
る
概
念
の
解
釈
を
検
討
す
る
。

（１
）
管
轄
指
定
が
な
い
場
合
の
土
地
管
轄

労
働
法
典
Ｒ
五
七

一
―

一
条
第
二
項
に
基
づ
く
管
轄
指
定
が
行
わ
れ
な
い
場
合
、
管
轄
裁
判
所
は
、
当
該
労
働
が
、
一
つ
の
事
業
所
の
中

で
行
わ
れ
る
場
合
は
当
該
事
業
所
所
在
地
の
労
働
裁
判
所
で
あ
り
（第

一
項
）、
事
業
所
の
外
も
し
く
は
自
宅
で
行
わ
れ
る
場
合
は
、
労
働

者
の
住
所
地
の
そ
れ
で
あ
る
（第
二
項
）
。
家
内
労
働
者
が
後
者
に
該
当
し
、
第
二
項
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
他
の
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
が
適
用
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
、
第

一
項
が
適
用
さ
れ
る
と
す
れ
ば
ど
の
事
業
所
で
あ
る
か
、

が
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
「事
業
所

（９
３
Ｆ
∽器
ヨ
８
一ご

概
念

（
ａ
）
、
三

つ
の
事
業
所
で
の
労
働
」
の
解
釈

（ｂ
）
、
事
業
所
の
特
定

（
ｃ
）
、
お
よ
び
、
「事
業
所
の
外
で
の
労
働
」
の
解
釈

（ｄ
）
、
が
特
に
問
題
と
な
る
。



（
ａ
）
「事
業
所
」
概
念

フ
ラ
ン
ス
労
働
法
に
お
け
る

「事
業
所
」
概
念
は
、
最
も
把
握
し
に
く
い
も
の
の

一
つ
で
あ
る
が
、
判
例
は
、
唯

一
の
定
義
を
用
い
る

の
で
は
な
く
、
定
義
が
必
要
と
さ
れ
る
場
面
に
応
じ
て
多
様
な
定
義
を
行
っ
て
い
る
。

管
轄
裁
判
所
決
定
の
場
面
に
お
い
て
は
、
「事
業
所
」
は
、
場
所
を
特
定
し
う
る
限
り
、
「労
働
場
所

Ｃ
ｏ
のお
Ｏ
①
吋
鶏
”じ
」
と
同

一
視

さ
れ
う
る
広
い
概
念
で
あ
り
、
現
実
に
労
務
が
履
行
さ
れ
て
い
る
場
所
が
最
低
限
の
組
織
と
継
続
性
を
有
し
て
い
る
限
り
、
そ
の
経
済
的

。　
　
　
　
　
　
（６
）

技
術
的
自
律
性
の
程
度
を
問
わ
ず
、
当
該
労
働
場
所
が

「事
業
所
」
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

（ｂ
）
「
一
つ
の
事
業
所
」
に
お
け
る
労
務
履
行

常
に
同
じ
場
所
で
労
務
を
給
付
し
て
い
る
場
合
は
、
当
然
、
〓

つ
の
事
業
所
」
に
お
け
る
労
務
履
行
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
複
数
の
労
働
場
所
で
労
働
が
行
わ
れ
た
場
合
、
全
て
、
Ｅ

つ
の
事
業
所
」
に
お
け
る
労
務
履
行
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

当
該
労
働
が

一
つ
の
事
業
所
で
行
わ
れ
、
労
働
者
の
所
属
事
業
所
と
し
て

一
つ
の
事
業
所
を
特
定
で
き
る
か
否
か
は
、
判
例
に
よ
れ
ば
、

労
務
履
行
の
現
実
の
態
様
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
仕
事
の
性
質
そ
の
も
の
に
よ
り
当
該
労
働
が
特
定
の

一
つ
の
事
業
所
の
中

で
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
の
み
、
二

つ
の
事
業
所
」
で
の
労
務
給
付
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
複

数
の
県
に
散
在
す
る
工
事
現
場
を
監
督
す
る
監
督
者
の
よ
う
に
、
そ
の
仕
事
の
性
質
上
、
労
務
給
付
が

一
つ
の
事
業
所
の
枠
を
越
え
て
行

わ
れ
る
場
合
は
、
特
定
の

一
つ
の
事
業
所
で
の
労
務
給
付
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
ｆ
）

逆
に
、
一
定
の
期
間
毎
に
労
働
場
所
を
変
更
し
て

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合
入
Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
七
七
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労
務
が
給
付
さ
れ
る
場
合
は
、
当
該
期
間
毎
に
、
ヨ

（
ｃ
）
事
業
所
の
特
定

三
七
八

つ
の
事
業
所
」
で
労
務
を
給
付
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。）

常
に
同
じ
場
所
で
労
務
を
給
付
し
て
い
る
場
合
は
、
当
然
、
当
該
労
働
場
所
が
管
轄
原
因
と
な
る

「事
業
所
」
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の

場
合
は
、
管
轄
原
因
と
な
る

「事
業
所
」
は
以
下
の
よ
う
に
特
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第

一
に
、
労
働
場
所
が
転
勤
等
で
相
次
い
で
変
更
さ
れ
る
場
合
、
裁
判
管
轄
原
因
と
な
る
事
業
所
は
、
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
時
に
労
働

者
が
所
属
し
て
い
た
事
業
所
で
あ
る
嗜
）

労
働
者
が
解
雇
さ
れ
た
場
合
は
、
最
後
の
所
属
事
業
所
が
管
轄
原
因
と
な
る
事
業
所
で
あ
る
「
）

ま
た
、
転
勤
そ
の
も
の
の
効
力
が
争
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
労
働
者
が
違
法
に
変
更
さ
せ
ら
れ
た
と
主
張
し
て
い
る
以
前
の
労
働
場
所
が
、

管
轄
原
因
と
な
る
事
業
所
で
あ
る
。
）

第
二
に
ヽ
所
属
事
業
所
の
変
更
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
労
務
給
付
場
所
変
更
の
内
容
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
時
的
な
派
遣
ま
た
は
出

張
に
よ
る
労
務
給
付
場
所
の
変
更
は
、
所
属
事
業
所
の
変
更
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
っ
）

第
二
に
、
所
属
事
業
所
は
、
現
実
の
労
務
給
付
場
所
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
場
所
が
、
当
該
労
働
者
が
派
遣
さ
れ

て
い
る
他
の
企
業
の
事
業
所
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
他
企
業
の
事
業
所
が
管
轄
原
因
と
な
る
事
業
所
と
な
る
哺
）

（ｄ
）
「事
業
所
の
外
」
で
の
労
務
履
行

「事
業
所
の
外
」
で
の
労
務
給
付
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
典
型
的
に
は
、
出
張
、
外
交
、
取
次
販
売
員
い
す
な
わ
ち
、
商



（‐５
）

業
代
理
人
で
あ
る
。
ま
た
、
飛
行
機
の
乗
務
員
に
つ
い
て
も
、
事
業
所
の
外
で
の
労
務
履
行
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
複
数
の
事
業
所
で
の
労
務
給
付
で
、
前
述
の

「
一
つ
の
事
業
所
」
で
の
労
務
給
付
と
判
断
さ
れ
な
い
場
合
も
、
「事
業
所
の
外
」

で
の
労
務
給
付
と
さ
れ
、
労
働
者
の
住
所
地
の
労
働
裁
判
所
が
管
轄
裁
判
所
と
な
る
。

（２
）
管
轄
指
定

労
働
法
典
Ｒ
．五
七

一
―

一
条
第
二
項
は
、
原
告
労
働
者
に
対
し
て
、
契
約
締
結
地
ま
た
は
企
業
所
在
地
の
労
働
裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所

と
し
て
選
択
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
第

一
に

「契
約
締
結
地
」
（
３
「
第
二
に

「企
業
所
在
地
」
（ｂ
）
の
決
定
が
問

題
と
な
る
。

（
ａ
）
契
約
締
結
地

契
約
締
結
地
の
決
定
に
あ
た
り
主
と
し
て
問
題
と
な
る
の
は
、
第

一
に
、
書
簡
、
電
話
等
で
労
働
契
約
が
締
結
さ
れ
た
場
合
、
第
二
に
、

労
働
契
約
が
継
続
し
て
更
新
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。

第

一
に
、
書
簡
、
電
話
等
で
労
働
契
約
が
締
結
さ
れ
た
場
合
、
判
例
は
、
契
約
締
結
の
申
込
に
対
し
て
承
諾
の
意
思
が
発
信
さ
れ
た
場

所
を
契
約
締
結
地
と
し
て
い
る
。

第
二
に
、
労
働
契
約
が
継
続
し
て
更
新
さ
れ
て
い
る
場
合
、
契
約
締
結
地
は
最
初
の
労
働
契
約
の
締
結
地
で
あ
る
の
か
、
最
後
の
労
働

契
約
の
そ
れ
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
判
例
は
、
契
約
関
係
の
継
続
性
を
基
準
と
し
て
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
契

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
七
九
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約
関
係
の
継
続
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
契
約
締
結
地
は
最
初
の
労
働
契
約
の
締
結
地
で
あ
り
、　
最
後
の
労
働
契
約
が
そ
れ
以
前
の
契
約
と

は
別
に
全
く
新
し
く
締
結
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
契
約
締
結
地
は
当
該
最
後
の
契
約
の
そ
れ
で
あ
る
と
判
断
さ
れ

（‐８
）

る
。（ｂ

）
企
業
所
在
地

「企
業
所
在
地
」
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
第

一
に
、
同
概
念
は
企
業
の
本
社
所
在
地
に
限
ら
れ
る
の
か
、
第
二
に
、
相
手
方
使
用
者
が
複

数
で
あ
る
場
合
の

「企
業
所
在
地
」
の
特
定
、
が
問
題
と
な
る
。

第

一
の
問
題
に
つ
い
て
、
判
例
は
、
以
下
の
よ
う
な
要
件
の
も
と
に
、
「企
業
所
在
地
」
を
本
社
所
在
地
の
み
な
ら
ず
事
業
所
所
在
地
に

拡
大
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
事
業
所
が
、
そ
の
名
の
下
に
訴
訟
を
遂
行
し
第
二
者
と
契
約
を
締
結
し
う
る
企
業
の

代
表
者
に
よ
り
管
理
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
訴
訟
の
請
求
原
因
が
当
該
事
業
所
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。

第
二
に
、
企
業
譲
渡
の
場
合
、
ま
た
は
、
企
業
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
雇
用
の
場
合
の
よ
う
に
、
複
数
の
使
用
者
が
共
同
し
て
責
任
を
有

す
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
、
労
働
者
は
、
い
ず
れ
か
の
使
用
者
の

「企
業
所
在
地
」
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て

（２０
）

い
る
。

（・・
）
∽
①
ビ
δ
・Ю
Ｎ
腋
ξ
』
０
の
α
・
”
Φく
■
】
〓
・∪
【”
【Ｏ
ｏ
ｏ
・ｕ
。「
Ｎ
Ｎ
〕●
〇
一０
”
＞
↓
】『
『
Ｏ
ｒ
・
ｒ
ｏヽり
・Ｎ
Ｎ
腋
ξ
■
Ｏ
ｏ
ヾ
〕∪
■
０
の
ヽ
・
∽
９
Ｂ
晏
ｒ
いｏ
Ｎ
）」
∪
Ｈ
中ｏ
ｏ
∞
・０
■
Ｏ
ω
・い
０
一①
”
【”
国
日
日
口
∽
‐

日
Ｈｒ
ｒ
”
↓
一
”
ｏ
●
●
Φ
・
∞
０
い
９
【
Ｏ
Ｎ
Ｎ
・』
∪
】
いＯ
Ｎ
∞
・
ｏ
・∞
い
０
・
●
０
一０
＞
・Ｆ
く
Ｏ
Ｚ
‐０
＞
口
Ｚ
・

含
Ｚ
）
卜
む
↑
「
】ｏ
く
①
●
Ｏ
ｐ
一
』．Ｃ
い０
］Φ
∞
Ｏ
）
∪
■
Φ
∞
Ｆ
づ
・ヽ
Ｎ
ｏ
・
づ
〇
一０
「
を
【日
∽
日
”
日
・



（
Ｒ
じ
　
の

，
∽

，

∽
ｏ
ｏ
・・
Ｎ
∞

５
０
く
・
い
Ｏ
Ｎ
∞

）
”
Ｃ
口

・く
・
跳

∞
〇
ハ

・
Ｎ
Ｏ
』
Ｃ
一
●

い
Ｏ
Ｎ
Ｏ

・
」
∪
】
一
〇
Ｎ
ｏ

・
づ
・∞
Ｏ
Ｎ

・
●
〇
一
①
＞
・ｒ
く
Ｏ
Ｚ
‐
の
＞
口
Ｚ

´
Ｎ
ｏ

ｏ
ｏ

，
】
０
∞
ω

¨
〕
∪
】
【
④
∞
心

ｏ
Ｎ
Φ′
Φ、
∽
「
〓

●
〇
一
①

〓

・０
＞
Ｃ

∪
”
〓

日
↓
‐日
＞
ｒ
ｒ
Ｏ
Ｚ

・
い
の
兼
と
り

い
０
∞
Ｎ

・
”
Ｃ
口
わ
マ

・
島

『
『

・
∪

』
Φ
∞
∞

¨
∽
９
Ｂ
晏
ド・●
・０
ぃ
ぃ
Φ′
①、
∽
Ｕ
〓
Ｏ
σ

，
「
・
『
円
口
∽
〇
〓
〒
く
】
く
口
弓

・
Ｎ
Ｏ
寂
く

，
】
ｏ
ｏ
Ｆ

】こ
∽

中
ｏ
ｏ
Ｆ

「
・ｏ
Ｎ
心
・

な
お
、
判
例
理
論
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
特
に
、
〕
し
口
「
”
口
Ｎ
ｏ
Ｔ
ｏいＦ
己
∽
８
８
も
・２
∞
８

，

（
´
仕
）

の
”
∽
”

∽
ｏ
ｏ
・
Ｎ
』
暉
いコ

【
Φ
∞
ω

・
”
Ｃ
〓
・ｏ
いく
。く

跳

ω
Ｏ
中

¨
Ｎ
ｏ
ｏ
ｏ
一
】
０
∞
ω

）
”
Ｃ
〓
・０
いく
。く
・
島

「
『
・

（５
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
特
に
、
≧
巴
●
∽
Ｃ
四
〇
メ
ε
Ｏ
Ｆ
フ
ω
卜
ヽ
２

，
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
が
国
際
裁
判
管
轄
と
有
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
必

要
と
さ
れ
る
概
念
は
、
法
廷
地
法
、
す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
ス
法
に
基
づ
い
て
解
釈
さ
れ
る
。

↑
ｈ
↓
　
〇
”
∽
∽
・
∽
０
０
・

【
ω

●
０
く
。
い
〇
〇
ω

・
”
Ｃ
〓

・０
いく
』
く

。
Ｌ

「
Ｎ
卜

・
●
・の
心
ω

¨
【
中

】Ｂ
一”
い
い
〇
〇
卜

・
”
Ｃ
〓

・０
一く
』
く

。
魂

ω
Ｏ
Ｏ

・
Ｕ
・ω
Ｎ
Ｏ

・
０

【“
”
】
∽

い
０
∞
〇

゛
”
Ｃ
〓

・ｏ
いく
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・
跳

ｐ
ω
ω

¨
●
・
い
ヽ
い
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ｐ
Φ

一
”
●
く
・
】
Φ
∞
中

・
”
Ｃ
ｒ

・Ｑ
て

，く
）
Ｌ

∞
Ｏ

〕
づ
・０
０
・

（
７

）

〇
”
い

，

∽
ｏ
９

・
ｐ

日

，
あ

ぃ
０
「
Ｐ

”
Ｌ

｝
お
マ

・く
ｏ
跳

い
ヽ
Ｐ

づ
』

の
メ

∽
ｏ

，

中
い

Ｂ

”
あ

い
０
「
Ｐ

∪
Ｃ
Ｆ

ｏ
マ

・く
。
跳

一
ｏ
Ｎ

Ｕ
■

さ
や

（
８

）

の
，

∽
，

∽
ｏ
９

・
Ｎ
Ｎ

増
諏
』
Ｏ
Ｎ
Ｆ

∪
』
Φ
ヾ
Ｆ

」
二
甲

ω
ｏ
メ

（
（
υ
）

の
”
∽

，

∽
Ｏ
ｏ
・
Ｎ
Ｏ
』．”
口
く
』
０
∞
い

。
”
Ｃ
〕
・２
く
。く
）
■

∞
Φ

・
●
・ｏ
ｕ
・

今
―――
じ
　
０
”
∽

，

∽
ｏ
ｏ
・・
∞
い
】日
”
い
一
０
「
∞

¨
”
Ｃ
目

・０
ぼ
く
。く
・
魂

卜
ｐ
ｐ

・
り
。ω
【
Φ
・

（
Ｈ
・．
）

（０
”
∽
∽
・
∽
０
０
こ
ｐ
【
０
０

，
い
０
ヽ
Ｏ

・
〔
〕”

，
・●
【
Ｃ
Ｑ
。い
０
く
ヽ

・　
』

・

中
心
い

。

（
”
彪
）

の
，

●
Ｐ

∽
ｏ
ｏ
ｕ
ぃ
ぃ
う
Ｑ
Ｆ
】
０
「
０

・
”
Ｃ
】
・Ｑ
て
。く
・
島

Ｏ
ｐ
∞

・
づ
・９
【
〇
・

介
＝
じ
　
の
”
∽
∽
・
∽
０
０
こ
の

０
い
ｏ

】
Φ
『
ω

・
”
Ｃ
〓
・０
いく
。く
・
魂

Ｏ
ω
ｏ

・
「
・叡
∞
∞

・
∽
０
０
・の

【“
”
【
∽
中
０
∞
Ｏ

・
”
Ｃ
〓

・０
いく
。
く

ヽ
魂

綽
ω
ω

・
●
・
〕
Ｎ
ｕ
・

含
■
）

０
，

φ
Ｐ

∽
ｏ

，

・
∞
い
０
メ

い
０
「
ω
Ｌ
響
”
メ
ｏ
Ｌ
Ｆ
∪
Ｈ
「

【
０
「
心

・
０
あ
い
心

“
口
ｏ
一
①
「
ト
ト
の
＞
”
∪
口
・

↑
１０
）

の
”
∽

，

い
ｏ

，

〕
Ｎ
∞

員
５
い
い
ｏ
ヽ
∞

¨
”
①
´
ｏ
〓
ｒ
∪
【
”

・
０
・∞
い
ヽ

・
●
０
一
Φ
「
■
＞
〇
＞
”
∪
日
・

（‐６
）
前
項

（
ｃ
）
で
の
説
明
お
よ
び
引
用
判
例
参
照
．

フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
八

一
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（“Ｈ
）
の
”
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∽
ｏ
ｏ
３
一
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，
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い
Ｏ
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【
・
”
‘
〓
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』
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Ｌ
ヽ
９
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Ｕ
・ω
『
〇
・
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Ｃ
〓
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【●
い
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Ｎ
・
”
“
〓
・
ｏ
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ω
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ω
い
¨
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Ｃ
ｔ
ω
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”
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】
〇
〇
ｕ
・
”
‘
目
■
く
。
魂

い
∞
心
・
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い
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０
０
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υ
中
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日
・
ｏ
「
お
い一こ
づ
ぃ
ぃ
ω
゛
魂
ω
ｏ
９

一
一　
当
事
者
自
治

そ
れ
で
は
、
労
働
契
約
当
事
者
が
、
２

）
で
検
討
し
た
国
際
裁
判
管
轄
規
則
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
裁
判
所
以
外
の
裁
判
所
を
管
轄
裁
判

所
と
し
て
指
定
し
た
場
合
、
当
該
管
轄
の
合
意
は
有
効
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
労
働
契
約
当
事
者
が
、
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
裁
判
所
以

外
の
私
人
で
あ
る
第
二
者
に
そ
の
紛
争
の
解
決
を
委
ね
る
こ
と
に
合
意
し
た
場
合
、
そ
の
仲
裁

（，３
■
”
器
）
に
関
す
る
条
項
は
有
効
で

あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
、
国
際
関
係
に
お
け
る
、
管
轄
裁
判
所
お
よ
び
紛
争
解
決
機
関
に
関
す
る
当
事
者
自
治
の
範
囲
の
問
題
、
換
言
す
れ
ば
、
国

際
裁
判
管
轄
規
則
の
強
行
性
の
有
無
は
、
国
際
裁
判
管
轄
に
お
い
て
、
当
事
者
自
治
の
尊
重
と
労
働
者
保
護
を
ど
の
よ
う
に
調
整
す
る
べ

き
か
に
関
わ
る
重
要
な
論
点
で
あ
る
。

以
下
、
本
項
に
お
い
て
は
、
当
事
者
に
よ
る
管
轄
裁
判
所
の
選
択
、
お
よ
び
、
裁
判
所
以
外
の
第
三
機
関
へ
の
仲
裁
委
任
の
有
効
性
に

つ
い
て
、
管
轄
指
定
条
項

（Ｑ
営
８
臓
〓
σ
ｃ
暑
①
Ｑ
ｏ
８
日
づ
い
け８
８
）
（１
）
、
お
よ
び
、
仲
裁
に
関
す
る
合
意

（２
）
、
の
順
に
検
討
す
る

こ
と
に
し
た
い
。



１
　
管
轄
指
定
条
項

（ｏ
一”
５
ｏ
”
洋
「ご
ユ
く
Φ
Ｑ
ｏ
８
ヨ
Ｏ
ｏ、一〇
３
３

管
轄
指
定
条
項

介
貯
〓
①
”
一〓
σ
ｃ
けマ
①
８

８
日
も
０け①●
８
）
と
は
、
紛
争
の
解
決
を
、
法
律
上
管
轄
権
の
な
い
裁
判
所
に
委
ね
る
契
約
上

の
条
項
で
あ
る
。
労
働
法
典
Ｌ

一
二

一
―
三
条
は
、
労
働
契
約
に
お
け
る
全
て
の
管
轄
指
定
条
項
は
無
効
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
同
じ
く
労
働
法
典
Ｒ
．
五

一
七
―

一
条
第
四
項
は
、
直
接
ま
た
は
間
接
に
同
条
の
定
め
る
国
際
裁
判
管
轄
に
抵
触
す
る
条
項
は
書
か
れ

て
い
な
い
も
の
と
す
る
と
定
め
て
お
り
、
国
内
労
働
契
約
に
つ
い
て
は
、
管
轄
合
意
は
無
効
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
当
事
者
の

合
意
に
よ
る
、
法
定
裁
判
管
轄
と
は
異
な
る
管
轄
裁
判
所
の
指
定
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
契
約
当
事
者
で
あ
る
使
用
者
と
労
働
者
の

力
関
係
が
不
均
衡
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
使
用
者
が
そ
の
都
合
の
よ
い
裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
し
て
指
定
し
、
労
働
者
が
不
便
な
地
の

裁
判
所
で
の
訴
訟
遂
行
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぎ
、
労
働
者
を
保
護
す
る
た
め
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
労
働
契
約
に
お
け
る
管
轄
合
意
無
効
の
原
則
は
、
国
際
労
働
契
約
に
も
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（Ａ
）

一
九
七
四
年
の
破
毀
院
混
合
部
判
決

国
際
労
働
契
約
に
お
け
る
管
轄
指
定
条
項
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
破
毀
院
社
会
部

（ｏ
，
，
日
σ
お
８
９
』
３

と
民
事
部

（ｏ
，
，
日
σ
澪

ε
ユ
３

と
の
間
で
見
解
が
対
立
し
て
い
た
。

（１
）
破
毀
院
社
会
部
に
お
け
る
判
断

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―

三
八
三



法
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研
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一
巻
二
豊
Ｔ
四
号

（
一
九
九
七
年
）

三
八
四

破
毀
院
社
会
部
は
、
労
働
者
を
保
護
し
、
労
働
者
が
遠
い
裁
判
所
地
へ
出
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
都
合
を

避
け
る
た
め
に
、
一
九
六
七
年
十
月

一
八
日
お
よ
び

一
九
日
の
判
決
に
お
い
て
、
国
際
労
働
契
約
に
お
け
る
管
轄
指
定
条
項
を
限
定
な
く
全

て
無
効
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
労
働
者
が
、
労
働
法
典
Ｒ
．五

一
七
―

一
条
に
基
づ
き
、
事
業
所
の
中
で
労
働
し
て
い
る
場
合
は
当
該
事
業

所
所
在
地
、
事
業
所
の
外
で
労
働
し
て
い
る
場
合
は
労
働
者
の
住
所
地
、
ま
た
は
、
選
択
権
の
行
使
に
よ
り
契
約
締
結
地
も
し
く
は
企
業

所
在
地
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
の
管
轄
権
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
で
、
唯

一
民
法
典
第

一
四
条
に
基
づ
き
、
そ
の
フ
ラ

ン
ス
国
籍
を
理
由
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
の
管
轄
を
主
張
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
外
国
の
裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
す
る
管
轄

指
定
条
項
は
、
無
効
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

破
毀
院
社
会
部
に
よ
れ
ば
、
一
般
的
に
は
フ
ラ
ン
ス
人
は
民
法
第

一
四
条
に
よ
る
裁
判
管
轄
特
権
を
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
労
働

契
約
に
お
い
て
は
で
き
な
い
と
し
、
結
局
、
全
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
労
働
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
労
働
裁
判
所
に
提
訴
す
る
権
利
を
も
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

（２
）
破
毀
院
民
事
部
に
お
け
る
判
断

こ
れ
に
対
し
て
、
破
毀
院
民
事
部
は
、
全
く
異
な
っ
た
態
度
を
と
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
唯

一
民
法
典
第

一
四
条
に
基
づ
き
、
そ
の

フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
理
由
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
の
管
轄
権
を
主
張
で
き
る
事
案
に
つ
き
、
一
九
六
八
年

一
月
九
日
の
判
決
で
、
外
国
裁

判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
す
る
管
轄
指
定
条
項
の
効
力
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
根
拠
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
土
地
管
轄

規
則
に
基
づ
く
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
の
管
轄
が
主
張
で
き
な
い
場
合
、
民
法
典
第

一
四
条
に
基
づ
く
裁
判
管
轄
特
権
は
放
棄
し
う
る
、
と
い



う
考
え
で
は
な
く
、
労
働
契
約
に
お
け
る
管
轄
指
定
条
項
の
禁
止
は
、
国
際
的
性
格
を
有
す
る
労
働
契
約
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
の
考
え

に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
国
際
労
働
契
約
に
お
け
る
管
轄
指
定
条
項
は
、
全
て
有
効
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
同
条
項
を
全
て
無
効
と
す
る
社
会
部
の
見
解
と
真
向
か
ら
対
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（３
）
破
毀
院
混
合
部
判
決
に
よ
る
判
例
理
論
の
統

一

こ
の
点
に
つ
い
て
、
破
毀
院
は
、
一
九
七
四
年
六
月
二
八
日
の
混
合
部

６
一
”ヨ
σ
お
ヨ
ズ
一①（、
ギ
決
に
お
い
て
、
社
会
部
と
民
事
部
の
対

立
を
調
整
す
る
方
向
で
判
例
理
論
の
統

一
を
行
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
同
判
決
は
、
管
轄
指
定
条
項
は
、
第

一
に
、
民
法
典
第

一
四
条
お
よ
び
第

一
五
条
に
基
づ
く
裁
判
管
轄
特
権
を
放
棄
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
第
二
に
、
労
働
法
典
Ｒ
．
五
七

一
―

一
条
の
諸
規
定
は
、
国
際
関
係
に
お
い
て
も
強
行
的
規
定
で
あ
り
、
当
該
規
定

に
基
づ
く
裁
判
管
轄
に
抵
触
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
が
民
法
典
第

一
四
条
お
よ
び
第

一
五

条
に
よ
り
、
契
約
当
事
者
の
フ
ラ
ン
ス
国
籍
の
み
に
基
づ
い
て
、
管
轄
を
有
す
る
と
き
は
、
両
当
事
者
は
そ
の
約
定
に
よ
り
、
外
国
の
裁

判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
の
管
轄
が
、
労
働
法
典
Ｒ
．五
七

一
―

一
条
の
諸
規
定

に
よ
り
、
労
働
者
の
労
務
提
供
事
業
所
地
（も
し
く
は
労
働
者
の
住
所
地
）、
ま
た
は
、
労
働
契
約
締
結
地
も
し
く
は
企
業
所
在
地
が
フ
ラ

ン
ス
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
導
か
れ
る
と
き
は
、
外
国
裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
す
る
管
轄
指
定
条
項
は
、
無
効
と
さ
れ
る
こ
と
と

し
、
管
轄
指
定
条
項
の
有
効
性
を
裁
判
管
轄
の
法
源

（民
法
典
に
お
け
る
裁
判
管
轄
特
権
規
定
か
労
働
法
典
の
土
地
管
轄
規
定
か
）
に
よ

り
区
別
し
て
判
断
し
た
の
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―

三
八
五
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（Ｂ
）
新
た
な
判
例
理
論
の
展
開

三
八
六

し
か
し
な
が
ら
、
国
際
労
働
契
約
に
お
け
る
管
轄
指
定
条
項
の
有
効
性
に
関
す
る
破
毀
院
混
合
部
の
判
断
基
準
は
、
そ
の
後
そ
の
全
て

が
維
持
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
第

一
に
、
民
法
典
第

一
四
条
お
よ
び
第

一
五
条
に
基
づ
く
裁
判
管
轄
特
権
を
放
棄
さ
せ
る
管
轄
指
定
条

項
に
つ
い
て
は
、
そ
の
有
効
性
が
確
定
的
に
維
持
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
二
に
、
労
働
法
典
Ｒ
．
五
七

一
―

一
条
の
諸
規
定
に

抵
触
す
る
管
轄
指
定
条
項
の
無
効
性
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
を
フ
ラ
ン
ス
と
当
該
契
約
間
の
連
結
的
要
素
の
強
弱
に
よ
り
再
区
分
す
る

こ
と
に
よ
り
、
判
断
基
準
の
再
修
正
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

（１
）
民
法
典
第

一
四
条
お
よ
び
第

一
五
条
に
基
づ
く
裁
判
管
轄
特
権
の
放
棄

合
意
管
轄
条
項
に
よ
る
民
法
典
第

一
四
条
お
よ
び
第

一
五
条
に
基
づ
く
裁
判
管
轄
特
権
の
放
棄
に
つ
い
て
は
、
そ
の
有
効
性
が
確
定
的

に
維
持
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
労
働
者
の
真
の
同
意
を
保
障
す
る
た
め
、
破
毀
院
社
会
部
は
、
そ
の
裁
判
管
轄
特
権
の
放
棄
は
、
そ
の
放
棄
の
意
思

が
疑
い
の
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
厳
格
に
解
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
裁
判
管
轄
特
権
の
放
棄
は
、
単
に
定
型
的
書
式
の
中
に
管
轄
指
定
条
項
が
存
在
す
る
場
合
や
、
予
め
印
刷
さ
れ
た
条
項

の
機
が
ら
、
そ
の
放
棄
の
意
思
を
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
契
約
準
拠
法
を
外
国
法
と
す
る
と
い
う
当
事
者
選
択
か
ら
の

み
、
民
法
典
第

一
四
条
の
放
棄
の
意
思
を
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。



（２
）
労
働
法
典
Ｒ
．五
七

一
―

一
条
に
基
づ
く
裁
判
管
轄

へ
の
抵
触

他
方
、
労
働
法
典
Ｒ
．
五
七

一
―

一
条
に
基
づ
く
裁
判
管
轄
に
抵
触
す
る
管
轄
指
定
条
項
の
無
効
性
に
つ
い
て
は
、
破
毀
院
民
事
部
お
よ

び
社
会
部
と
も
に
そ
の
従
う
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

（
ａ
）
民
事
部
の
判
断

破
毀
院
第

一
民
事
部
は
、
一
九
八
七
年
六
月

一
六
日
お
よ
び

一
九
八
八
年
二
月
八
日
の
判
決
に
お
い
て
、　
フ
ラ
ン
ス
に
住
所
を
有
し
、
事

業
所
の
外
で
労
務
を
提
供
す
る
フ
ラ
ン
ス
人
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
外
国
航
空
会
社
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
労
働
契
約
に
お
け
る
、
当
該
外
国
の

裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
す
る
条
項
に
つ
き
、
労
務
の
提
供
が
フ
ラ
ン
ス
の
外
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
理
由
に
、
当
該
管
轄
指
定
条
項

を
有
効
と
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
第

一
民
事
部
の
立
場
は
、
労
働
法
典
Ｒ
．
五

一
七
―

一
条
に
よ
リ
フ
ラ
ン
ス
が
裁
判
管
轄
を
有
す
る
場
合
を
、
①
同
条
第

一
項
に
基
づ
く
場
合
、
す
な
わ
ち
、
労
務
を
提
供
す
る
事
業
所
が
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
場
合
と
、
②
同
条
第
二
項
お
よ
び
第
二
項
に
基
づ
く

場
合
、
す
な
わ
ち
、
事
業
所
の
外
で
労
務
が
提
供
さ
れ
、
労
働
者
の
住
所
地
が
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は
、
契
約
締
結
地
も
し
く

は
企
業
所
在
地
が
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
場
合
、
に
区
別
し
、
前
者
の
場
合
は
、
管
轄
指
定
条
項
に
よ
り
外
国
の
裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
後
者
の
場
合
は
、
管
轄
指
定
条
項
に
よ
り
外
国
の
裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
し
う
る
、
と
判
断
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
契
約
当
事
者
は
、
労
務
給
付
地
が
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
場
合
は
、
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
の
管
轄
を
排
除
で
き
な
い
が
、

そ
れ
以
外
の
場
合
は
、
当
事
者
自
治
に
よ
り
、
外
国
の
裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
し
て
選
択
し
う
る
、
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

フ
ラ
ン
ス
。
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
八
七
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三
八
八

（ｂ
）
社
会
部
の
判
断

他
方
、
破
毀
院
社
会
部
の
判
断
は
揺
れ
動
い
て
い
る
。
ま
ず
最
初
に
、
一
九
八
五
年
七
月
八
日
の
判
決
に
お
い
て
、
社
会
部
は
、
フ
ラ
ン

ス
人
労
働
者
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
企
業
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
労
務
を
履
行
す
る
契
約
に
お
け
る
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
裁
判
所
を
管

轄
裁
判
所
と
す
る
条
項
に
つ
い
て
、
当
該
労
働
契
約
は
、
国
際
的
性
格
を
有
す
る
契
約
で
あ
り
、
当
事
者
は
、
労
働
法
典
Ｒ
．
五

一
七
―

一

条
に
抵
触
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
理
由
で
、
そ
の
有
効
性
を
認
め
た
。
こ
の
判
断
は
、
一
九
七
四
年
六
月
二
八
日
の
混
合
部
判
決
以

前
の
破
毀
院
民
事
部
の
立
場
に
回
帰
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
次
に
、
一
九
八
七
年
五
月
七
日
の
判
決
お
よ
び

一
九
八
七
年
七
月
六
日
の
判
決
に
お
い
て
、
社
会
部
は
、
労
働
法
典
Ｒ
．五

一
七

―

一
条
の
規
定
は
国
際
関
係
に
お
い
て
も
強
行
的
で
あ
る
と
し
、
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
の
管
轄
が
同
条
に
基
づ
き
導
か
れ
る
と
き
は
、
外
国

裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
す
る
管
轄
指
定
条
項
は
無
効
と
す
る
と
い
う
、
一
九
七
四
年
六
月
二
八
日
の
混
合
部
判
決
の
立
場
を
踏
襲
し
た
と

考
え
ら
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
一
九
九

一
年

一
月
二
〇
日
の
判
決
に
お
い
て
、
社
会
部
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
労
働
者
と
外
国
企
業
と
の
間
で
締

結
さ
れ
た
外
国
で
労
務
を
提
供
す
る
労
働
契
約
に
お
け
る
、
当
該
外
国
の
裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
す
る
条
項
に
つ
い
て
、
当
該
労
務
提

供
地
が
外
国
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
当
該
管
轄
指
定
条
項
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
、
労
務
提
供
事

業
所
所
在
地
が
外
国
で
あ
る
と
き
は
、
契
約
締
結
地
ま
た
は
企
業
所
在
地
が
フ
ラ
ン
ス
に
あ
り
、
労
働
法
典
Ｒ
．五

一
七
―

一
条
の
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
く
労
働
者
の
選
択
に
よ
リ
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
の
管
轄
が
導
か
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
外
国
裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
す

る
条
項
は
、
有
効
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
契
約
当
事
者
は
、
少
な
く
と
も
労
務
給
付
地
が
外
国
で
あ
る
場



合
は
、
当
事
者
自
治
に
よ
り
、
外
国
の
裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
し
て
選
択
し
う
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（１
）
国
際
労
働
契
約
に
お
け
る
管
轄
合
意
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
特
に
、
「
〓
＞
く
口
Ｐ
ｒ
８
ｏ一”５
８
お
【”一いお
∽
〓
”
８
ョ
Ｘ
一０●
８
ョ
けｃョ
臓
”（）５
Ｌ
ヨ
∽Ｐ
お

０
日
あ
】①
∽
ｏ
ｏ
５
■

，
お
Ｏ
①
け

，
く
”
いＦ
いい
蜜
志
】”
“
嗅
あ
∪
・〓
Ｏ
ｒ
ｒ
口
＞
Ｃ
Ｘ
・
”
”
口．́

ｒ
いｒｏ
ｏ
中
Φ
Φ
ｐ
Ｏ
い
の
ω
ふ
」
①
”
口
，の
」①
ｍ
ｏ
け
①
〓
一＞
〓
】Ｚ
Ｏ
＞
・
く
”
Ｆ
Ｃ
一一い
０
．Ｃ
】】①
２
”
Ｃ
“①

，
一言
静
ｃ
一で
ｏ

０
０

０
０
【部
り
０
一
０
●
０
０

いう
∽
い
【
い
①

Ｑ
”
い
∽
Ｃ
●

ｏ
Ｏ
●
¨
【

，
一
Ｏ
①

一
】
”
く
”
二

い
う
一
①
【
“

，
二
〇
●

，
Ｆ

「
①
Ｌ
一
①
∽
”
豫
】
０
す
ｏ
∽

【
Φ
Φ
ω

・
魂

い
ヽ

・
●
』

い

０
一
ｒ

久
話
思

。

（２
）
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
民
事
お
よ
び
刑
事
裁
判
所
の
最
高
位
に
位
置
す
る
、
上
告
審

。
法
律
審
裁
判
所
で
あ
る
破
毀
院
は
、
現
在
、
第

一
、
第
二
、
第
二
民

事
部
、
商
事
部
、
社
会
部
、
お
よ
び
、
刑
事
部
の
六
つ
の
部
を
有
し
て
い
る
。
労
働
事
件
を
取
り
扱
う
の
は
原
則
と
し
て
社
会
部
で
あ
る
が
、
他
方
、
国
際
私
法

は
第

一
民
事
部
の
管
轄
で
あ
り
、
事
案
に
よ
り
い
ず
れ
か
の
部
に
お
い
て
審
理
さ
れ
る
た
め
両
方
の
部
の
判
断
が
併
存
し
て
い
る
。

↑
６
）
の
”
∽

，
∽
ｏ
９
・
】
∞
①
一
い
０
０
０

，
い
０
の
く
い
ω
”
目
φ
８
・
」
の
「
い
０
の
ヾ
０
２
・０
』
【
］
ｏ
ｐ
Φ
ω
・
ｏ
σ

，
〇
・Ｆ
く
Ｏ
Ｚ
‐の
＞
口
Ｚ
¨
”
①
メ
ｏ
■

，
∪
【「
い
り
の
∞
・
づ
・心
〇
〇
・
●
〇
一０
〓
・〇
＞
Ｃ
∪
口
〓
”
↓
‐

↓
＞
ｒ
ｒ
Ｏ
Ｚ
。
」
∪
【
〕
Φ
の
Ｐ

ｕ
“
卜
Ｐ

５
ｏ
一①
〓
ぁ
】〓
Ｏ
Ｚ
‐∪
口
「
Ｈ弓
”
口
・

（
４
）
の
”
∽，
ｏ
ぞ
こ
Φ
』”
づ
´
【
ｏ
ｏ
∞
・
』
〇
「
い
〇
〇
∞
・
Ｏ
Ｑ
の
』
デ
い
い
一
ｕ
ｒ
ｏ
σ

，
〇
・Ｆ
く
Ｏ
Ｚ
‐の
＞
口
Ｚ
。
「
∪
Ｈ
【
ｏ
ｏ
∞
・
づ
・Ｎ
【
メ

コ
〇
一①
マ
【・∽
〓
二
〇
Ｚ
‐∪
口
「
【日
”
口
・

（５
）
の
お

，
ｏ，
日
ズ
お
ぃ
∞
官
言

８
Ｎ
♪
〕
の
「
お
Ｎ
♪
Ｆ

葛
∞
曽
・
５
ｏ
８
０
ｒ
く
Ｏ
Ｚ
あ
＞
口
７

な
お
、
破
毀
院
混
合
部

６
Ｆ
”
ヨ
ゴ
Φ
Ｂ
いｘ
一９

は
、
破
毀
院
の
六
つ
の

部
の
う
ち
少
な
く
と
も
二
つ
の
部
に
属
す
る
裁
判
官
か
ら
な
る
構
成
体
で
、
本
件
の
場
合
の
よ
う
に
、
同

一
内
容
の
事
柄
に
つ
い
て
部
に
よ
り
異
な
る
判
断
が
な

さ
れ
、
あ
る
い
は
な
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
判
断
を
委
託
さ
れ
る
こ
と
を
そ
の
役
割
の

一
つ
と
す
る
。

（６
）
の
”
８
・
∽ｏ
ｏ
・・
Ｎ
Ｎ
散
１
・い
り
Ｏ
Ｆ
″
３

い
Ｏ
ｏ
Ｆ
Ｔ
ｏ
ｐ
ｐ

↑
′
）

〇
”
∽

，

∽
ｏ
９
。
Ю
ω
■
５
い
い
ｏ
Ｎ
∞

¨
い
の
『
０
∽
Ｕ
〓
．”
Φ
メ

ｏ
Ｌ
Ｆ

∪
【
「

【
Φ
Ｎ
ヽ
・
り
，ω
ｕ
卜
¨
５
ｏ
①̈
「
・ｒ
口
〇
＞
”
∪
口
・

（ｏｏ
）
０

，∽，
∽ｏＯ
〓
Ｎ
Ｏ
』”５
く
■
〇
∞ω
〕”
Ｃ
〓
・Ｑ
て
。く
跳̈
Ｎ
の
。

（
（Ｖ
）

〇
”
∽

，

∽
ｏ
９
ψ
ぃ
０
づ
ｏ
メ
【
Ｏ
Ｎ
∞

・
”
Ｃ
】【お
いく
。く
¨
島

∞
〇
心

”
綽
〇
』
●
いｏ

中
Ｏ
Ｎ
Ｏ

・
”
Ｃ
中【ら
いく
。く
・
島

０
い
Ｆ

」
∪
Ｆ

中
ｏ
ヽ
ｏ

・
υ
・∞
ａ
ｐ

・
●
ｏ
一①
＞
・ｒ
く
Ｏ
Ｚ
‐の
＞
口
Ｚ

，
Ｎ
ヾ
”
ど
メ
中
ｏ
Ｏ
Ｆ

［こ
∽
］
Ｏ
Φ
Ｆ

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
八
九
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一一一一九
〇

「
・Ｏ
ｐ
●
・

含
ｌＵ
）

の
数
あ
・
い
ｏ
「
ｏ
ぞ

‘

い
の
』
‘
一
コ

一
０
∞
ヾ

・
卜
一↓
卜
ヽ
こ
０
ド
♪

”
Ｃ
■
』

魂

α
い
０

・
”
①
メ
ｏ
〓

，
∪
】
「

い
０
∞
∞

。
「
・Ｎ
∞

・
い
ｏ
一
〇

〓

・の
＞
Ｃ
∪
”
〓

口
↓
‐↓
＞
ｒ
ｒ
Ｏ
Ｚ

・
『
∪
Ｈ
【
Φ
∞
∞
一
も
』

ｏ
ヽ
Ｆ

う
ｏ
一
〇

＞
・ｒ
く
〇
フ
ア
０
＞
日
Ｚ

・
∞

■
５
濠
“』
０
∞
∞

・
卜
』
↓
Ｎ
や
一
↓
♪

”
」
一一
』

島

Ｏ
ｐ

』
∪
】
い
０
∞
∞
」
「
』
〇
心
Ｆ

り
ｏ
一
０
＞
・Ｆ
く
Ｏ
Ｚ
・
０
＞
口
Ｚ

・
」
Ｃ
〓
∽
づ
・∽
ｏ
ｏ
。Ｃ

〓
昌
蜜
【
魂

∞
０
，
い
い
∞

・
づ
・ω
ゆ
Φ

Φ
一

，

（
”Ｈ
）

０
，

∽
ｐ

一
ｏ

，

゛
∞
』。Ｃ
【目
。
い
Φ
∞
０

・
卜
燿
‘
い
卜
一いや
ヽ
諄

・
”
」
Ｆ

ｏ
イ

・く
・
Ｌ

●
０
９
Ｌ
で
ｗ
ド
ｏ
二

，

∪
】
「

【
Φ
∞
０

・
鬱
』

【
ω

・
●
ｏ
一０

〓

・０
＞
Ｃ
∪
口
〓

口
日
‥
↓
＞
ｒ
ｒ
Ｏ
Ｚ

・

含
μ
）

Ｏ
ｐ
り

，

ｏ
ｏ

，

・
Ｎ

晏
】ュ

【
ｏ
∞
メ

”
Ｃ
一
６
マ

・く

島

ｐ
∞
メ

「
ぎ
く
´
２
●

∪
【
「

一
Φ
∞
Ｐ

ｕ
ヽ

Ｐ

う
ｏ
一
ｏ

〓

・〇
＞
∪
口
蜜
一口
↓
，
日
＞
ｒ
ｒ
Ｏ
Ｚ

”
∪

■
０
∞
∞

・
∽
ｏ
日

日
〓
甲

”
中
心

。
Ｏ
げ

，

＞
・ｒ
く
Ｏ
Ｚ
‥

０
＞
日
Ｚ

・
０

，
Ｌ
Ｆ

い
０
∞
ヾ

・
”
〓
】

・
ε
メ

く
。
跳

Ｑ
【
０

・
∪
。
い
０
∞
∞

・
∽
９
Ｂ
員
”・●
・ω
一
０

・
ｏ
σ

，

＞
・ｒ
く
Ｏ
Ｚ
‥
〇
＞
口
Ｚ

・

（‐３
）
０
器
の
お
８
・・
ω
ｏ
旨
●
く
。８
８
・≧
ヽ
Ｎ
ミ
ミ
・
〕
』
し
く
。メ
ヽ
含
・
Ξ
ｏ
８
８
・
も
・０
●
９
な
お
、
同
判
決
に
つ
い
て
は
、
常
営
一‐の
【ｏ
電
いお

〓
＞
〓
【Ｚ
の
ン

く
蟄
含
凛

０
ご
う
０
２
”
●
∽
Φ
”
〓
Ｌ
σ
‘
餞
く
ｏ
Ｏ
①
ｏ
９
日
短
Ｐ
Ｏ
い
ｏ
ｏ
い●
氣
ビ
０
０
０
２
Ｐ
∽
嘔
う
０
０
口
質

，
一
Ｏ
①
賃
゛
≦
邑
〓
う
一２
３

，
一い０
日
２

・
り
ｏ
餞
一①
∽
注
藤
Ｑ
ｐ
ｏ
∽
い
０
０
ω

・
跳

摯
卜

。
「
二
ｐ
ｏ
・一

，
”
』
ｏ
”
●
∪
口
”
”
口
Ｎ
・

留

〕邑

ｏ
５
甘
忌

目

，
Ｌ
ｏ
●
』
ｏ
計

霞
営

艶

８

８

目
「
９
８

８

讐
己
ら
い０
一いｏ
●
●
＆

①
計

房

げ
∽
浄

ヨ

いｏ
あ

寂

お

中３

零

ヨ
８

一∽
８

Ｆ

官

諄

「

ｃ
●
ｏ
●
ｏ
♪

侶

こ

Ｆ

Ｔ
ｏ
減

ｏ
Ｌ

【
ω

Ｏ
一
∽
・

２
　
仲
裁

（Ｆ

σヽ
一一３
ｏ
こ

国
際
労
働
契
約
に
関
す
る
紛
争
の
仲
裁
へ
の
委
任
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
当
該
労
働
契
約
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
仲
裁
条
項

（Ｑ
ｐａ
Φ

８
日
■
ｏ日
け
８
黙
じ

に
基
づ
く
委
任
の
場
合

（Ａ
）
、
お
よ
び
、
労
働
契
約
終
了
後
の
仲
裁
契
約

（８
日
「
８
己
し

に
基
づ
く
場
合

（Ｂ
）

の
二
つ
に
区
別
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。

（Ａ
）
仲
裁
条
項

（ｏ
一目
∽０
８
ヨ
０
３
ュ
８
ｏ
・一・３
）



仲
裁
条
項
↑
】〓
８
８
日
「
ｏ日
い０∽０暉
じ
、
す
な
わ
ち
、
契
約
当
事
者
が
将
来
発
生
し
う
る
紛
争
の
解
決
を
仲
裁
に
委
ね
る
こ
と
を
約
す

る
契
約
上
の
条
項
に
つ
い
て
、
民
法
典
第
二
〇
六

一
条
は
、
仲
裁
条
項
は
、
法
律
に
異
な
る
定
め
の
な
い
限
り
無
効
で
あ
る
と
定
め
て
い

る
。
そ
し
て
、
労
働
法
典
Ｌ
．
五

一
一
―

一
条
第
六
項
は
、
同
条
規
定
の
労
働
契
約
に
関
わ
る
紛
争
に
つ
き
、
労
働
裁
判
所
が
唯

一
の
管
轄

機
関
で
あ
り
、
こ
れ
に
抵
触
す
る
全
て
の
条
項
は
、
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
す
、
と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
労
働
法
典
Ｒ
．五

一
七

―

一
条
第
四
項
は
、
労
働
裁
判
所
の
土
地
管
轄
を
定
め
た
同
条
第

一
項
か
ら
第
三
項
の
規
定
に
直
接
間
接
に
抵
触
す
る
規
定
は
書
か
れ
て

い
な
い
も
の
と
み
な
す
、
と
規
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
内
労
働
契
約
に
つ
い
て
は
、
労
働
裁
判
所
以
外
の
も
の
に
紛
争
解
決
を

委
ね
る
仲
裁
条
項
は
無
効
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
仲
裁
条
項
が
無
効
と
さ
れ
る
の
は
、
契
約
当
事
者
で
あ
る
使
用
者
と
労
働
者
の
力
関
係
が
不
均
衡
で
あ
る
か
ら
で
、
使

用
者
が
、
自
分
に
都
合
の
良
い
第
二
者
を
仲
裁
機
関
と
し
て
指
定
し
、
労
働
者
が
裁
判
に
よ
り
救
済
さ
れ
る
権
利
を
奪
わ
れ
る
こ
と
を
防

ぐ
た
め
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
国
際
労
働
契
約
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
破
毀
院
社
会
部
は
、
一
九
八
五
年
二
月

一
二
日
の
判
決
に
お
い
て
い
法
廷
地
国
法
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
な

く
、
当
該
国
際
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
る
法
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
法
に
基
づ
き
、
民
法
典
第
二
〇
六

一
条
を
援
用
し
て
当
該
事
案
に
お
け

る
仲
裁
条
項
を
無
効
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
イ
タ
リ
ア
企
業
と
フ
ラ
ン
ス
に
住
所
を
有
し
フ
ラ
ン
ス
で
労
務
提
供
を
行
っ
て
い
る
フ
ラ
ン

ス
人
労
働
者
と
の
間
の
労
働
契
約
に
お
け
る
仲
裁
条
項
に
つ
い
て
、
当
該
労
働
契
約
の
適
用
法
を
フ
ラ
ン
ス
法
と
し
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典

第
二
〇
六

一
条
を
当
該
契
約
に
適
用
し
て
そ
の
和
解
条
項
を
無
効
と
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
判
決
を
契
機
と
し
て
、
仲
裁
条
項
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
見
解
が
だ
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
第

一
に
、

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一一九

一
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仲
裁
条
項
の
有
効
性
を
、
法
廷
地
国
法
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
契
約
適
用
法
に
よ
っ
て
判
断
し
た
点
に
つ
い
て
、
当
該
有
効
性
の
判
断
を

不
安
定
な
も
の
に
す
る
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
法
廷
地
国
法
に
よ
り
判
断
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
常
に
フ
ラ
ン
ス
法
が
適
用
さ
れ
る

の
に
対
し
、
契
約
適
用
法
に
よ
り
判
断
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
外
国
法
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
仲
裁
条
項
を
有
効
と
す
る
国
の

法
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
仲
裁
条
項
が
有
効
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
仲
裁
条
項
の
無
効
性
は
、
フ
ラ
ン

ス
法
の
適
用
を
受
け
る
契
約
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
が
強
行
的
に
国
際
裁
判
管
轄
を
有
す
る
全
て
の
労
働
契
約
に
適
用

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
も
、
仲
裁
条
項
の
有
効
性
を
法
廷
地
国
法
に
よ
り
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
別
の
観
点
か
ら
、
一
定
の
管
轄
指
定
条
項
を
有
効
と
す
る
破
毀
院
の
立
場
と
の
整
合
性
を
は
か
る
た
め
、
仲
裁
条
項
の
無
効
性

は

一
定
の
契
約
、
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
で
履
行
さ
れ
る
契
約
に
限
定
さ
れ
る
と
の
考
え
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、　
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
仲
裁
条
項
の
特
別
な
危
険
性
、
す
な
わ
ち
、
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
失
わ
せ
る
と
い
う
点
か
ら
、
国
際
労
働
契
約
に
お
け
る
仲
裁
条

項

一
般
を
無
効
と
す
る
見
解
も
出
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
第
二
に
、
仲
裁
条
項
の
禁
止
は
、
契
約
当
事
者
、
す
な
わ
ち
、
使
用
者
と
労
働
者
の
力
関
係
の
不
均
衡
か
ら
、
使
用
者
が
都
合

の
良
い
第
二
者
を
仲
裁
機
関
と
し
て
指
定
し
、
労
働
者
か
ら
裁
判
に
よ
る
救
済
を
受
け
る
権
利
を
失
わ
せ
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
が
、
国
際
労
働
関
係
に
お
い
て
常
に
両
当
事
者
の
均
衡
が
欠
け
て
い
る
と
い
え
る
か
ど
う
か
、
た
と
え
ば
、
上
級
カ
ー
ド
ル
に

つ
い
て
は
、
当
該
労
働
者
に
と
っ
て
も
、
仲
裁
条
項
は
有
益
な
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。

（Ｂ
）
仲
裁
契
約

（８
ヨ
０
３
・ュ
じ

前
述
の
よ
う
に
、
判
例
は
、
前
も
っ
て
労
働
契
約
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
仲
裁
条
項
を
無
効
と
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
労
働
契
約
終
了



後
の
仲
裁
契
約

♂
ｏ日
「
ｏ
日
いし
、
す
な
わ
ち
、
契
約
当
事
者
で
あ
っ
た
者
が
、
自
己
の
自
由
に
処
分
で
き
る
権
利
に
関
す
る
紛
争
を
仲
裁

に
委
ね
る
合
意
の
有
効
性
は
、
ど
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
国
内
労
働
契
約
に
関
す
る
紛
争
に
関
し
て

一
度
だ
け
判
断
さ
れ
、
当
該
仲
裁
契
約
は
、
有
効
と
さ
れ
た
。
そ
の

理
由
は
、
労
働
契
約
終
了
後
は
、
契
約
存
続
中
と
異
な
り
、
両
当
事
者
は
、
自
由
に
仲
裁
契
約
を
締
結
し
う
る
状
態
と
な
る
、
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
事
案
に
お
い
て
は
、
当
事
者
は
取
締
役
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
労
働
契
約
終
了
後
の
仲
裁
契
約

を
有
効
と
し
た

一
九
七
九
年

一
月

一
八
日
の
法
律
に
基
づ
く
労
働
法
典
Ｌ
五

一
一
―

一
条
の
条
文
が

一
九
八
二
年

一
月
六
日
の
法
律
に
よ

り
削
除
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
該
判
決
の
射
程
距
離
は
明
ら
か
で
な
い
。

も
し
、
国
内
労
働
契
約
に
お
い
て
、
労
働
契
約
終
了
後
の
仲
裁
契
約
が
有
効
と
判
断
さ
れ
る
な
ら
ば
、
国
際
労
働
契
約
終
了
後
の
そ
れ

も
、
当
然
有
効
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

（１
）
労
働
事
件
に
お
け
る
仲
裁
に
つ
い
て
は
、
〓
・〓
〇
日
Ｃ
ｒ
”
Ｆ
”
日
計
∽
２
●
ｏ一８
〓
【
ご
亭
〓
８
『
・∪
”〕〕Ｒ
８
∞♪
Ｔ
〓
ω・こ
』
〇
”
口
”
メ
の
ｏ●
Ｐ
一■
●
針
ユ
Ｏｃ
ｏお

ａ
ｇ
一［”く
”
』
①
一
”
【σ
い一】”
ｍｏ
”
鬱
昼０∽
一０
】Ｏ
い
一
Ｃ
Ｏ
ヨ
”
い
い０
∞
Ｎ
）
”
ｏヽく
・”
」σ
・い０
∞
Ｎ
・
０
・中
０
０
・

（２
）
の

，
め，
ｏｏ

，
・
いい
ま
´
い
０
∞
ｐ
∽
８
０
①
【”
ヨ
お

，
①
”

，
ｍ”
●
ｏ
Ｑ
の
Ｆ
”
⊆
Ｑ
¨
”
嘔
Ｆ
２
く
・く
¨
島
０
メ
∪
あ
』
Ｏ
∞
ｐ
】コ
い
】”
フ
ト
０
メ
ｏ
σ

，
＞
・ｒ
く
Ｏ
Ｚ
‐の
＞
口
Ｚ
・
な
鷲
や
、　
こ
拓
樹
払

前
の
同
旨
の
判
決
と
し
て
、
の
お
∽・８
Ｐ

ｏ
Ｏ
ぉ
・８
ｏ
ｐ
〓
ｏ
８
ざ
く
ミ
∽
①日
のＬ
Ｓ
≧
ゎ
ｂ
。２
Ъ
Ｏ
い
Ｌ
Ｆ
３
ｏ
ｐ
ｐ
多
ｐ
〓
あ
【〓
ｏ
ｚ
‐∪
ロ
コ
日
”
口
¨
の
易

，
８
ｏ
・）
ぃ
ぃ

】日
巴
【
ｏ
Ｎ
メ
∽
一①
∽
一ｏ
Ｌ
け
面
『
ｏ
Ｃ
●
０
く
ｑ
蜜
ご
●
♂
【Ｆ
”
①メ
ｏＬ
Ｆ
∪
【「
い
０
「
∞
¨
「
・Ｎ
Ｏ
Ｆ
口
〇
一ｏ
＞
・Ｆ
く
Ｏ
Ｚ
‐の
＞
口
Ｚ
・

（３
）
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
一
九
八
〇
年
六
月

一
九
日
の
契
約
債
権
の
適
用
法
に
関
す
る
ロ
ー
マ
条
約
が

一
九
九

一
年
に
発
効
す
る
以
前
は
、
国
際
労
働
契
約

に
適
用
さ
れ
る
法
は
、
原
則
と
し
て
労
務
給
付
地
法
で
あ
り
、
労
働
者
に
と
っ
て
よ
り
有
利
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
当
事
者
選
択
法
が
当
該
労
働
契
約
に
適
用

さ
れ
る
、
と
の
国
際
労
働
契
約
適
用
法
決
定
規
則
が
確
立
し
て
い
た
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿

「
フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る

フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一一九

三
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国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
」

一
五
八
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
４

）

た

と

え

ば

、

ｏ
い

く
Ｏ
Ｚ
‐
の
＞
口
Ｚ

・
ｏ
甲

ｏ
Ｆ

・
魂

【
ｏ

，

（
５

）

「
”
暉
〒
〓
ｏ
コ
〓

＞
Ｚ
日
Ｏ
Ｚ
〓

＞
弓
可
口
Ｆ

ｏ
Ｔ

ｏ
いい

ｔ
跳

Ｎ
９

（
６

）

り
，

嘔
一‐
〓
０
●
■

＞
Ｚ
日
Ｏ
Ｚ
〓

＞
弓
『
口
Ｆ

ｏ
Ｔ

ｏ
い
Ｆ

跳

ｐ
ｐ

二
九
四

（ウｒ
）
の
”
∽，
∽ｏ
９
¨
ｕ
●
ｏく
・
い
①
∞
卜
・」
の
「
い０
∞
い
ｏ
い
０
・
０
・
目
“
ｐ
Ｏ
ｕ
Ｎ
ｏ
・

（８
）
の
・ｒ
く
Ｏ
Ｚ
‐〇
＞
国
Ｚ
・
ｏ
Ｏ
お
言
こ
跳
い０
デ

〓
一　
小
括

以
上
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
国
際
労
働
契
約
事
件
に
つ
い
て
は
、
第

一
に
、
労
働
裁
判
所
の
土
地
管
轄
、
合
意
管
轄
、

お
よ
び
、
仲
裁
条
項
に
関
す
る
労
働
法
典
の
諸
規
定
、
な
ら
び
に
、
民
事
訴
訟
の
裁
判
管
轄
の

一
般
規
則
を
定
め
る
新
民
事
訴
訟
法
典
の

諸
規
定
、
第
二
に
、
フ
ラ
ン
ス
国
籍
者
の
裁
判
管
轄
特
権
を
定
め
た
民
法
典
第

一
四
条
お
よ
び
第

一
五
条
の
諸
規
定
を
法
源
と
し
て
、
判

例
に
よ
り
、
以
下
の
よ
う
な
国
際
裁
判
管
轄
規
則
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
契
約
当
時
者
間
に
管
轄
合
意
の
存
在
し
な
い
場
合
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
が
管
轄
を
有
す
る
か
否
か
は
、
第

一
に
、

労
働
法
典
の
規
定
す
る
労
働
裁
判
所
の
土
地
管
轄
規
定
に
基
づ
き
、
新
民
事
訴
訟
法
典
の
規
定
を
補
充
し
て
決
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

①
労
務
給
付
が
事
業
所
の
中
で
行
わ
れ
る
場
合
、
当
該
事
業
所
の
所
在
地
が
フ
ラ
ン
ス
で
あ
れ
ば
そ
の
地
の
労
働
裁
判
所
が
管
轄
裁
判
所

で
あ
り
、
労
務
給
付
が
事
業
所
の
外
あ
る
い
は
自
宅
で
行
わ
れ
る
場
合
は
、
労
働
者
の
住
所
所
在
地
が
フ
ラ
ン
ス
で
あ
れ
ば
そ
の
地
の
労

働
裁
判
所
が
管
轄
裁
判
所
と
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
よ
リ
フ
ラ
ン
ス
が
管
轄
を
有
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
②
新
民
事
訴
訟
法
典
第



四
二
条
を
補
充
的
に
援
用
し
、
被
告
の
住
所
地
が
フ
ラ
ン
ス
で
あ
れ
ば
そ
の
地
の
労
働
裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

さ
ら
に
、
③
労
働
者
は
、
原
告
で
あ
る
場
合
、
常
に
、
契
約
締
結
地
ま
た
は
企
業
所
在
地
の
裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
し
て
選
択
す
る
権

利
を
有
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
契
約
締
結
地
ま
た
は
企
業
所
在
地
が
フ
ラ
ン
ス
で
あ
れ
ば
、
そ
の
地
の
労
働
裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
し

て
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
第
二
に
、
民
法
典
の
フ
ラ
ン
ス
国
籍
者
に
関
す
る
裁
判
管
轄
特
権
に
関
す
る
規
定
第

一
四
条
お
よ

び
第

一
五
条
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
労
働
裁
判
所
は
、
国
際
労
働
契
約
当
事
者
の
い
ず
れ
か
が
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
有
し
て
い
る
場
合
、
管
轄

を
有
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
際
労
働
契
約
に
関
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
裁
判
所
は
広
い
管
轄
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
他
方
で
、
契
約
当
事
者
間
に
管
轄
合
意
が
存
在
す
る
場
合
、
国
内
労
働
契
約
の
場
合
と
異
な
り
、
労
働
者
の
同
意
を

確
保
す
る
た
め
の
形
式
的
要
件
を
厳
格
に
解
し
つ
つ
も
、
一
定
の
管
轄
指
定
条
項
の
有
効
性
が
承
認
さ
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
前
述
の

国
際
裁
判
管
轄
規
則
は
、
全
て
強
行
性
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
破
毀
院
は
、
第

一
に
、
民
法
典
第

一
四
条
お
よ
び
第

一
五
条
に
基
づ
く
フ
ラ
ン
ス
国
籍
者
の
裁
判
管
轄
特
権
を
放
棄
し
う
る
も
の
と
の
立
場
を
確
立
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
に
、
労
働
法
典

の
土
地
管
轄
規
定
に
基
づ
き
フ
ラ
ン
ス
が
裁
判
管
轄
を
有
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
、
フ
ラ
ン
ス
と
当
該
労
働
契
約
の
関
連
性
の

度
合
い
の
強
弱
に
よ
り
、
①
労
務
を
提
供
す
る
事
業
所
が
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
場
合
、
②
事
業
所
の
外
で
労
務
が
提
供
さ
れ
、
労
働
者
の
住

所
地
が
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
場
合
、
③
契
約
締
結
地
も
し
く
は
企
業
所
在
地
が
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
場
合
、
に
区
別
し
、
少
な
く
と
も
③
の
み

を
理
由
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
の
管
轄
が
導
か
れ
る
場
合
は
、
管
轄
指
定
条
項
に
よ
り
外
国
の
裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
し
う
る
、
と

判
断
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
仲
裁
に
関
す
る
合
意
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
仲
裁
条
項
に
関
し
、
国
内
労
働
契
約
と
同
様
、

こ
れ
を
無
効
と
す
る
立
場
を
維
持
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
、
判
例
は
、
管
轄
合
意
が
な
い
場
合
の
国
際
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
保
護
的
な
土

地
管
轄
規
定
と
フ
ラ
ン
ス
国
籍
者
の
裁
判
管
轄
特
権
規
定
を
重
畳
的
に
援
用
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
の
管
轄
を
広
く
認
め
る

一
方
、
当

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一一九
五
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一
巻
二
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下
四
号

（
一
九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一一九
六

事
者
自
治
に
基
づ
く

一
定
の
管
轄
裁
判
所
指
定
を
認
め
、
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
が
強
行
的
に
管
轄
を
有
す
る
範
囲
を
、
①
労
務
給
付
地
が
フ

ラ
ン
ス
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は
、
②
労
務
を
提
供
す
る
事
業
所
が
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
場
合
、
も
し
く
は
、
事
業
所
の
外
で
労
務
が
提
供
さ

れ
労
働
者
の
住
所
地
が
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
場
合
、
に
限
定
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
国
際
裁
判
管
轄
に
関
す
る
判
例
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
特
に
、
管
轄
指
定
条
項
の
有
効
性
の
範
囲
に

つ
い
て
、
以
下
の
よ

う
な
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
第

一
は
、
民
法
典
第

一
四
条
お
よ
び
第

一
五
条
の
フ
ラ
ン
ス
国
籍
者
の
裁
判
管
轄
特
権
に
つ
い
て
で
あ
る
。　
一
般
に
、
管
轄
指
定

条
項
の
有
効
性
の
限
定
は
、
労
働
者
保
護
の
観
点
か
ら
行
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
、
民
法
典
第

一
四
条
お
よ
び
第

一
五
条

の
規
定
は
、
労
働
法
典
の
土
地
管
轄
規
定
と
は
異
な
り
、
必
ず
し
も
労
働
者
保
護
的
な
規
定
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
同
条
に
よ
り
、

外
国
人
労
働
者
は
、
当
該
労
働
契
約
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
連
が
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
人
使
用
者
に
よ
リ
フ
ラ
ン
ス
の
労
働

裁
判
所
に
提
訴
さ
れ
う
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
か
ら
、
民
法
典
第

一
四
条
お
よ
び
第

一
五
条
の
規
定
に

基
づ
く
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
管
轄
を
も
管
轄
指
定
条
項
に
よ
り
排
除
で
き
な
い
と
し
た

一
九
六
七
年

一
〇
月

一
八
日
お
よ
び

一
九
日
の
破
毀

院
社
会
部
の
判
な
が
批
判
ざ
れ
、
同
排
除
を
承
認
す
る

一
九
七
四
年
六
月
二
八
日
の
混
合
部
判
決
以
後
の
判
例
の
立
場
が
肯
定
的
に
評
価

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
は
、
労
働
法
典
の
土
地
管
轄
規
定
の
強
行
的
性
格
に
つ
い
て
で
あ
る
。
多
く
の
論
者
は
、
判
例
と
同
様
、
労
働
法
典
Ｒ
．
五

一
七
―

一
条
の
全
規
定
の
強
行
性
の
レ
ベ
ル
を
同
じ
も
の
と
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
各
規
定
に
よ
り
、
そ
の
強
行
性
の
度
合
い
を
区
別
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
同
条
の
規
定
を
、
労
務
給
付
地
と
の
関
係
で
管
轄
裁
判
所
を
定
め
る
第

一
項
、
第
二
項

（
一
つ
の
事
業
所
で
の
労
務

提
供
の
場
合
は
、
当
該
事
業
所
所
在
地
、
事
業
所
の
外
ま
た
は
自
宅
で
の
労
務
提
供
の
場
合
は
労
働
者
の
住
所
地
）
、
お
よ
び
、
労
働
者
の

選
択
権
を
定
め
る
第
二
項

（契
約
締
結
地
ま
た
は
企
業
所
在
地
）
に
区
別
し
、
前
者
は
強
行
的
管
轄
規
定
で
あ
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は



管
轄
合
意
に
よ
り
異
な
る
定
め
が
可
能
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
管
轄
指
定
条
項
の
有
効
性
を
、
当
該
労
働
契
約
の
国
際
性
と
労
働
者
の
真
の
同
意
の
存
在
の
二
要
件
に
か
か
ら
し
め
る
見
解
も

主
張
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
当
該
労
働
契
約
に
お
い
て
、
労
務
提
供
事
業
所
が
外
国
に
あ
る
か
、
ま
た
は
、
労
務
提
供
が

事
業
所
の
外
で
行
わ
れ
、
労
働
者
の
住
所
が
外
国
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
国
際
性
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
連
の
弱
さ
を
認
め
、
管
轄
指
定
条

項
を
有
効
と
し
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
、
国
内
労
働
契
約
と
同
じ
く
、
労
働
法
典
の
土
地
管
轄
規
定
を
強
行
的
に
適
用
す
る
。
そ
し
て
、

第
二
に
、
前
者
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
管
轄
指
定
条
項
に
お
け
る
労
働
者
の
同
意
が
真
実
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
の
形
式
を

厳
格
に
解
し
て
、
同
条
項
の
有
効
性
を
判
断
す
る
の
で
あ
る
。

他
方
、
労
働
関
係
の
国
際
化
の
発
展
は
、
国
内
法
に
お
け
る
国
際
裁
判
管
轄
規
則
の
展
開
の
み
な
ら
ず
、
各
国
の
国
際
裁
判
管
轄
規
則

を
統

一
し
、
各
国
の
裁
判
所
の
国
際
裁
判
管
轄
を
国
際
レ
ベ
ル
で
確
定
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
要
請
に
応
え

る
べ
く
、
欧
州
連
合
に
お
い
て
は
、
一
九
六
八
年
九
月
二
七
日
に
民
事
・商
事
事
件
の
裁
判
管
轄
お
よ
び
判
決
執
行
に
関
す
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ

ル
条
約
が
調
印
さ
れ
、
ま
た
、
こ
れ
を
欧
州
連
合
以
外
の
国
に
拡
張
す
る
た
め
、
欧
州
連
合
と
欧
州
自
由
貿
易
連
合
と
の
間
で
、
民
事

・

商
事
事
件
の
裁
判
管
轄
お
よ
び
判
決
執
行
に
関
す
る
ル
ガ
ー
ノ
条
約
が
、
一
九
八
八
年
九
月

一
六
日
に
調
印
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
次
節
に
お
い
て
は
、
欧
州
連
合
、
お
よ
び
、
欧
州
連
合
と
欧
州
自
由
貿
易
連
合
間
に
お
け
る
、
各
国
の
国
際
裁
判
管
轄
規
則

統

一
の
た
め
の
国
際
規
範
の
展
開
と
当
該
規
範
に
お
け
る
国
際
労
働
契
約
の
裁
判
管
轄
規
則
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

”
・＞
Ｃ
∪
Ｈ↓
・
ｏ
Ｔ

ｏ
いい〓
フ
∞
９

た
と
え
ば
、
”
＞
Ｃ
∪
『
Ъ
Ｔ

２
Ｆ

Ｔ
ω
メ

ン
・∽
Ｃ
づ
【↓
´
ｏ
ｕ
・
２
一こ
「
“
ｏ
∞
】
跳
∞
Ｎ
卜
Φ
一

，

フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―

二
九
七
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一
巻
二
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四
号

（
一
九
九
七
年
）

二
九
八

第
二
節
　
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
契
約
裁
判
管
轄
規
則
の
統

一

は
じ
め
に

ョ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
各
国
の
国
際
裁
判
管
轄
、
判
決
の
承
認
・執
行
に
関
す
る
規
則
を
統

一
す
る
た
め
、
一
一国
間
条
約
、
国
際
条

約
の
締
結
等
、
国
際
規
範
を
設
定
す
る
努
力
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
重
要
な
の
が
、
欧
州
連
合
内
に
お
け
る
各
構
成
国
の
国

内
法
の
統

一
を
目
的
と
す
る
、
民
事

・
商
事
事
件
の
裁
判
管
轄
お
よ
び
判
決
執
行
に
関
す
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約

（
一
九
六
八
年
九
月

二
七
日
調
肛
て

お
よ
び
ヽ
欧
州
連
合
と
欧
州
自
由
貿
易
連
合
加
盟
国
の
国
内
法
の
統

一
を
目
的
と
す
る
、
民
事

・
商
事
事
件
の
裁
判
管

轄
お
よ
び
判
決
執
行
に
関
す
る
ル
ガ
ー
ノ
条
約

（
一
九
八
八
年
九
月

一
六
日
調
印
）
で
あ
る
。

１
　
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約

民
事

・
商
事
事
件
の
裁
判
管
轄
お
よ
び
判
決
執
行
に
関
す
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約

（ｏ
ｏ
●
お
二
いｏう
Ｏ
①
”
〓
お
】】Φ
じ

は
、
当
時
の
欧
州

経
済
共
同
体

（Ｅ
Ｅ
Ｃ
）
構
成
国
六
か
国

（ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
）
の
間
で

一
九
六
八
年
九
月
二
七
日
に
調
印
さ
れ
、
当
該
六
か
国
の
批
准
を
受
け
て
、
同
条
約
第
六
二
条
に
基
づ
き
、
一
九
七
三
年
二
月

一
日
に
発
効

し
た
。

同
条
約
は
、
締
約
国
の
領
土
内
に
お
け
る
居
住
者
の
法
的
保
護
の
強
化
の
た
め
、
締
約
国
の
裁
判
所
の
国
際
裁
判
管
轄
を
確
定
し
、
判



決
の
承
認
を
容
易
に
し
、
か
つ
、
判
決
の
執
行
、
公
文
書
お
よ
び
裁
判
上
の
和
解
を
確
実
に
す
る
た
め
の
迅
速
な
手
続
を
設
け
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

同
条
約
は
、
欧
州
経
済
共
同
体
の
拡
大
に
伴
い
、
一
九
七
八
年

一
〇
月
九
日
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
ギ
リ
ス
、
お
よ
び
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

加
入
に
関
す
る
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
条
約

６
ｏ●
お
●
一】．ｏ
●
計

Ｆ
長
わ
日
ｇ
目
”
）、
一
九
八
二
年

一
〇
月
二
五
日
の
ギ
リ
シ
ャ
加
入
に
関
す
る

リ

ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
条
約
に
よ
る
改
正
を
受
け
、
一
九
八
九
年
五
月
二
六
日
に
、
ス
ペ
イ
ン
お
よ
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
加
入
に
関
す
る
サ
ン
・セ

バ
ス
チ
ア
ン
条
約

（ｏ
ｏ
●
お
５
一いｏ●
計

露
瞥
一‐∽
３

，
■
①じ

に
よ
る
改
正
が
行
わ
れ
た
。
国
際
労
働
契
約
事
件
の
裁
判
管
轄
に
つ
い
て

は
、
一
九
八
九
年
五
月
二
六
日
の
サ
ン

・
セ
バ
ス
チ
ア
ン
条
約
に
よ
る
改
正
が
最
も
重
要
で
あ
る
。

サ
ン

・
セ
バ
ス
チ
ア
ン
条
約
改
正
後
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
は
、
一
九
九

一
年
二
月

一
日
に
発
効
し
、
一
九
九
六
年
二
月

一
日
現
在
、
現

欧
州
連
合
構
成
国

一
五
か
国
の
う
ち
、
ベ
ル
ギ
ー
お
よ
び

一
九
九
五
年
に
欧
州
連
合
に
加
盟
し
た
三
か
国

（オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）
を
除
く
、
一
一
か
国

（オ
ラ
ン
ダ
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
イ

ギ
リ
ス
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
に
よ
り
批
准
さ
れ
て
い
る
。

ベ
ル
ギ
ー
と
他
の
締
約
国
と
の
間
の
関
係
は
、
サ
ン

・
セ
バ
ス
チ
ア
ン
条
約
以
前
の

一
九
八
二
年
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
条
約
改
正
後
の

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
が
こ
れ
を
規
整
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
一
九
九
五
年
の
欧
州
連
合
新
加
盟
国
の
う
ち
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
に
は
、
後
述
の
ル
ガ
ー
ノ
条
約
が
適
用
さ
れ
る
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
現
在
、
両
条
約
の
い
ず
れ
も
批
准
し
て
い
な
い
た
め
、

そ
れ
ら
の
適
用
を
受
け
な
い
。

２
　
ル
ガ
ー
ノ
条
約

フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
卜
国
際
裁
判
管
轄
―

二
九
九



法
政
研
究
一
巻
二
豊
τ
四
号

（
一
九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
〇

他
方
、
民
事

・
商
事
事
件
の
裁
判
管
轄
お
よ
び
判
決
執
行
に
関
す
る
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
第
八
八
―
五
九
二
ル
ガ
ー
ノ
条
約

（ｏ
８
ξ
①●
一いｏｓ
ヽ
０

】ビ
鴇
３
）
は
、
一
九
八
八
年
九
月

一
六
日
に
、
当
時
の
欧
州
経
済
共
同
体
構
成
国

（Ｅ
Ｅ
Ｃ
）

一
〇
か
国

（ベ
ル
ギ
ー
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

グ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ギ
リ
シ
ャ
）
と
欧
州
自
由
貿
易
連

合

（Ｅ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
加
盟
国
六
か
国

（オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
エ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
イ
ス
）

と
の
間
で
調
印
さ
れ
た
条
約
で
あ
る
。

同
条
約
は
、
民
事

・
商
事
の
裁
判
管
轄
お
よ
び
判
決
の
執
行
に
関
す
る

一
九
六
八
年
七
月
二
八
日
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
の
諸
原
則
の

適
用
範
囲
を
、
欧
州
経
済
共
同
体
か
ら
欧
州
自
由
貿
易
連
合
に
拡
大
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
一
九
八
二
年

一
０
月
二
五
日
の
リ
ュ
ク
サ
ン

ブ
ー
ル
条
約
に
よ
る
改
正
後
の
プ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
の
内
容
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
同
条
約
に
基

づ
く
国
際
裁
判
管
轄
は
、
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
の
そ
れ
と
異
な
る
部
分
も
存
在
す
る
。

同
条
約
は
、
第
六

一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
九
九
二
年

一
月

一
日
、
ス
イ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
の
批
准
に
よ
り
当
該
三

か
国
の
間
で
発
効
し
、
一
九
九
六
年
二
月

一
日
現
在
、
前
述
の
三
か
国
の
他
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
、

イ
ギ
リ
ス
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
エ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
計

一
五
か
国
の
批
准
に
よ
り
こ
れ
ら
の
国
に
対
し
て
拘
束
力
を
も
つ
に
い
た
っ
て
い
る
。

３
　
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
と
ル
ガ
ー
ノ
条
約
の
関
係

と
こ
ろ
で
、
ル
ガ
ー
ノ
条
約
の
み
が
適
用
さ
れ
る
欧
州
自
由
貿
易
連
合
加
盟
国
の
裁
判
官
は
、
国
際
裁
判
管
轄
決
定
に
あ
た
り
、
ル

ガ
ー
ノ
条
約
を
適
用
す
る
か
、
ま
た
は
、
そ
の
他
の
国
際
法
規
も
し
く
は
国
内
法
を
適
用
す
る
か
、
と
い
う
点
の
み
を
判
断
す
る
こ
と
に



な
り
、
ル
ガ
ー
ノ
条
約
と
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
の
関
係
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
と
ル
ガ
ー
ノ
条
約
の
両
方
に
拘
束
さ
れ
る
欧
州
連
合
構
成
国
の
裁
判
官
は
、
い
か
な
る
場
合
に

い
ず
れ
の
条
約
を
適
用
す
る
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
の
ル
ガ
ー
ノ
条
約
と
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
と
の
適
用
関
係
の
問
題
に
つ
い
て
、
ル
ガ
ー
ノ
条
約
は
以
下
の
よ
う
な
規
定
を
お
い
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
第

一
に
、
同
条
約
は
、
欧
州
共
同
体
構
成
国
が
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
を
適
用
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
と
規
定
し
て

い
る
（第
五
四
の
三
条
第

一
項
）
。
し
た
が
っ
て
、
被
告
が
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
締
約
国
で
あ
る
欧
州
共
同
体
構
成
国
に
住
所
を
有
し
て
い

る
場
合
は
、
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
締
約
国
は
、
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
を
適
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
原
告
が
、
欧
州
自
由
貿
易
連

合
加
盟
国
に
住
所
を
有
し
て
い
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
同
加
盟
国
籍
を
有
し
て
い
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

他
方
、
ル
ガ
ー
ノ
条
約
は
、
第
二
に
、
被
告
が
欧
州
共
同
体
構
成
国
以
外
の
同
条
約
締
約
国
に
住
所
を
有
す
る
か
、
ま
た
は
、
同
条
約

第

一
六
条

（専
属
管
轄
）
も
し
く
は
第

一
七
条

（合
意
管
轄
）
の
規
定
に
よ
り
、
欧
州
共
同
体
構
成
国
以
外
の
締
約
国
が
裁
判
管
轄
を
有

す
る
場
合
は
、
同
条
約
が
常
に
適
用
さ
れ
る
と
規
定
し
て
い
る

（第
五
四
の
三
条
第
二
項

ａ
）
。

し
た
が
っ
て
、
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
と
ル
ガ
ー
ノ
条
約
の
両
方
の
締
約
国
で
あ
る
欧
州
連
合
構
成
国
は
、
国
際
労
働
契
約
に
関
す
る
事

件
の
裁
判
管
轄
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
第

一
に
、
被
告
が
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
締
約
国
で
あ
る
欧
州
連
合
構
成
国
に
住
所
を
有
し
て
い
る

場
合
は
い
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
を
適
用
す
る
。
第
二
に
、
被
告
が
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
締
約
国
以
外
の
ル
ガ
ー
ノ
条
約
締
約
国
に
住
所
を

有
す
る
か
、
ま
た
は
、
ル
ガ
ー
ノ
条
約
第

一
六
条

（専
属
管
轄
）
も
し
く
は
第

一
七
条

（合
意
管
轄
）
の
規
定
に
よ
り
、
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル

条
約
締
約
国
以
外
の
締
約
国
が
裁
判
管
轄
を
有
す
る
場
合
は
、
ル
ガ
ー
ノ
条
約
を
適
用
す
る
。
第
二
に
、
被
告
が
、
第
二
国
、
す
な
わ
ち
、

ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
締
約
国
お
よ
び
ル
ガ
ー
ノ
条
約
締
約
国
以
外
の
国
に
住
所
を
有
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
国
内
法
に
基
づ
き
国
際
裁

判
管
轄
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る

（ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
第
四
条
第

一
項
、
ル
ガ
ー
ノ
条
約
第
四
条
第

一
項
）
。

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

一
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四
〇
二

以
下
、
本
節
に
お
い
て
は
、
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約

（
こ
、
お
よ
び
、
ル
ガ
ー
ノ
条
約

（
一
３

に
つ
い
て
、
そ
の
国
際
労
働
契
約
事
件
の

裁
判
管
轄
規
則
を
順
に
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
１

）

ブ

リ

ュ

ツ

セ

ル

条

約

に

つ

い

て

は

、

〓
一
】０
い
の
の
＞
Ｃ
∪
国
〓

口
日
‐日
＞
ｒ
ｒ
Ｏ
Ｚ

）
ｒ
８

の
ｏ
●
お

臓

いｏ
●
∽
Ｑ
①
国
〓

医
①
】【８

８

Ｑ
①
ｒ
魔

”
５
Ｐ

の
ｏ
ヨ

づ
い
一
①
５
８

ゴ

お
８

”
一いｏ
コ
”
Ｈｐ

【
０
０
０
●
●
”
い
∽
∽
”
●
０
０

〇
一
Ｏ
Ｘ
い
０
●
●
Ｏ
●

Ｏ
①
∽
一
Ｃ
ｍ
Φ
日
【①
い
一
∽
①
椰

口
Ｃ
【
〇
づ
①
・
ぃ
０

ぃ
０

こ

Ｆ
・〇
・∪

』
・
【
ｏ
Ｏ
〇
一
〕
ｏ
”
コ
‐
「
”
匡
一
”
口
”
」Ｆ
Ｃ
∪
〇
ご

の
ｏ
い
く
の
５
〓
ｏ
●

Ｑ
Ｏ

”
【
Ｅ
Ｘ
①
〓
①
∽
ａ
Ｃ

Ｎ
Ｎ

∽
０
「
一
Φ
●
］
げ
【
①

い
Ｏ
Ｏ
∞

・
０
一０
い
０
「
”
〓
一
い

・
】
・
‐
の
ｒ

】り
【
ｏ
い一
いｏ
一
０
『
●
”
Ｌ
Ｏ
●
”
Ｆ

い
０
∞
∞

・
『
”
∽
ｏ
・Ｏ
ω
］
ロ
ニ
∽
①
ツ
』
Ｏ
Ｃ
【
］
Φ
Φ
心

Ｏ
Ｃ
』
・
‐
〇
〓

「
『
Ｏ
ｏ
０
０
Ｃ
【
①
Ｏ
リ
ト
】①

・
一
０
∞
∞

・
『
”
∽
ｏ
・
α
口
‐
】

）
晏
二
∽
①

ツ
』．Ｏ
Ｃ
】
い
Ｏ
Ｏ
ヽ
一
の
ｏ
日

り
０
一
Φ
●
Ｏ
ｐ

”
し
」
Φ
∽
ｏ
『
ε
い●
巴
【
Φ
∽
Ｏ
①
ｏ
ｏ
ヨ

づ
い
一ｏ
●
ｏ
ｐ

」
・
‐
〇
｝

∪
】
２
一
い●
一
９
５

，
一い０
●
２

・
い
０
∞
Ｐ

『
”
∽
９

ｏ
ω
Ю
ヨ

一∽
①
ツ
』．ｏ
ｃ
【
ぃ
。
Ｏ
卜
Ｏ
Ｃ
｝

‐
〇
｝

「
】
ｏ
ｏ
一
ａ
Ｃ
【
①

Ｏ
いく
■
ｏ
・
い
０
∞
∞

）
『

，
∽
０
・
９
Ю
‥
ω

・
晏
Ｌ
∽
Φ

ツ
』
Ｏ
Ｃ
】

【
Ｏ
Φ
心
ふ

〇
〇
晏
】づ
０
一
①
●
０
０
・
”
２
５
０
∽
Ｑ
Φ

Ｕ
『
ｏ
０
０
ａ
Ｃ
【
①

”
ヽ
”
●
一
Ｃ
コ
の

い
う
０
いＯ
①
●
０
０

∽
Ｃ
【
【”

０
０
晏
】も
い
一
①
う
の
０

・
〕
・
ｉ
Ｏ
ｒ

∪
【
ｏ
〓

い●
一
①
【
●
”
口
０
が

，
Ｆ

い
０
∞
∞

・
『
Ｐ
∽
０
・
０
∞
Ｎ
【い
い
∽
①
ツ
』
Ｏ
Ｃ
『
【
０
０
０
０
Ｃ
」
。
‐
Ｏ
ｒ

「
】
ｏ
ｏ
い
Ｏ
Ｃ
【
①
の
リ
ユ
一①

¨
い
０
∞
∞

）
『
”
∽
〇
・
釧
Ｎ
‐
卜

い
●
Ｌ
∽
①
ツ
』
Ｏ
Ｃ
【
］
〇
〇
い
一
”
０
０
０
５
”
い
∽
∽
”
●
Ｏ
①
Ｑ
①
∽
Ｑ
Ｏ
い
い∽
いｏ
●
∽

』
‘
〓
Ｑ
”ｏ
●
ｏ
●
●
①
〓
①
∽
・
』
・
‐
Ｏ
ｒ

】ヮ
】
ｏ
ｒ

いい
一
ｏ
【
●
”
〓
０
●
”
Ｆ

い
０
∞
∞

・
『
”
∽
０
・
Ｏ
ω
ω
】づ
い∽
①
ツ
一
〇
“
］
【
Φ
Ｏ
卜

Ｏ
Ｃ
』
・
，
Ｏ
ｒ

「
【
ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ
Ｃ
【
①
の
デ
ュ
中
①
。
い
Φ
∞
∞

・
『
”
∽
ｏ
・
ｕ
ｐ
‐
釧

・
晏
Ｌ
∽
①
ツ
』．Ｏ
Ｃ
】
【
⑬
①
卜
一

口
８
①、
ｏ
Ｃ
Ｌ
ｏ
う

Ｏ
①
∽
０
一
０
い
降
ｏ
●
∽
』
ロ
ニ
Ｑ
】ｏ
い円
け
①
♂

Ｏ
①
∽
”
ｏ
一
０
∽
”
暉
¨
コ
０
５
●
ｏ
Ｃ
Ｏ
∽
①
一
Ｑ
①
∽
一【
”
●
∽

，
０
●
０
コ
∽
』
Ｅ
Ｑ
い
ｏ
い”
い】
ｏ
´

」
・
‐
の
ｒ

∪
『
ｏ
言

いう
一
Ｑ
口
］
”
Ｌ
ｏ
●
ュ
Ｆ

い
〇
∞
∞

）
「
”
∽
０
・
Ｏ
ω
ω
【日
【∽
①

ッ
』
Ｏ
Ｃ
】

い
０
０
心

Ｏ
Ｃ

」
・
‐
の
デ

「
【
Ｏ
ｏ
い
鮎
暉
【
０
０
いく
■
①
・
】
Ｏ
∞
∞

・
『
”
∽
〇
・
い
い
‐
〇

”
ｏ
Ｌ
∽
①
ツ
』
Ｏ
Ｃ
】

い
Φ
Ｏ
さ
一
】
●
一
Ｑ
綱
〕
【
Ｑ
一”
Ｌ
Ｏ
い
。
」
・
，
Ｏ
Ｆ

国
Ｃ
【
ｏ
「
①
゛
『
”
∽
Ｏ
・
ω
Ｏ
Ｏ
Ｏ

・
］
０
∞
り

¨
」
。
‐
Ｏ
Ｆ

一ヮ
『
ｏ
い
け

い●
一
①
【
●
”
Ｌ
Ｏ
●
”
Ｆ

い
０
∞
０

・
『
”
∽
０
・
Ｏ
ω
ハ

Ｏ
Ｃ
」
・
‐
Ｏ
ｒ

”
】
Ｏ
ｏ
一
Ｑ
‘
】
①
Ｏ
Ｆ
ユ
一①

）
【
〇
∞
０

。
「
”
∽
ｏ
・
ｕ
ω
卜
一
∪
画
●
【０
】
Φ
＞
ｒ
”
Ｘ
とヽ
Ｚ
同
）”
口

・
Ｏ
ｏ
い
く
ｏ
い
日
ｏ
●

２
０

”
】
暉
Ｘ
Ｏ
〓
①
∽
（
の
０
い
①、
】
”
〓
一０
）
。

Ｏ
ｏ
●
く
①
●
一いｏ
●

Ｏ
①
”
Ｆ
粟
ｏ
口
ｏ
∽
（
の
２
３
り
０
一
①
５
ｏ
①
ｙ

”
凛
Ｏ
①
〓
０
〓
①
Ｏ
①
∪
【
ｏ
〓

ｏ
９
８
目
こ
口
”
ｃ
一
臓
】
ｐ

い
ｏ
ｏ
♪

ゝ
Ｂ
Ｑ
【
①、
〓
Ｃ
国
↓

¨
の
ｏ
づ
く
①
５
一いＯ
い

Ｏ
①
”
口
無
ε
一の
∽
（
”
〇
〇
ｏ
●
出
∽
∽
”
●
ｏ
ｏ

Φ
一
Ｏ
Ｘ
０
０
Ｃ
一
一
〇
●

Ｑ
①
∽
』．Ｃ
〔お
員
お
い
雰
Ｙ

”
０
「
①
二
２
【
Φ

Ｏ
①

∪
『
２

一
ｏ
ｏ
ヨ

日

“
●
”
ｃ
一”
〓
ｐ

Ｈ
Ｏ
ｏ
♪

〓
２
ｏ
５
ｏ

Ｏ
＞
Ｃ
∪
日
〓

口
日
‐
弓
＞
Ｆ
Ｆ
Ｏ
Ｚ

）
の
ｏ
日

「
い
一
ｏ
５
ｏ
ｏ
Ｈ邸
一
①
【
い
”
一
い
Ｏ
●
ュ

）
Ｏ
「
・

ｏ
〓

〓
鴫

い
Ｎ
Ｎ

①
一

，
〕
「
い
ｇ
Ｒ
Φ

”
口
ｒ
ｒ
国
↓

・
ｒ
ｄ
中”
σ
ｏ
【
”
一い
０
●

Ｑ
．Ｃ
●
０
０
０
い
く
①
い
日
〇
●

∽
Ｃ
】
】ｐ
『
０
０
０
コ
ロ

，
い∽
∽
”
●
〇
〇
Ｑ
Ｏ
』．Ｃ
ｍ
９
Ｂ
①
５
一
∽
２

，
●
∽
【０
０
”
Ｑ
［
Φ
Ｏ
Ｃ

】≦
”
【
の
Ｆ
い

の
ｏ
晏
員
５
Ｃ
●
・

』
・∪
・Ｆ
【
ｏ
ｏ
い
。
「
・∞
ω
ω
Φ
一

，
，

”
Φ
”Ｆ
Ｏ
〕鮎
〇
〇
ｒ
∪
ソ
〔＞
Ｚ
・
Ｃ
●
一【，
一一０
漱
こ
い
］”
一ｏ
Ｃ
”
ｒ
”
Ｏ
ｏ
づ
く
①
い
Ｌ
Ｏ
●
０
い
一［０
中の
∽
”
””
∽̈
「
お
「
お
】①
∽
Ｏ
①
一”
〇
・口
・口
・
∽匡
『
】”
【０
０
０
●
●
”
い∽，



∽”
●
０
０
〇
一
宅
Ｏ
Ｘ
心
Ｏ
Ｃ
〓
０
５
０
①
∽
Ｑ
い
ｏ
い∽μＯ
●
∽
０
コ
】●
”
Ｌ
Ｏ
】０
０
リ
ユ
〕①
①
一
〇
０
●
目
郵
Φ
【ｏ
い”
】①
・
”
①
く
・言
■
「
ｒ
ａ
】
・
①
Ｃ
】ｏ
づ
い
ｏ
●
【
。
「
中
¨
「
・【
①
¨
∽
二
一口
０
晏
Ｌ
ｏ
いＯ
Ｃ
①
】出
口
Ｆ
Ｆ
口
＞
´
〕Ｘ
・
ｒ

，

Ｏ
ｏ
い
く
①
●
●
０
●

Ｑ
①

”
【
Ｃ
Ｘ
①
目
①
∽
Ｏ
Ｃ

Ｎ
『

∽
①
づ
一
Ｑ
晏
Ｆσ
【
Φ

ぃ
Ｏ
①
∞

∽
Ｃ
【
〕”

Ｏ
Ｏ
ヨ

℃
０
一
の
●
０
０
』。Ｃ
、
ぃ
の
い
”
い
【
①

①
一
】
．Ｏ
Ｘ
一
Ｏ
Ｃ
巨
Ｏ
椰

Ｑ
Φ
∽
２
い
の
い
∽
【
０
５
∽
①
５

】日
”
〓
０
】
０

０
リ
ユ
】
Ｏ

Ｃ
一
〇
０
●
〓
鰤
Φ
【
０
い
サ
一
①
¨

の
ぃ●
ρ
”
い
●
ぃ
０
∽
Ｑ
．”
づ
り
Ｆ
Ｏ
”
口
Ｏ
●
ｏ
●
『
【”
●
０
０

，］
』
）
Ｈ
【
Ｏ
Ｎ
∞
〕
「
・α
Ｎ
Ｏ
①
一
Ｐ
の
０
０
腰
Ⅷ
あ
＞
・Ｆ
・∪
”
〇
）Ｎ
・
関
５
一】い
Ｏ
①
５
二
百
〓
①
Ｌ
【
Ｑ
Φ
一”
の
ｏ
い
く
の
コ
●
〇
う
Ｏ
Ｃ
”
【Ｃ
Ｘ
Ｏ
〓
０
∽
【Ｑ
ユ
いＯ
①

∽
Ｃ
【
】”
０
９
８
り
０
一０
●
０
０
』
Ｌ
Ｏ
いｏ
い巴
】
①
①
一
】．ｏ
ｘ
い
●
Ｃ
口
〇
●
Ｑ
Φ
∽
』。Ｃ
”
９
Ｓ
０
５
３
・
”
①
メ

ｏ
■

，
∪
】
り
中
Φ
∞
メ

づ
い
い
い
ｏ
一
Ｐ
一
”
①
【
“
”
【
Ｑ
＞
Ｃ
∪
Ｈ哺

・
Ｆ
．”
」
σ
い言
♪

一①
』
Ｃ
ｍ
ｃ
ｏ
一
Ｆ

の
ｏ
５
く
の
５
一̈
〇
●

Ｑ
Φ
”
】
“
Ｘ
Ｏ
〕】①
∽
゛
〓
①、一”
●
ｍ
Φ
∽
ｒ
Ｏ
Ｃ
∽
∽
Ｏ
Ｃ
＞
”
Ｚ

・
喧
いい
一Φ
】
い

，
一い〇
い
”
】お
”
一いｏ
●
Ｏ
Ｃ
Ｑ
】
２
Ｆ
Ｕ
≧
一ｏ
が

い
ｏ
ｏ

，

な
お
、
一
九
七
八
年

一
〇
月
九
日
改
正
段
階
の
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
条
約
の
邦
訳
と
し
て
、
岡
本
善
八

『
一
九
七
八
年

「拡
大
Ｅ
Ｅ
Ｃ
判
決
執
行
条
約
」
２

）

含
じ
』
同
志
社
法
学
三

一
巻
二
号
八

一
頁
、
〓
一号

一
二
九
頁
。
ま
た
、
同
条
約
に
つ
い
て
の
法
文
献
と
し
て
、
岡
本
善
八

「わ
が
国
際
私
法
事
件
に
お
け
る
Ｅ
Ｅ

Ｃ
裁
判
管
轄
条
約
」
２

）
（一
じ

同
志
社
法
学
第
二
九
巻
四
号

一
頁
、
五
号
一
五
頁
、
川
上
太
郎

「民
商
事
事
件
の
裁
判
管
轄
お
よ
び
判
決
の
承
認
執
行
に
関
す

る
Ｅ
Ｅ
Ｃ
条
約
」
福
岡
大
学
法
学
論
叢
二

一
巻
三
・四
号
四
七
七
頁
以
下
、
同

「裁
判
管
轄
お
よ
び
判
決
の
承
認
執
行
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
条
約
」
西

南
学
院
法
学
論
集
五
巻
二
号
七
五
頁
以
下
等
．

（２
）
ル
ガ
ー
ノ
条
約
全
文
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
「
あ
【・
口
〓
ε
ｐ
『
”
∽，
〓
ｏ
Ｐ
｝
あ
【・
∪
【ｏ
い一
日
一〇
８
”
一巨８
卜

「
”
∽９
ｏ
ω
甲
【
≧
・あ
【・
マ
８
ａ
〓
①
ｏ
〓
Ｆ

『
”
８
ふ
甲
い
参
照
。
な
お
、
ル
ガ
ー
ノ
条
約
の
邦
訳
と
し
て
、
奥
田
安
弘

『
国
際
取
引
法
の
理
論
』
（有
斐
閣

一
九
九
二
年
）
三
〇
八
頁
以
下
が
あ
る
。

（３
）
サ
ン
・セ
バ
ス
チ
ア
ン
条
約
全
文
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
の
８
お
”
”いｏ
●
計

∽
”
い二

ｒ
Ｓ
ａ
①
“
Ｑ
ε
Ｏ
①
ヨ
〓
お
∞
ｐ

｝
ぁ
【・
ロ
ー
３
ｐ
「

，
∽９
ω
ｏ
ヽ
Ｐ
３
〓

ｏ
口
｝
‐Ｑ
・
ｕ
】ｏ
い一
“口
ｏ日

，
一】〇
“
卜

『
”
∽９
８
ゃ
い
Ｌ
８
一
参
照
。
ま
た
、
特
に
、
サ
ン
・セ
バ
ス
チ
ア
ン
条
約
に
よ
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
の
改
正
に
つ
い
て
は
、

一
①
”
●
‐「

，
Ｃ
〕
”
ロ
コ嘔
二
⊂
目Ｘ
∪
・
の
ｏづ
く
の
い
一【Ｏ
口
Ｏ
①
∽
”
い５
け
∽
①σ
”
∽Ｌ
ｏ
「
ａ
Ｃ
Ｎ
Ｏ
日
”
一
】ｏ
∞
〇
）『
・‐Ｏ
ｒ
口
Ｃ
【ｏ
ｏ
ｃ
・
い。
①
ぃ
・
『
“
∽ｏ
・
∞
〇
『
〇
¨
Ｏ
Ｃ
』
・
‐の
デ
】）
弓ｏ
〓
いう
ｒＣ
【〓
”
Ｓ
Ｏ
”
“
デ
中Ｏ
Ｏ
【・

『
”
∽
０
・
Ｏ
ω
心
‐
ド
一
』
０
０
【
”
昌
門
）口
＞
ｄ
Ｆ

Ｏ
Ｏ
い
く
ｏ
●
●
〇
●

Ｏ
①

∽
”
【
５
一
∽
①
σ
”
∽
〓
①
う

Ｏ
Ｃ

Ｎ
Ｏ

【“
”
い
中
Φ
∞
Φ

・
０
０
●
］
「
ぃ
一
①
ぃ
ｏ
①
』．Ｃ
ａ
”
ｏ
】”
い
」
①

Ｃ
↑
Ｃ
Ｘ
一
Ｃ
Ｃ
〓
ｏ
「

Ｑ
の
∽
Ｑ
い
ｏ
一
∽
い
Ｃ
コ
砕
Ｃ
Ｄ

【“
”
Ｌ
Ｏ
「
Ｃ

ｏ
ご
Ｌ
①
Φ
一
ｏ
２
Ｓ
■
あ
『ｏ
】．”
中Φ
・
”
・＞
・口
・Ｚ
一
‐い
Ｏ
ｏ
ｒ
鬱
・ヽ
①
一

，
¨
ｏ
９
“
①
∽
＞
・Ｆ
・∪
”
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｐ
の
ｏ
い
く
①
う
一一〇
●
Ｑ
Ｏ
∽

，
いｏ
一
∽
①
σ
”
∽一一”
”
”
〓
鴨
〕”
】〓
］”
Ｏ
ｏ
づ
く
０
５
一」０
３
Ｑ
●
”
【“
Ｘ
①
一一０
∽

∽Ｃ
【
〕”
の
Ｏ
●
く
①
●
●
ｏ
い
Ｏ
①
ｒ
Ｃ
ｍ
ｐ
●
ｏ
・
”
い
く
。
Ｑ
ユ
ｒ
一ワ
】「
い
０
０
０
・
づ
・い
①
一
”
一
”
い
０
「
Ｏ
【一
∽“
【
中”
の
ｏ
づ
く
①
●
●
０
５
０
①
∽
”
●
∽
①
σ
”
∽Ｌ
の
「
い
一”
σ
Ｏ
【心
鬱
”
【
マ
Ｆ
を
Ｆ
Ｑ
ｅ
■ヽ
●
戸①
い０
”
の
”
”
「Ｎ
・

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
三



法
政
研
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一
巻
二
豊
丁
四
号

（
一
九
九
七
年
）

四
〇

四

蜜
〓
≦
・
Ｕ
①
∽”
づ
一①
∽
”
口
＞
ｒ
ｏ
一
蜜
【・”
・」
口
Ｚ
＞
”
∪
。」
〇
の
日
。
Ｌ
Ｏ
中
∞
０
・
い
∞
』Ｃ
【一デ
〕
０
０
０
“
■
・ω
い
・

（
′
４
）

「
■
ロ
ワ
一＞
”
Ｕ
一
Φ
一
の
Ｆ
ソ
安
∪
ｒ
ｒ
国
”

¨
”
”
ｏ
「
ｏ
【
¨
『
①
】
”
日
「
ツ

】
”

０
０
コ
く
①
５
日
０
５

０
０
５
０
０
目
〕
”
５
一
】”

ｃ
９
ヨ
・も
い
一
①
●
Ｏ
①
』
∝
０
いｏ
い

，
い【
①

の
一
】げ
Ｘ
い
Ｏ
Ｃ
〓
ｏ
コ

Ｑ
①
∽
０
一
０
い
ａ
Ｃ
５
∽
ｃ
コ

】目
”
Ｌ
Ｏ
「
０

ｏを
Ｌ
①
①一
ｏｏ】日
「
お
『ｏい”〕Φ
い巴
一①
ツ
ｒ
Ｃ
ｍ”“
ｏ
】の
中の
∽①ｏ
一９
８
σ
】①
い０
∞
∞
。」〇
の
国
』
の
一∞
〇
・ｐ
∞
一Ｃ
い】Ｆ
Ｈ①
Ｏ
Ｏ
づ̈
・の
Ｎ
・為
【ｕ
・

一
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
条
約

本
項
に
お
い
て
は
、
ブ
リ
ユ
ツ
セ
ル
条
約
に
つ
い
て
、
ま
ず
最
初
に
そ
の
適
用
範
囲
と
解
釈
を
統

一
す
る
た
め
の
措
置

（１
）
に
つ
い

て
検
討
し
、
次
に
、
同
条
約
に
お
け
る
国
際
労
働
契
約
事
件
の
裁
判
管
轄
規
則

（２
）
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

１
　
適
用
範
囲
と
条
約
の
解
釈

（Ａ
）
適
用
範
囲

同
条
約
の
適
用
範
囲
は
、
締
約
国

（１
）
、
対
象
事
項

（２
）
、
当
事
者

（３
）
、
お
よ
び
、
期
間

（４
）
の
四
点
か
ら
確
定
さ
れ
る
。

（１
）
締
約
国

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
の
締
約
国
は
、
前
述
の
通
り
、
欧
州
経
済
共
同
体
の
拡
大
に
伴
い
増
加
し
て
い
る
。　
一
九
九
六
年
二
月

一
日
現
在



の
締
約
国
は
、
現
欧
州
連
合
構
成
国

一
五
か
国
の
う
ち
、
ベ
ル
ギ
ー
、
お
よ
び
、
一
九
九
五
年
に
欧
州
連
合
に
加
盟
し
た
三
か
国
（オ
ー
ス

ト
リ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）
を
除
く

一
一
か
国

（オ
ラ
ン
ダ
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、

デ
ン
マ
ー
ク
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
で
あ
る
。

（２
）
対
象
事
項

ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
は
、
裁
判
所
の
種
類
を
問
わ
ず
、
民
事
お
よ
び
商
事
の
事
件
に
適
用
さ
れ
る
。
国
際
労
働
契
約
に
関
す
る
事
件
が

同
条
約
の
適
用
対
象
と
な
る
こ
と
は
、
欧
州
共
同
体
裁
判
所
の
承
認
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
一
九
八
九
年
の
サ
ン

・
セ
バ
ス
チ
ア
ン
条
約

に
よ
る
改
正
以
後
は
、
国
際
労
働
契
約
の
裁
判
管
轄
に
関
す
る
特
別
規
定
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

租
税
、
関
税
、
ま
た
は
行
政
事
件
は
、
同
条
約
の
適
用
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
ま
た
、
自
然
人
の
身
分
お
よ
び
能
力
、
夫
婦
財
産
関

係
、
遺
言
お
よ
び
相
続
、
破
産
、
和
議
お
よ
び
類
似
の
手
続
、
社
会
保
障
、
仲
裁
も
、
同
条
約
の
適
用
を
受
け
な
い

（第

一
条
）
。

（３
）
当
事
者

ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
の
裁
判
管
轄
規
則
は
、
第

一
六
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る

一
定
の
場
合
を
除
き
、
被
告
が
締
約
国
に
住
所
を
有
す
る

場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る

（第
四
条
第

一
項
）
。
国
際
労
働
契
約
事
件
の
場
合
は
例
外
規
定
に
該
当
せ
ず
、
同
条
約
の
裁
判
管
轄
規
則
は
、

被
告
が
締
約
国
に
住
所
を
有
す
る
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
。

被
告
が
締
約
国
外
に
住
所
を
有
す
る
場
合
は
、
各
締
約
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
法
で
あ
る
裁
判
管
轄
規
則
に
基
づ
き
裁
判
管
轄
を
決

フ
ラ
ン
ス
。
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
五



法
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一
巻
二
豊
Ｔ
四
号

（
一
九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
六

定
す
る

（第
四
条
第

一
項
）
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
、
締
約
国
に
住
所
を
有
す
る
者
は
、
そ
の
国
籍
を
問
わ
ず
、
そ
の
国
の
国
民
と
同
様

に
、
そ
の
国
に
お
い
て
、
そ
の
国
の
裁
判
管
轄
規
則
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る

（第
四
条
第
二
項
）
。

し
た
が

っ
て
、
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
条
約
は
、
統

一
的
な
裁
判
管
轄
規
則
を
規
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
裁
判
管
轄
規
則
が
適
用
さ
れ
ず
、

＼

各
締
約
国
の
裁
判
管
轄
規
則
が
適
用
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
住
民
で
あ
る
全
外
国
人

（条
約
締
約
国
の
国
民
の
み
な
ら
ず
第
二
国
の
国
民
も

含
む
）
に
居
住
国
の
国
民
と
同
じ
規
則
の
適
用
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
。

（４
）
期
間

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
は
、
期
間
の
定
め
の
な
い
も
の
と
し
て
締
結
さ
れ
て
い
る
（第
六
六
条
）
。
同
条
約
は
、
各
締
約
国
の
要
求
に
よ
り

改
正
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

（第
六
七
条
）
。

（Ｂ
）
条
約
の
解
釈

ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
は
、
そ
の
解
釈
の
統

一
性
を
確
保
す
る
た
め
、
付
則
議
定
書
に
お
い
て
、
欧
州
共
同
体
裁
判
所

（ｏ
ｏ日

Ｏ
①
』房
‐

Ｌ
８

０
①
ｏ
ｏ
ｏ日
日
〓
●
目
一３
日
ｃ
Ｈｏｏ
３
●
●
①し

に
対
し
条
約
を
解
釈
す
る
権
限
を
与
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
各
締
約
国
の
裁
判
所
は
、

事
案
を
判
断
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
先
決
問
題
と
し
て
条
約
の
解
釈
を
欧
州
共
同
体
裁
判
所
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
（議
定
書
第
二
、
〓
一

条
）
。
ま
た
、
締
約
国
の
政
府
は
、
当
該
国
の
裁
判
所
の
判
断
が
欧
州
共
同
体
裁
判
所
ま
た
は
他
の
締
約
国
の
裁
判
所
の
判
断
と
矛
盾
す
る

と
き
は
、
当
該
解
釈
問
題
に
つ
い
て
の
判
断
を
欧
州
共
同
体
裁
判
所
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

（議
定
書
第
四
条
）
。　
　
　
　
　
　
　
¨
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梓
Ｈ
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０
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①
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∽
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∽
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Ｗ
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０
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∽
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０
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０
０
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５

０
①
∽
』
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ｍ
①
目
〕
０
●
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∽
０
ぃ

一円
暉
【
〇
「
０
・
０
り
・
Ｏ
Ｈ
ｒ
・
づ
・】
０

〇
一
∽
・

（
２

）

〔
こ
の
口

・
い
ω

●
ｏ

，

中
Ｏ
Ｎ
ｐ

∽
”
い
いｏ
①
椰
一
轟

ｒ

，
い

Ｎ
Ｑ

呵
ｐ

（３
）
同
じ
く
欧
州
連
合
構
成
国
の
抵
触
法
を
統

一
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
一
九
八
〇
年
六
月

一
九
日
の
契
約
債
権
の
適
用
法
に
関
す
る
ロ
ー
マ
条
約
も
、　
同

一

内
容
の
議
定
書
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
議
定
書
は
締
約
国
の
批
准
を
受
け
て
い
な
い
た
め
発
効
し
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
欧
州
共
同
体
裁
判

所
は
、
ロ
ー
マ
条
約
に
つ
い
て
は
、
そ
の
解
釈
権
を
持
た
な
い
。
な
お
、
同
ロ
ー
マ
条
約
と
そ
の
国
際
労
働
契
約
の
適
用
法
決
定
規
則
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿

「
フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
」

一
八
六
頁
以
下
を
参
照
。

２
　
国
際
労
働
契
約
事
件
の
裁
判
管
轄

ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
に
基
づ
く
、
国
際
労
働
契
約
事
件
の
裁
判
管
轄
は
、
当
該
労
働
契
約
が
管
轄
指
定
条
項
を
有
す
る
か
否
か
に
よ
り
、

す
な
わ
ち
、
管
轄
裁
判
所
に
関
す
る
当
事
者
選
択
の
有
無
に
よ
り
、
そ
の
決
定
規
則
を
異
に
す
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
管
轄
合
意
が
存
在

し
な
い
場
合
の
国
際
裁
判
管
轄
規
則
（Ａ
）
、
お
よ
び
、
管
轄
合
意
が
存
在
す
る
場
合
の
当
該
管
轄
指
定
条
項
の
有
効
性
（
Ｂ
）
、
の
順
に
検

討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

な
お
、
前
述
の
よ
う
に
、
仲
裁
は
、
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
の
対
象
外
で
あ
る
（第

一
条
）
。
し
た
が
っ
て
、
契
約
に
お
け
る
仲
裁
条
項
の

有
効
性
は
、
各
締
約
国
の
国
内
法
に
基
づ
き
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―

四
〇
七
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年
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（Ａ
）
国
際
裁
判
管
轄
の

一
般
原
則

四
〇
八

国
際
労
働
契
約
事
件
の
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
、
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
は
、
一
一つ
の
規
則
を
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
第
二

条
第

一
項
に
お
い
て
、
一
般
原
則
と
し
て
、
被
告
が
締
約
国
に
住
所
を
有
し
て
い
る
場
合
、
当
該
住
所
地
国
の
裁
判
所
が
管
轄
裁
判
所
と
な

り
う
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
二
に
、
第
五
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
二
文
、
第
三
文
に
お
い
て
、
労
働
契
約
事
件
に
お
け

る
特
別
管
轄
と
し
て
、
労
務
給
付
地
を
管
轄
裁
判
所
と
し
う
る
と
規
定
し
、
労
務
給
付
が
通
常

一
つ
の
国
で
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
、
労

働
者
は
、
雇
用
事
業
所
所
在
地
の
裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
し
う
る
と
規
定
し
て
い
る
。

当
初
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
に
お
い
て
は
、
労
働
契
約
に
固
有
の
特
別
管
轄
規
定
が
な
く
、
他
の

一
般
の
契
約
と
同
じ
く
、
現
在
の
第
五

条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
第

一
文
の
規
定
が
適
用
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
八
九
年
の
サ
ン
・セ
バ
ス
チ
ア
ン
条
約
に
よ
る
改
正
に

よ
り
、
同
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
労
働
契
約
の
特
別
管
轄
規
定
が
第
二
文
、
第
三
文
と
し
て
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
以
下
に
お
い
て
は
、
一
九
八
九
年
の
サ
ン
・セ
バ
ス
チ
ア
ン
条
約
に
よ
る
改
正
以
前
の
プ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
に
基
づ
く
国

際
裁
判
管
轄
規
則

（１
）
、
お
よ
び
、
改
正
後
の
現
在
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
に
基
づ
く
国
際
裁
判
管
轄
規
則

（２
）
に
つ
い
て
、
順
に
検

討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（１
）

一
九
六
八
年
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
条
約

一
九
六
八
年
九
月
二
七
日
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
は
、
国
際
裁
判
管
轄
の

一
般
原
則
と
し
て
、
被
告
が
締
約
国
に
居
住
し
て
い
る
場
合

は
、
被
告
の
住
居
地
の
裁
判
所
に
管
轄
権
を
付
与
し
（第
二
条
第

一
項
）
、
他
方
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
第

一
四
条
お
よ
び
第

一
五
条
の
よ
う



に
、
当
事
者

の
国
籍

の
み
に
基
づ
き
認
め
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
管
轄

の
よ
う
な
、
締
約
国
の
過
剰
管
轄

（８
日
量
一日
８

只
ｏ３
い一目
一３

を
排
除
し
て
い
る

（第
二
条
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
被
告
が
締
約
国
以
外
に
住
所
を
有
し
て
い
る
と
き
は
、
締
約
国
に
住
所

を
有
す
る
原
告
は
、
そ
の
国
籍
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
原
告
の
住
所
地
国
法
の
定
め
る
過
剰
管
轄
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

（第
二
条

第
二
項
）
。

他
方
、
契
約
に
関
し
て
は
、
第
五
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
、
被
告
が
締
約
国
に
居
住
し
て
い
る
場
合
、
当
該
被
告
は
、
義
務
履
行
地
で

あ
る
他
の
締
約
国
の
裁
判
所
に
提
訴
さ
れ
う
る
と
規
定
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
労
働
契
約
に
関
す
る
別
の
定
め
は
お
か
れ
て
い
な

か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
規
定
が
労
働
契
約
事
件
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
解
釈
が
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

（
ａ
）
義
務
履
行
地
の
決
定

ま
ず
、
第

一
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
第
五
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
い
う
義
務
履
行
地
の
決
定
に
お
い
て
対
象
と
な
る
義
務
と
は
何
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
欧
州
共
同
体
裁
判
所
は
、
一
九
七
六
年

一
〇
月
六
日
に
、
訴
訟
に
お
け
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
義

務
が
こ
こ
に
い
う
義
務
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

第
二
に
、
義
務
履
行
地
を
決
定
す
る
に
当
た
り
、
適
用
さ
れ
る
の
は
ど
の
法
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
き
、
欧
州
共

同
体
裁
判
所
は
、
同
じ
く

一
九
七
六
年

一
〇
月
六
日
、
訴
訟
対
象
と
な
る
義
務
に
適
用
さ
れ
る
法
に
よ
り
義
務
履
行
地
が
決
定
さ
れ
る
と

判
断
し
た
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
管
轄
が
決
定
さ
れ
る
前
に
、
適
用
法
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

（ｂ
）

一
九
七
八
年

一
〇
月
九
日
の
リ

ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
条
約
に
よ
る
改
正

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―

四
〇
九
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四

一
〇

以
上
の
よ
う
な
欧
州
共
同
体
裁
判
所
の
判
断
を
受
け
て
、
一
九
七
八
年

一
〇
月
九
日
の
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
条
約
は
、
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条

約
第
五
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
を
以
下
の
よ
う
に
改
正
し
た
。
す
な
わ
ち
ハ
被
告
は
、
「請
求
原
因
と
な
っ
て
い
る
義
務
の
履
行
地
」
の
裁
判

所
に
提
訴
さ
れ
う
る
こ
と
と
し
、
義
務
履
行
地
決
定
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
義
務
が
請
求
原
因
と
な
っ
て
い
る
そ
れ
で
あ
る
こ
と
を

明
記
し
た
の
で
あ
る
。

（
ｃ
）
労
働
契
約
に
お
け
る

「義
務
」
の
解
釈

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
労
働
契
約
に
関
す
る
事
件
に
お
け
る
義
務
履
行
地
の
決
定
に
つ
い
て
、
欧
州
共
同
体
裁
判
所
は
、
独
自
の

解
釈
を
提
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
八
二
年
五
月
二
六
日
、
義
務
履
行
地
の
決
定
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
義
務
は
、
労
働
契
約
に
特
徴
的

な
義
務
、
す
な
わ
ち
、
労
務
給
付
義
務
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
一
九
八
七
年

一
月

一
五
日
、
欧
州
共
同
体
裁
判
所
は
、
労
働
契
約
は
、
労
働
者
を
継
続
的
期
間
、
労
務
を
給
付
す
る
場
所
に
お

け
る
企
業
の
組
織
に
組
み
入
れ
る
も
の
で
あ
り
、
当
該
労
務
給
付
場
所
が
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
る
強
行
法
規
や
労
働
協
約
を
決
定
す
る

の
で
あ
る
か
ら
、
労
働
契
約
を
特
徴
づ
け
る
労
務
給
付
地
の
裁
判
所
が
裁
判
管
轄
を
有
す
る
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
判
示
し
、
労
務
給
付

地
を
義
務
履
行
地
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
を
維
持
し
た
。

（ｄ
）
労
務
給
付
が
締
約
国
の

一
つ
の
国
で
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合



し
か
し
な
が
ら
、
労
務
給
付
地
の
裁
判
所
が
管
轄
を
有
す
る
と
い
う
解
釈
は
、
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
な
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な

る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
労
働
が
締
約
国
の

一
つ
の
国
で
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
、
具
体
的
に
は
、
第

一
に
、
締
約
国
以
外
の
第
二
国
で
行

わ
れ
て
い
る
場
合
、
第
二
に
、
複
数
の
国
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
場
合
、
の
管
轄
裁
判
所
の
決
定
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
欧
州
裁
判
所
は
、
一
九
八
九
年
二
月

一
五
日
に
以
下
の
よ
う
な
判
断
を
下
し
た
。
す
な
わ
ち
、
労
働
が
締
約
国

以
外
の
第
二
国
で
行
わ
れ
て
い
る
場
合
、
ま
た
は
、
複
数
の
国
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
い
ず
れ
も
第
五
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ

の
予
定
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
管
轄
規
則
の

一
般
原
則
で
あ
る
第
二
条
に
も
ど
り
、
被
告
の
住
所
地
の
裁
判
所
の
み
が
管
轄

裁
判
所
と
な
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

（２
）
サ
ン

・
セ
バ
ス
チ
ア
ン
条
約
に
よ
る
改
正

以
上
の
よ
う
な
、
欧
州
共
同
体
裁
判
所
の
判
断
を
考
慮
し
、
ま
た
、
条
約
の
空
白
部
分
を
補
充
す
る
た
め
に
、
一
九
八
九
年
サ
ン
・セ
バ

ス
チ
ア
ン
条
約
は
、
第
五
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
第
二
文
、
第
二
文
を
追
加
し
、
労
働
契
約
事
件
に
つ
い
て
、
他
の
契
約
と
は
別
の
固
有

の
管
轄
原
因
を
規
定
し
た
。
こ
の
よ
う
な
、
労
働
契
約
固
有
の
裁
判
管
轄
規
定
の
新
設
は
、
後
述
の
、
一
九
八
八
年
の
ル
ガ
ー
ノ
条
約
に
影

響
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
労
働
者
保
護
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

同
改
正
に
よ
り
、
原
告
は
、
第
二
条
に
基
づ
く
被
告
の
住
所
地
の
裁
判
所
に
加
え
て
、
第
五
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
二
文
、
第
三
文
に

基
づ
い
て
、
管
轄
裁
判
所
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

新
規
定
に
よ
れ
ば
、
管
轄
指
定
条
項
が
存
在
し
な
い
場
合
、
国
際
労
働
契
約
事
件
の
管
轄
裁
判
所
は
、
労
働
者
の
労
務
給
付
が
通
常

一

つ
の
国
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
場
合

（
ａ
）
と
、
そ
う
で
な
い
場
合

（ｂ
）
と
に
よ
り
異
な
る
。

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

一　
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一

（
ａ
）
労
務
給
付
が
通
常

一
つ
の
国
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
場
合

一
九
八
九
年
改
正
後
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
第
五
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
二
文
に
よ
れ
ば
、
労
務
給
付
が
通
常

一
つ
の
国
に
お
い
て
行

わ
れ
て
い
る
場
合
、
締
約
国
に
住
所
を
有
す
る
被
告
は
、
労
働
者
が
労
務
を
給
付
し
て
い
る
他
の
締
約
国
の
裁
判
所
に
提
訴
さ
れ
う
る
と

定
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
原
告
は
、
そ
れ
が
使
用
者
で
あ
る
場
合
も
労
働
者
で
あ
る
場
合
も
、
労
務
給
付
地
国
が
被
告
の
住
所
地
国
以

外
の

一
つ
の
締
約
国
で
あ
る
と
き
は
、
被
告
の
住
所
地
ま
た
は
労
務
給
付
地
国
の
裁
判
所
の
い
ず
れ
か
を
管
轄
裁
判
所
と
し
て
選
択
し
う

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

サ
ン
・セ
バ
ス
チ
ア
ン
条
約
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
こ
の
規
定
は
、
他
方
、
一
九
八
〇
年
六
月

一
九
日
の
契
約
債
権
の
適
用
法
に
関
す
る

ロ
ー
マ
条
約
第
六
条
が
、
当
事
者
選
択
の
な
い
場
合
の
補
充
的
連
結
規
則
と
し
て
、
労
務
給
付
地
法
を
契
約
適
用
法
と
し
て
い
る
こ
と
に
、

大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
サ
ン

・
セ
バ
ス
チ
ア
ン
条
約
は
、
国
際
労
働
契
約
に
関
し
、
契
約
適
用
法
と
国
際
裁
判
管
轄

が

一
致
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（ｂ
）
労
務
給
付
が
通
常

一
つ
の
国
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合

他
方
、
労
務
給
付
が
通
常

一
つ
の
国
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
、
一
九
八
九
年
改
正
後
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
第
五
条
第

一
パ
ラ

グ
ラ
フ
第
二
文
は
、
使
用
者
は
、
当
該
労
働
者
を
雇
用
し
た
事
業
所
が
所
在
し
て
い
る
ま
た
は
所
在
し
て
い
た
他
の
締
約
国
の
裁
判
所
に

提
訴
さ
れ
う
る
と
規
定
し
て
い
る
。



し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
、
第

一
に
、
被
告
の
住
所
地
以
外
に
労
働
者
の
雇
用
事
業
所
所
在
地
の
裁
判
所
を
選
択
す
る
権
利
は
、
労
働

者
の
み
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
原
告
が
労
働
者
で
あ
っ
た
場
合
、
労
働
者
は
使
用
者
の
住
所
地
ま
た
は
雇
用
事
業
所
所
在
地

の
裁
判
所
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
原
告
が
使
用
者
で
あ
る
場
合
、
使
用
者
は
、
労
働
者
の
居
住
地
の
裁
判
所
に
対
し
て
の
み
訴

訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

後
述
の
よ
う
に
、
ル
ガ
ー
ノ
条
約
は
、
労
務
給
付
が
通
常

一
つ
の
国
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
、
労
働
者
の
み
な
ら
ず
、
使
用

者
に
対
し
て
も
、
労
働
者
雇
用
事
業
所
の
所
在
地
国
を
裁
判
管
轄
国
と
し
て
選
択
す
る
権
利
を
認
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
サ
ン

・
セ

バ
ス
チ
ア
ン
条
約
は
、
ル
ガ
ー
ノ
条
約
よ
り
も
労
働
者
保
護
的
な
立
場
で
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
を
改
正
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
第
二
に
、
原
告
で
あ
る
労
働
者
は
、
労
働
者
を
雇
用
し
た
事
業
所
が
現
在
所
在
し
て
い
る
場
所
の
み
な
ら
ず
、
所
在
し
て
い
た

場
所
の
裁
判
所
も
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
労
働
者
２
雇
用
事
業
所
が
、
移
転
、
ま
た
は
、
消
滅
し
た
場
合
で

あ
っ
て
も
、
当
該
労
働
者
が
雇
用
さ
れ
た
当
時
の
事
業
所
所
在
地
の
裁
判
所
が
、
管
轄
裁
判
所
と
な
り
う
る
。
こ
の
点
も
、
雇
用
事
業
所

が
現
在
所
在
す
る
地
の
裁
判
所
の
み
が
選
択
さ
れ
う
る
ル
ガ
ー
ノ
条
約
と
の
重
要
な
相
違
点
で
あ
る
。

ま
た
、
同
じ
く
労
働
者
保
護
の
観
点
か
ら
、
同
規
定
は
以
下
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
同

規
定
の
い
う

「労
働
者
を
雇
用
し
た
事
業
所
」
と
い
う
概
念
は
、
広
く
解
釈
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同

「事
業
所
」

概
念
は
、
恒
常
的
な
事
業
所
の
み
な
ら
ず
、
支
店
や
営
業
所
の
よ
う
な
、
そ
れ
自
体
法
人
格
を
有
し
な
い
も
の
も
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
使
用
者
が
自
然
人
で
あ
る
場
合
は
、
使
用
者
の
住
居
の
中
に
事
業
所
が
存
在
す
る
と
考
え
る
事
も
可
能
で
あ
る
と
の
主

張
も
な
さ
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
労
働
者
の
管
轄
裁
判
所
選
択
の
可
能
性
を
拡
大
す
る
た
め
、
ヨ

つ
の
国
に
お
い
て
労
務
を
給
付
し
て
い
な
い
場
合
」
と
い
う

規
定
は
、
当
該
労
働
が
全
部
ま
た
は
部
分
的
に
締
約
国
の
領
土
外
で
行
わ
れ
る
場
合
も
含
む
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
複

フ
ラ
ン
ス
。
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

一
ゴ
一
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四

数
の
労
務
給
付
地
国
が
ど
こ
で
あ
れ
、
労
働
者
の
雇
用
事
業
所
が
締
約
国
の
い
ず
れ
か
に
あ
る
と
き
は
、
原
告
で
あ
る
労
働
者
は
、
使
用

者
の
住
所
地
ま
た
は
雇
用
事
業
所
地
の
裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
し
て
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
Ｂ
）
合
意
管
轄

契
約
当
事
者
は
、
そ
の
合
意
に
よ
り
管
轄
裁
判
所
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
労
働
契
約
に
お
け
る
合
意
管
轄
の
有
効

性
に
つ
い
て
、
ブ
リ

ュ
ツ
セ
ル
条
約
は
、
一
九
八
九
年
の
サ
ン

・
セ
バ
ス
チ
ア
ン
条
約
に
よ
る
改
正
に
よ
り
、
労
働
者
に
よ
り
保
護
的
な

立
場
に
大
き
く
変
化
し
た
。

そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
は
、
サ
ン

・
セ
バ
ス
チ
ア
ン
条
約
に
よ
る
改
正
以
前
の
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
条
約
の
規
定

（１
）
、
お
よ
び
、
サ

ン

・
セ
バ
ス
チ
ア
ン
条
約
に
よ
る
改
正
内
容

（２
）
、
の
順
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

（１
）

一
九
六
八
年
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
条
約
の
規
定

一
九
六
八
年
九
月
二
七
日
の
当
初
の
ブ
リ

ュ
ツ
セ
ル
条
約
は
、
管
轄
指
定
条
項
に
つ
き
、
労
働
契
約
に
固
有
の
規
定
を
有
し
て
お
ら
ず
、

他
の
契
約
と
労
働
契
約
を
区
別
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
同
条
約
の
第

一
七
条
第

一
項
に
よ
り
、
第

一
に
、
契
約
当
事
者
の
少

な
く
と
も

一
方
が
締
約
国
の
い
ず
れ
か
に
住
所
を
有
し
、
第
二
に
、
書
面
ま
た
は
書
証
を
伴
う
口
頭
に
よ
り
約
定
さ
れ
、
第
二
に
、
締
約

国
の
い
ず
れ
か
の
国
の
裁
判
所
が
管
轄
裁
判
所
と
し
て
指
定
さ
れ
た
場
合
は
、
当
該
条
項
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
裁
判
所
の
み
が
管
轄
を
有

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。



（２
）
サ
ン

・
セ
バ
ス
チ
ア
ン
条
約
に
よ
る
改
正

サ
ン

・
セ
バ
ス
チ
ア
ン
条
約
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
第

一
七
条
の
第
五
項
と
し
て
、
労
働
契
約
に
お
け
る
管
轄
指
定
条
項
が
有
効
で

あ
る
た
め
の
特
別
の
要
件
を
新
設
し
た
。
す
な
わ
ち
、
労
働
契
約
に
お
け
る
管
轄
合
意
は
、
前
述
の
第

一
七
条
第

一
項
の
条
件
、
す
な
わ

ち
、
①
契
約
当
事
者
の
少
な
く
と
も

一
方
が
締
約
国
の
い
ず
れ
か
を
住
所
地
と
す
る
、
②
書
面
ま
た
は
書
証
を
伴
う
口
頭
の
約
定
、
③
締

約
国
の
い
ず
れ
か
の
裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
し
て
指
定
、
に
合
致
し
、
か
つ
、
①
当
該
合
意
が
紛
争
発
生
後
な
さ
れ
た
場
合
、
ま
た
は
、

②
労
働
者
が
被
告
の
住
居
地
も
し
く
は
第
五
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
ー
の
定
め
る
裁
判
所

（労
務
給
付
地
、
ま
た
は
、
通
常

一
つ
の
国
で
労
務
を

提
供
し
て
い
な
い
場
合
は
労
働
者
の
雇
用
事
業
所
所
在
地
の
裁
判
所
）
以
外
の
裁
判
所
を
指
定
す
る
た
め
に
こ
れ
を
援
用
す
る
場
合
の
み

効
力
を
有
す
る
、
と
定
め
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
紛
争
発
生
後
の
管
轄
合
意
の
み
な
ら
ず
、
紛
争
発
生
以
前
に
な
さ
れ
た
管
轄
合
意
で
あ
っ
て
も
、
労
働
者
が
こ
れ
を
援

用
す
る
限
り
に
お
い
て
そ
の
管
轄
裁
判
所
の
指
定
は
有
効
で
あ
る
。
た
だ
し
、
労
働
者
は
、
原
告
で
あ
る
場
合
に
の
み
こ
れ
を
援
用
し
て

管
轄
裁
判
所
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
被
告
で
あ
る
場
合
に
、
そ
の
住
所
地
国
ま
た
は
第
五
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
ー
の
定
め

る
裁
判
所
を
回
避
す
る
た
め
に
、
紛
争
発
生
以
前
に
な
さ
れ
た
管
轄
合
意
を
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
サ
ン

・
セ
バ
ス
チ
ア
ン
条
約
に
よ
る
管
轄
合
意
の
有
効
性
基
準
は
、
労
働
者
の
保
護
の
た
め
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
紛
争
発
生
後
の
管
轄
合
意
で
あ
れ
ば
、
労
働
者
は
、
何
が
そ
の
利
益
で
あ
る
か
を
自
由
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
真
の
合
意
と
し
て
こ
れ
を
有
効
と
判
断
す
る
こ
と
に
支
障
は
な
く
、
紛
争
発
生
以
前
の
管
轄
合
意
は
、
労
働
者
が
原
告
と
し
て
こ
れ

を
援
用
す
る
限
り
に
お
い
て
有
効
と
判
断
さ
れ
、
使
用
者
は
原
告
と
し
て
こ
れ
を
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
専
ら
、
労
働
者
の

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

一
五
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六

管
轄
裁
判
所
指
定
の
選
択
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
に
資
す
る
か
ら
で
あ
る
。

（１
）
プ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
に
基
づ
く
労
働
事
件
の
国
際
裁
判
管
轄
規
則
に
つ
い
て
は
、
〓
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０
０
＞
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∪
日
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∞
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Ｑ
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∽
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Ｏ
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０
０

』
Ｃ
【
い
０
い
ｏ
●
ｏ
５
５
①
〓
①

Ｑ
”
づ
∽

Ｆ
①
∽
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∽
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〓
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①
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①
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Ｏ
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〓
ふ
ェ
９
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①
∽
く
Ｚ
く
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↓
・
ｒ
”
Ｌ
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，
ユ
ｏ
●
コ
Ｏ
①
ａ
Ｃ
Ｑ
①
「
”
二
鮎
Ｃ
∽”
】”
二
Ｑ
・
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∽り
Ｏ
ｏ
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。
①
Ｑ
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口
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①̈
『り

，
一】．〇
●
”
】
Ｏ
Ｌ
く
０
）
ｏ
づ
為
〓
・

（２
）
な
お
、
欧
州
連
合
は
、
一
九
九
六
年
六
月
二
日
の
サ
ー
ビ
ス
供
給
の
た
め
の
労
働
者
の

一
時
的
外
国
駐
在

ε
い
一３
ド
の
日
①
”
し

に
関
す
る
指
令
採
択

の
た
め
の

理
事
会
の
共
通
の
立
場

ε
乳
〓
ｏ
●
８
日
日
ｃ
●
ｅ

Ｃ
Ｏ
ｏ
口
島
ｏ
Ｓ
ｏ
ａ
‘
い
０
８
「
二
Ｏ
ｏ
ｐ
や
い
し
に
お
い
て
、
一
時
的
外
国
駐
在
労
働
者
の
労
働
契
約
に
関
す
る
管

轄
裁
判
所
の
特
別
規
定
を
新
設
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同

「共
通
の
立
場
」
は
、
同
指
令
案
第
三
条
に
お
い
て
保
障
さ
れ
た
、
一
時
的
外
国
駐
在
労
働
者
が
受

け
入
れ
国
の
法
に
よ
り
享
受
し
う
る
労
働
お
よ
び
雇
用
条
件
へ
の
権
利
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
国
際
裁
判
管
轄
に
関
す
る
国
際
条
約
に
基
づ
く
他
の
国

に
訴
訟
を
提
起
す
る
可
能
性
を
害
す
る
こ
と
な
く
、
労
働
者
が

一
時
的
に
駐
在
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
、
し
て
い
た
欧
州
共
同
体
構
成
国
に
お
い
て
は
、
裁
判
所

に
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
規
定
し
て
い
る

（第
六
条
）
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０・０「
・０ぃ，
ｏ「
・】〇〇
・跳
【心
ｐ
・

ニ
　
ル
ガ
ー
ノ
条
約

本
項
に
お
い
て
は
、
ま
ず
最
初
に
、
ル
ガ
ー
ノ
条
約
の
適
用
範
囲
と
そ
の
解
釈
を
統

一
す
る
た
め
の
措
置

（１
）
に
つ
い
て
検
討
し
、

次
に
、
同
条
約
に
お
け
る
国
際
労
働
事
件
の
裁
判
管
轄

（２
）
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

１
　
適
用
範
囲
と
条
約
の
解
釈

（Ａ
）
適
用
範
囲

同
条
約
の
適
用
範
囲
は
、
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
と
同
様
、
締
約
国

（１
）
、
対
象
事
項

（２
）
、
当
事
者

（３
）
、
お
よ
び
、
期
間

（４
）



の
四
点
か
ら
確
定
さ
れ
る
。

（
１
）
締
約
国

条
約
の
適
用
を
受
け
る
の
は
、
現
在
お
よ
び
将
来
の
欧
州
連
合
構
成
国
お
よ
び
欧
州
自
由
貿
易
連
合
加
盟
国
の
う
ち
、
同
条
約
を
批
准

し
た
国
で
あ
る

（第
六
〇
条

ａ
、
ｂ
）
。　
一
九
九
六
年
二
月

一
日
現
在
、
同
条
約
を
批
准
し
て
い
る
の
は
、
前
述
の
ス
イ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、

フ
ラ
ン
ス
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ

エ
ー
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の

一
五
か
国
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
条
約
は
、
ブ
リ

ュ
ツ
セ
ル
条
約

と
は
異
な
り
、
「開
か
れ
た
」
条
約
で
あ
り
、
一
定
の
要
件
の
下
で
、
第
二
国
が
加
盟
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

（第
六
〇
条

ｃ
、
第
六
二

包

。

（２
）
対
象
事
項

ル
ガ
ー
ノ
条
約
は
、
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
と
同
様
、
裁
判
所
の
種
類
を
問
わ
ず
、
民
事
お
よ
び
商
事
の
事
件
に
適
用
さ
れ
る

（第

一

条
）
。
国
際
労
働
契
約
に
関
す
る
事
件
が
同
条
約
の
適
用
対
象
と
な
る
こ
と
は
、
国
際
労
働
契
約
の
裁
判
管
轄
に
関
す
る
特
別
条
項
（第
五

条
第

一
項

一
号
）
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

租
税
ヽ
関
税
、
ま
た
は
行
政
事
件
は
、
同
条
約
の
適
用
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
ま
た
、
自
然
人
の
身
分
お
よ
び
能
力
、
夫
婦
財
産
関

係
、
遺
言
お
よ
び
相
続
、
破
産
、
和
議
お
よ
び
類
似
の
手
続
、
社
会
保
障
、
仲
裁
も
、
同
条
約
の
適
用
を
受
け
な
い

（第

一
条
）
。

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

一
九
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〇

（３
）
当
事
者

ル
ガ
ー
ノ
条
約
の
裁
判
管
轄
規
則
は
、
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
と
同
様
、
第

一
六
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る

一
定
の
場
合
を
除
き
、
被
告
が

締
約
国
に
住
所
を
有
す
る
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
（第
四
条
第

一
項
）
。
国
際
労
働
契
約
に
関
す
る
事
件
の
場
合
は
例
外
規
定
に
該
当
せ

ず
、
同
条
約
の
裁
判
管
轄
規
則
は
、
被
告
が
締
約
国
に
住
所
を
有
す
る
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
。

被
告
が
締
約
国
外
に
住
所
を
有
す
る
場
合
は
、
各
締
約
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
法
で
あ
る
裁
判
管
轄
規
則
に
基
づ
き
裁
判
管
轄
を
決

定
す
る

（第
四
条
第

一
項
）
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
、
締
約
国
に
住
所
を
有
す
る
者
は
、
そ
の
国
籍
を
問
わ
ず
、
そ
の
国
の
国
民
と
同
様

に
、
そ
の
国
に
お
い
て
、
そ
の
国
の
裁
判
管
轄
規
則
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る

（第
四
条
第
二
項
）
。

し
た
が
っ
て
、
ル
ガ
ー
ノ
条
約
は
、
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
と
同
様
、
統

一
的
な
裁
判
管
轄
規
則
を
規
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
裁
判
管

轄
規
則
が
適
用
さ
れ
ず
、
各
締
約
国
の
裁
判
管
轄
規
則
が
適
用
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
住
民
で
あ
る
全
外
国
人

（条
約
締
約
国
の
国
民
の
み

な
ら
ず
第
二
国
の
国
民
も
含
む
）
に
居
住
国
の
国
民
と
同
じ
規
則
の
適
用
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
。

（４
）
期
間

ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
と
は
異
な
り
、
ル
ガ
ー
ノ
条
約
に
は
、
発
効
後
五
年
の
期
限
が
付
さ
れ
て
い
る
（第
六
四
条
第

一
項
）
。　
一
九
九
七

年

一
月

一
日
以
降
は
、
同
条
約
は
毎
年
黙
示
的
に
更
新
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

（同
条
二
項
）
が
、
他
方
、
締
約
国
は
同
条
約
を
破
棄
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る

（同
条
第
二
項
）
。



（Ｂ
）
条
約
の
解
釈

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
と
ル
ガ
ー
ノ
条
約
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
一
部
の
条
文
を
除
き
、
同
じ
内
容
の
条
文
を
有
し
て
お
り
、
両
条
約
は
、

そ
の
解
釈
が
同
じ
方
法
で
担
保
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
欧
州
共
同
体
裁
判
所
は
、
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
と
は
異
な
り
、

ル
ガ
ー
ノ
条
約
に
つ
い
て
は
、
そ
の
解
釈
に
関
す
る
管
轄
権
を
持
た
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
両
条
約
の
統

一
的
解
釈
を
い
か
に
し
て
担
保

す
る
か
が
問
題
と
な
る
。

こ
の
点
に
つ
き
、
第

一
に
、
ル
ガ
ー
ノ
条
約
第
二
議
定
書
は
、
一
九
八
八
年
九
月

一
六
日
以
前
の
欧
州
共
同
体
裁
判
所
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

条
約
の
解
釈
が
、
締
約
国
に
お
い
て
遵
守
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

ま
た
、
第
二
に
、
同
議
定
書
は
、
締
約
国
が
他
の
締
約
国
の
裁
判
所
で
出
さ
れ
た
条
約
の
解
釈
を
考
慮
す
る
こ
と
（第

一
条
）
、
各
国
の

裁
判
所
の
条
約
の
解
釈
に
つ
い
て
の
情
報
を
交
換
す
る
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
（第
二
条
）、
各
締
約
国
の
代
表
か
ら
構
成
さ
れ
る
常
設
委

員
会
に
お
い
て
、
各
国
の
条
約
解
釈
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
お
よ
び
条
約
改
正
に
つ
い
て
の
議
論
を
行
う
こ
と
（第
二
条
）
を
定
め
て
い
る
。

第
二
に
、
ル
ガ
ー
ノ
条
約
締
結
時
、
欧
州
経
済
共
同
体
お
よ
び
欧
州
自
由
貿
易
連
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宣
言
に
お
い
て
、
プ
リ
ュ
ッ
セ

ル
条
約
と
同

一
の
ル
ガ
ー
ノ
条
約
の
条
文
に
つ
い
て
は
、
欧
州
共
同
体
裁
判
所
の
解
釈
を
十
分
に
考
慮
す
る
と
定
め
て
い
る
。

（１
）
こ
の
占
小に
つ
い
て
は
一、
工
鰹
０５
ｏ
Ｏ
＞
Ｃ
∪
口
〓
口
弓
‐↓
＞
Ｆ
ｒ
Ｏ
Ｚ
・ｒ
ｃ∽
Ｏ
ｏいくの“
一３
●
∽
Ｑ①
”
】にＸ①一Ｆ
∽
９
０①
ｒ
ｃｍ”コ
ｐ
Ｏ
ｏヨ
ＯＰ
ｏコ
ｏ①
ョ
８
】ｂ
臓
ざ
●
ュ
ｐ
【①ｏｏコ
‐

い
”
い
∽
∽

，
５
０
０

〇
一
Φ
Ｘ
一
０
ロ
ニ
０
い

Ｏ
①
∽
』
Ｃ
ｍ
Ｏ
目
】
０
●
一
∽
①
づ

一口
Ｃ
「
０
「
Φ
・
Ｏ
●
・０
ぃ
Ｆ
¨
「
・ω
】
Ｏ

①
一
∽
・

（２
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
〓
０中０●
ｏ
の
＞
Ｃ
∪
日
〓
口
↓
‐日
Ｐヽｒ
ｒ
Ｏ
Ｚ
・ｒ
８
０
ｏ５
くΦ●
】̈〇●
∽
Ｏ
①
”
”Ｃ
Ｘ
①〕一３
８
０
ｏ
ｒ
厭
■
●
ｐ
ｏ
ｏＢ
も
Ｐ
①●
ｏｏ
言
８
８
臓
いｏ５
”〕ｐ
８
ｏｏ●
‐

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

一
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０
●

Ｑ
Ｏ
∽
』
Ｃ
ｍ
Ｑ
硬
ＦＯ
●
一
∽
Φ
●

日
〓
】
Ｏ
鬱
①
“
ｏ
「
・０
ぃ

，
・
一
・ω
ｐ
、

０
一

，

四
三
二

２
　
国
際
労
働
契
約
事
件
の
裁
判
管
轄

ル
ガ
ー
ノ
条
約
に
基
づ
く
国
際
労
働
契
約
事
件
の
裁
判
管
轄
は
、
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
の
場
合
と
同
様
、
当
該
労
働
契
約
が
管
轄
指
定

条
項
を
有
す
る
か
否
か
に
よ
り
、
そ
の
決
定
規
則
を
異
に
す
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
管
轄
合
意
が
存
在
し
な
い
場
合
の
、
国
際
裁
判
管
轄

決
定
の
原
則

（Ａ
）
、
お
よ
び
、
管
轄
合
意
が
存
在
す
る
場
合
の
、
当
該
管
轄
指
定
条
項
の
有
効
性

（Ｂ
）
、
の
順
に
検
討
す
る
こ
と
に
し

た
い
。

な
お
、
前
述
の
よ
う
に
、
そ
し
て
、
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
の
場
合
と
同
様
、
仲
裁
は
、
ル
ガ
ー
ノ
条
約
の
対
象
外
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
契
約
に
お
け
る
仲
裁
条
項
の
有
効
性
は
、
各
締
約
国
の
国
内
法
に
基
づ
き
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（Ａ
）
国
際
裁
判
管
轄
の

一
般
原
則

ル
ガ
ー
ノ
条
約
は
、
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
と
同
様
、
国
際
裁
判
管
轄
の

一
般
原
則
と
し
て
、
被
告
が
締
約
国
に
居
住
し
て
い
る
場
合
は
、

被
告
の
住
居
地
の
裁
判
所
に
管
轄
権
を
付
与
し
（第
二
条
第

一
項
）
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
第

一
四
条
お
よ
び
第

一
五
条
の
よ
う
な
締
約
国
の

過
剰
管
轄
を
排
除
し
て
い
る

（第
二
条
）
。

他
方
、
ル
ガ
ー
ノ
条
約
に
お
い
て
は
、
サ
ン

・
セ
バ
ス
チ
ア
ン
条
約
に
よ
る
改
正
後
の
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
に
先
駆
け
て
、
労
働
契
約

固
有
の
国
際
裁
判
管
轄
が
規
定
さ
れ
た
。



管
轄
指
定
条
項
の
存
在
し
な
い
場
合
、
国
際
労
働
契
約
事
件
の
裁
判
管
轄
は
、
労
働
者
の
労
務
給
付
が
通
常

一
つ
の
国
に
お
い
て
行
わ

れ
て
い
る
場
合
と
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
よ
り
異
な
る
。

（１
）
労
務
給
付
が
通
常

一
つ
の
国
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
場
合

ル
ガ
ー
ノ
条
約
第
五
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
、
締
約
国
に
住
所
を
有
す
る
被
告
は
、
労
働
者
が
通
常
そ
の
労
務
を
給
付
し
て
い
る
他
の

締
約
国
の
裁
判
所
に
提
訴
さ
れ
う
る
と
定
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
原
告
は
、
被
告
の
住
居
地
の
裁
判
所
以
外
に
、
労
務
給
付
地
国
の
裁

判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
規
則
は
、
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
の
そ
れ
と
同

一
で
あ
る
。

（２
）
労
務
給
付
が
通
常

一
つ
の
国
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合

し
か
し
な
が
ら
、
労
務
給
付
が
通
常

一
つ
の
国
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
、
ル
ガ
ー
ノ
条
約
第
五
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
、
締

約
国
に
住
所
を
有
す
る
被
告
は
、
当
該
労
働
者
を
雇
用
し
た
事
業
所
の
所
在
地
国
の
裁
判
所
に
提
訴
さ
れ
う
る
と
規
定
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
ル
ガ
ー
ノ
条
約
は
、
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
と
以
下
の
二
点
に
つ
い
て
内
容
を
異
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
労
働

者
の
み
な
ら
ず
、
使
用
者
も
、
労
働
者
雇
用
事
業
所
の
所
在
地
国
を
裁
判
管
轄
国
と
し
て
選
択
す
る
権
利
を
有
し
て
い
る
。
前
述
の
よ
う

に
、
サ
ン

・
セ
バ
ス
チ
ア
ン
条
約
に
よ
る
改
正
後
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
に
お
い
て
は
、
雇
用
事
業
所
の
所
在
地
国
を
裁
判
管
轄
国
と
し

て
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
労
働
者
の
み
で
あ
る
。
こ
の
点
、
ル
ガ
ー
ノ
条
約
の
裁
判
管
轄
規
則
は
、
現
在
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条

約
に
比
べ
て
労
働
者
に
対
す
る
保
護
が
薄
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
第
二
に
、
管
轄
裁
判
所
は
、
労
働
者
を
雇
用
し
た
事
業
所
が

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
〓
一
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現
在
所
在
す
る
国
の
そ
れ
の
み
で
あ
り
、
「現
在
所
在
す
る
国
お
よ
び
所
在
し
て
い
た
国
」
を
裁
判
管
轄
国
と
し
う
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約

に
比
べ
、
選
択
の
幅
が
狭
く
な
っ
て
い
る
。

（Ｂ
）
合
意
管
轄

契
約
当
事
者
間
に
管
轄
合
意
が
存
在
す
る
場
合
、
当
該
管
轄
指
定
条
項
の
有
効
性
に
つ
い
て
も
、
ル
ガ
ー
ノ
条
約
は
、
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル

条
約
と
そ
の
判
断
基
準
を
異
に
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
ル
ガ
ー
ノ
条
約
は
、
労
働
条
約
に
関
す
る
特
別
要
件
と
し
て
、
第

一
七
条
第
五
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
お
い
て
、
労
働
契
約
に
お

け
る
管
轄
合
意
は
、
そ
れ
が
、
紛
争
発
生
以
後
に
な
さ
れ
た
場
合
の
み
そ
の
効
力
を
有
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
紛
争
発

生
以
前
に
な
さ
れ
た
管
轄
合
意
は
全
て
無
効
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
解
決
方
法
は
、
必
ず
し
も
労
働
者
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
に

住
所
を
有
す
る
フ
ラ
ン
ス
人
労
働
者
が
、
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
に
住
所
を
有
す
る
使
用
者
と
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
で
労
務
を
給
付
す
る
労
働
契
約
を

締
結
し
た
際
に
、
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
す
る
条
項
を
規
定
し
て
い
た
場
合
を
想
定
す
る
と
、
当
該
管
轄
指
定
条
項
は
、
ル

ガ
ー
ノ
条
約
に
よ
れ
ば
無
効
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
労
働
者
は
原
告
で
あ
る
場
合
、
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
の
裁
判
所
に
お
い
て
の
み
使

用
者
を
提
訴
し
う
る
こ
と
に
な
る
（被
告
で
あ
る
使
用
者
の
住
所
地
も
労
務
給
付
地
も
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
で
あ
る
）
。
も
し
当
該
管
轄
指
定
条

項
が
有
効
で
あ
れ
ば
、
労
働
者
は
そ
の
住
所
地
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
使
用
者
を
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
指
摘
を
考
慮
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
サ
ン

・
セ
バ
ス
チ
ア
ン
条
約
に
よ
る
改
正
後
の
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
は
、
紛
争
発
生

以
前
に
規
定
さ
れ
た
管
轄
指
定
条
項
に
つ
い
て
も
、
労
働
者
に
対
し
て
は
、
当
該
条
項
の
援
用
を
認
め
、
労
働
者
の
保
護
を
手
厚
く
し
て



い
る
。
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以
上
、
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
欧
州
連
合
に
お
け
る
各
国
の
国
際
裁
判
管
轄
、
判
決
の
承
認

・
執
行
に
関
す
る
規
則
の
統

一
を
目
的

と
す
る

一
九
六
八
年
九
月

一
六
日
の
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
条
約
は
、
国
際
労
働
契
約
事
件
に
つ
い
て
、
数
度
の
改
正
、
特
に
、
一
九
八
九
年
サ

ン

・
セ
バ
ス
チ
ア
ン
条
約
に
よ
る
改
正
を
経
て
、
現
在
、
以
下
の
よ
う
な
裁
判
管
轄
規
則
を
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
当
事
者

間
に
管
轄
合
意
が
な
い
場
合
、
①
労
務
給
付
が
通
常

一
つ
の
国
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
と
き
は
、
原
告
は
、
被
告
の
住
所
地
に
加
え
て
、

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
五
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労
務
給
付
地
国
の
裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
し
て
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
、
②
労
務
給
付
が
通
常

一
つ
の
国
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
な
い

と
き
は
、
原
告
は
、
そ
れ
が
労
働
者
で
あ
る
場
合
の
み
、
被
告
で
あ
る
使
用
者
の
住
所
地
以
外
に
、
当
該
労
働
者
の
雇
用
事
業
所
が
所
在

ま
た
は
所
在
し
て
い
た
地
の
裁
判
所
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
、
管
轄
合
意
が
存
在
す
る
場
合
、
当
該
合
意
が
紛
争
発
生
後
な

さ
れ
た
と
き
、
ま
た
は
「
紛
争
以
前
に
な
さ
れ
た
合
意
で
あ
っ
て
も
、
労
働
者
が
原
告
と
し
て
こ
れ
を
援
用
す
る
と
き
に
限
り
所
定
の
要

件
の
下
に
こ
れ
を
有
効
と
し
、
労
働
者
保
護
の
観
点
か
ら
当
事
者
自
治
の
範
囲
を
限
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
欧
州
連
合
内
の
み
な
ら
ず
、
欧
州
連
合
と
欧
州
自
由
貿
易
連
合
に
お
け
る
統

一
規
則
の
設
定
を
目
的
と
し
て
、
両
連
合
の
間
で

一
九
八
八
年
九
月

一
六
日
に
締
結
さ
れ
た
、
民
事

・
商
事
事
件
の
裁
判
管
轄
お
よ
び
判
決
執
行
に
関
す
る
ル
ガ
ー
ノ
条
約
は
、
国
際
労
働

契
約
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
裁
判
管
轄
規
則
を
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
第

一
に
、
契
約
当
事
者
間
に
、
管
轄
合
意
の
存

在
し
な
い
場
合
、
①
労
務
給
付
が
通
常

一
つ
の
国
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
と
き
は
、
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
と
同
様
、
原
告
が
、
被
告
の

住
所
地
以
外
に
、
労
務
給
付
地
国
の
裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
②
労
務
給
付
が
通
常

一
つ
の
国
に
お
い
て
行
わ

れ
て
い
な
い
と
き
は
、
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
と
異
な
り
、
原
告
が
労
働
者
の
み
な
ら
ず
使
用
者
で
あ
る
場
合
も
、
労
働
者
雇
用
事
業
所
の

所
在
地
国
を
裁
判
管
轄
国
と
し
て
選
択
す
る
権
利
を
認
め
て
い
る
。
他
方
、
管
轄
合
意
が
存
在
す
る
場
合
、
当
該
管
轄
合
意
は
、
そ
れ
が
、

紛
争
発
生
以
後
に
な
さ
れ
た
場
合
の
み
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

両
条
約
は
、
第

一
に
、
国
際
裁
判
管
轄
の

一
般
原
則
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
第

一
四
条
お
よ
び
第

一
五
条
の
フ
ラ
ン
ス
国
籍
者
の

裁
判
管
轄
特
権
の
よ
う
な
過
剰
管
轄
を
排
除
し
、
各
締
約
国
の
裁
判
管
轄
を
調
整
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
両
条
約
は
、
ル
ガ
ー
ノ

条
約
よ
り
後
に
締
結
さ
れ
た

一
九
八
九
年
サ
ン

・
セ
バ
ス
チ
ア
ン
条
約
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
の
方
が
、
労
働
者
に
よ

り
保
護
的
な
規
定
を
有
す
る
も
の
の
、
と
も
に
、
労
働
契
約
独
自
の
国
際
裁
判
管
轄
規
定
を
お
き
、
，労
働
者
保
護
的
な
立
場
か
ら
そ
の
内

容
を
展
開
し
て
い
る
。
特
に
当
事
者
自
治
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
保
護
の
観
点
か
ら
契
約
当
事
者
の
管
轄
合
意
の
効
力
を
限
定
し
て
い
る



点
が
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
、
第
二
に
、
労
務
給
付
が
通
常

一
つ
の
国
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
場
合
、
労
務
給
付
地
国
の
裁
判
所
を
管

轄
裁
判
所
と
し
う
る
こ
と
と
し
、
当
事
者
選
択
の
な
い
場
合
、
労
務
給
付
地
国
の
法
を
国
際
労
働
契
約
の
適
用
法
と
す
る
ロ
ー
マ
条
約
と

の
連
携
に
よ
り
、
国
際
労
働
契
約
に
つ
い
て
、
そ
の
適
用
法
国
と
裁
判
管
轄
国
を
で
き
る
だ
け

一
致
さ
せ
よ
う
と
意
識
し
て
い
る
点
も
、

注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。

国
内
法
に
お
け
る
国
際
裁
判
管
轄
規
則
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
を
例
に
と
る
な
ら
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
が
管
轄
を
有
す
る
か
否
か
と
い

う
観
点
か
ら
展
開
さ
れ
る
の
対
し
、
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
や
ル
ガ
ー
ノ
条
約
の
よ
う
な
各
国
の
国
際
裁
判
管
轄
を
統

一
す
る
規
則
は
、
ど

の
国
が
裁
判
管
轄
を
有
す
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
展
開
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第

一
節
で
検
討
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
国
際
裁
判
管
轄
規
則

と
本
節
で
検
討
し
た
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
お
よ
び
ル
ガ
ー
ノ
条
約
に
お
け
る
国
際
裁
判
管
轄
規
則
の
内
容
を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
新
の
、
一
九
八
九
年
の
サ
ン
一セ
バ
ス
チ
ア
ン
条
約
に
よ
る
改
正
後
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
に
お
け
る
国
際
労
働
契

約
裁
判
管
轄
規
則
と
、
フ
ラ
ン
ス
国
籍
者
の
裁
判
管
轄
特
権
を
除
外
し
た
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
際
労
働
契
約
裁
判
管
轄
規
則
を
比
較
す

る
な
ら
は
、
以
下
の
よ
う
な
相
違
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
第

一
に
、
契
約
当
事
者
の
管
轄
合
意
が
な
い
場
合
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
に
お
い
て
は
、
労
務
給
付
が

一
つ
の
国
で
行
わ
れ
て
い

る
と
き
は
、
被
告
の
住
所
地
ま
た
は
労
務
給
付
地
の
裁
判
裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
労
務
給
付
が

一
つ
の
国
で
行
わ

れ
て
い
な
い
場
合
は
原
告
で
あ
る
労
働
者
の
み
が
雇
用
事
業
所
が
所
在
ま
た
は
所
在
し
て
い
た
地
の
裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
法
に
お
い
て
は
、
労
務
給
付
が

一
つ
の
事
業
所
で
行
わ
れ
て
い
る
と
き
は
労
務
給
付
地
、

そ
う
で
な
い
と
き
は
労
働
者
の
住
所
地
が
フ
ラ
ン
ス
で
あ
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
が
管
轄
を
有
し
、
そ
の
他
、
被
告
の
住
所
地
を
連
結
素
と
す
る

事
も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
労
働
者
は
、
契
約
締
結
地
ま
た
は
企
業
所
在
地
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
を
管
轄
裁

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
七
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判
所
と
す
る
こ
と
も
で
き
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
を
管
轄
裁
判
所
と
す
る
連
結
素
を
特
に
労
働
者
に
対
し
て
数
多

く
承
認
す
る
。

第
二
に
、
契
約
当
事
者
ρ
清
轄
合
意
が
存
在
す
る
場
合
、
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
は
、
当
該
合
意
が
紛
争
発
生
後
な
さ
れ
た
場
合
ま
た
は

原
告
で
あ
る
労
働
者
が
援
用
し
た
場
合
に
限
定
し
て
そ
の
効
力
を
認
め
て
い
る
の
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
法
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
労
務
給
付
地

で
あ
る
場
合

（ま
た
は
労
働
者
の
住
所
地
が
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
場
合
）
以
外
に
限
り
、
そ
の
効
力
を
認
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
事

者
自
治
の
範
囲
を
労
働
者
に
不
利
益
に
働
か
な
い
限
り
で
柔
軟
に
認
め
る
プ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
と
、
労
務
給
付
地

（ま
た
は
労
働
者
の
住

所
地
）
が
フ
ラ
ン
ス
以
外
で
あ
る
限
り
で
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
の
強
行
的
管
轄
の
回
避
を
認
め
る
フ
ラ
ン
ス
法
と
で
は
、
そ
の
姿
勢
が
異

な
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

結
び
に
か
え
て

国
際
労
働
契
約
事
件
の
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
、
第

一
節
に
お
い
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
当
事
者
間
に
管
轄

の
合
意
の
な
い
場
合
、
一
方
で
労
働
者
保
護
に
基
づ
く
土
地
管
轄
規
定
の
援
用
、
他
方
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
国
籍
者
に
関
す
る
過
剰
管
轄
の

承
認
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
そ
の
独
自
の
裁
判
管
轄
規
則
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
裁
判
所
の
管
轄
が
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

当
事
者
間
に
管
轄
の
合
意
が
存
在
し
て
い
る
場
合
は
、
当
該
合
意
に
よ
リ
フ
ラ
ン
ス
国
籍
者
の
裁
判
管
轄
特
権
を
排
除
す
る
こ
と
が
、
可

能
で
あ
る
。
ま
た
、
土
地
管
轄
規
定
の
援
用
に
基
づ
く
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
、
国
内
労
働
契
約
の
場
合
と
異
な
り
、
労
務
給
付
地
が
フ

ラ
ン
ス
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は
、
労
務
提
供
が

一
つ
の
事
業
所
で
行
わ
れ
て
い
る
場
合
は
当
該
事
業
所
、
事
業
所
の
外
で
行
わ
れ
て
い
る

場
合
は
労
働
者
の
住
所
地
が
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
場
合
の
み
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
の
強
行
的
管
轄
を
認
め
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
、
当
事



者
自
治
を
尊
重
す
る
傾
向
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

他
方
に
お
い
て
、
第
二
節
に
お
い
て
検
討
し
た
よ
う
に
、
欧
州
連
合
に
お
い
て
は
、
労
働
関
係
の
国
際
化
の
進
展
に
対
し
、
国
際
労
働

契
約
に
関
す
る
事
件
に
つ
い
て
も
構
成
国
の
裁
判
管
轄
規
則
を
統

一
す
る
た
め
の
努
力
が
試
み
ら
れ
、　
こ
れ
に
資
す
る
も
の
と
し

て
、
一
九
六
八
年
九
月
二
七
日
に
民
事
・商
事
事
件
に
関
す
る
Ｅ
Ｅ
Ｃ
ブ
リ
ュ
ツ
セ
ル
条
約
が
調
印
さ
れ
て
い
る
。
同
条
約
は
、
欧
州
経
済

共
同
体
の
拡
大
と
と
も
に
そ
の
適
用
範
囲
を
拡
大
し
、
一
九
九
六
年
五
月

一
日
現
在
、
一
五
か
国
の
構
成
国
の
う
ち
、
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め

と
す
る
十

一
か
国
に
適
用
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
同
条
約
は
、
特
に
、
一
九
八
九
年
五
月
二
六
日
の
サ
ン
・セ
バ
ス
チ
ア
ン
条
約
に
よ

る
改
正
以
後
、
国
際
労
働
契
約
に
つ
い
て
は
、
各
締
約
国
の
過
剰
管
轄
規
定
の
除
外
に
よ
る
国
際
裁
判
管
轄
の
調
整
、
被
告
の
住
所
地
の

裁
判
所
の
管
轄
承
認
と
特
徴
的
連
結
素
で
あ
る
労
務
給
付
地
の
裁
判
所
の
管
轄
承
認
と
い
う

一
般
原
則
に
加
え
て
、
当
事
者
自
治
の
範
囲

を
労
働
者
保
護
の
立
場
か
ら
限
定
し
、
労
働
者
保
護
の
立
場
を
強
化
し
た
裁
判
管
轄
を
規
定
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
欧
州
連
合

と
欧
州
自
由
貿
易
連
合
と
の
間
で
は
、
一
九
八
八
年
九
月

一
六
日
に
ル
ガ
ー
ノ
条
約
が
締
結
さ
れ
、
国
際
裁
判
管
轄
規
則
の
統

一
は
、
欧
州

連
合
の
枠
を
越
え
て
拡
大
さ
れ
て
い
る
。

労
働
関
係
の
国
際
化
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
国
際
労
働
契
約
事
件
の
裁
判
管
轄
規
則
の
展
開
と
各
国
の
裁
判
管
轄
規
則
の
統

一
が
、
国

際
労
働
契
約
適
用
法
の
決
定
規
則
の
展
開
お
よ
び
各
国
規
則
の
統

一
と
と
も
に
、
労
働
者
保
護
の
視
点
か
ら
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い
く
こ
と

は
、
い
う
ま
で
も
な
く
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
個
別
的
労
働
関
係
の
み
な
ら
ず
、
集
団
的
労
使
関
係
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
紛
争

の
裁
判
管
轄
お
よ
び
適
用
法
決
定
は
、
ま
す
ま
す
重
要
な
領
域
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
と
同
時
に
、
権
利
義
務
関
係

を
直
接
規
整
す
る
実
質
法
の
国
際
的
規
制
、
す
な
わ
ち
、
労
働
国
際
法
の
発
展
も
要
請
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
欧
州
連
合
は
、

こ
の
労
働
国
際
法
の
分
野
に
お
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
Ｅ
Ｃ
労
働
法
と
し
て
こ
れ
を
発
展
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
内
容
も
、
国
際
労
働
関
係
法

の
議
論
の
さ
ら
な
る
展
開
と
と
も
に
、
注
目
に
値
す
る
と
い
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
ま
た
、
稿
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―
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